





































ＭＦ文庫Ｊ

聖黒の龍と火薬の儀式パウダーキス２
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プロローグ


１．火箭小姑フォージンシャオチェ

２．鉄血の絆

３．火蓋を切る（前編）

４．火蓋を切る（後編）




エピローグ





　彼女とのキスは、熱くて冷たい鉄血の味がする。





プロローグ　PROLOGUE




　　　　THE GUNPOWDER KISS TO ST. BLACK DRAGON






「そんな顔をしないでください。ケイさん」

　彼女の声は穏やかだった。いつもと同じく、柔にゆう和わで、優しい。

　勉強ができたときに頭をなでてくれる手は温かく繊せん細さいで。

　長い黒髪から香る煙草たばこの臭においは、決していやなものではなくて。

　ごめんなさい、やめられないの。そう言って煙草をくわえながら小さく笑う彼女はどこか子供っぽくて、圭けいの一番好きな彼女の表情だった。それがどうして。

「ああ……」

　圭は部屋の床にへたり込み、小刻みに震ふるえていた。

　喉がからからに乾かわき、声が出ない。

　身体からだが麻ま痺ひしてしまったかのように、指一本すら動かせなかった。

　だから圭は、彼女から目をそらすこともできなかった。

　床に倒れている彼女の顔は蒼そう白はくで、陶とう磁じ器きのようだ。彼女の唇だけが妙に赤く見えた。自分と彼女だけのモノトーンの世界で、ただ赤い唇だけが言葉を紡つむいでいる。

「大丈夫ですよ。今回はたまたま、うまくいかなかっただけですから」

　圭は精せい一いつ杯ぱい、頭を振った。

　大丈夫なわけ、ないじゃないか。今回はうまくいかなかった？　次なんてないだろう。

「ぼく……ぼくは──」

　掠かすれた声が、喉の奥からもれた。圭自身、それが自分の声だとは思えなかった。身体のなかにいる別の誰だれかが唸うなり声ごえを上げているような。そんな気さえする。

「大丈夫。大丈夫ですよ、ケイさん。あなたは選ばれた魔法使い。すぐ思いどおりに力を使えるようになります。わたしが保証しますよ」

　彼女が笑って、そっと手を伸ばした。その指先が空中をさまよい、圭の頬ほおに触れる。

　それが恐ろしく冷たくて、圭は心が凍りつくような気がした。

「大丈夫。わたしはあなたを恨んだりはしません」

「ぼくは、だって……ぼくは……」

　圭はうわ言のようにそれだけをくり返した。

　身体の半分を消し炭にされて、彼女はどうして笑っていられるのだろう。下半身を漆しつ黒こくの炎で消し飛ばされたその姿はあまりにも残酷で、頭がおかしくなってしまいそうだ。

　床に倒れ、這はいつくばり、それでも彼女は懸命に圭を気遣っている。

　自分をこんなにした化ばけ物ものを、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉を気遣っている。

「──」

　床にへたり込んだまま、圭は幼い自分の教育係である彼女の名前を呼んだ。

　言葉は声にならず、掠れた音が喉からもれ出ただけだった。

「ケイさん」

　圭けいの唇に、彼女の冷たい指先が触れた。

「本当はもっとたくさん、あなたに教えてあげたいことがあったのですけど」

　いやだ。そんなこと言わないで。

　圭は胸きよう中ちゆうで叫んでいた。だが、なぜか言葉にはならなかった。

　ただ力なく身体からだを震ふるわせ、彼女の言葉を聞くことしかできなかった。

「よく聞いてください。最さい期ごに教えておきますね」

　彼女は圭の首に腕を回して上半身をもたげると、吐息をもらすようにして言った。

　吸い込まれてしまいそうなほどに深い漆しつ黒こくの瞳が、圭を静かに見つめている。

　そして──彼女はそっと唇を重ねてきた。

　圭はわけがわからずに、目を閉じることもなく彼女を見つめていた。

　髪の香りと同じように、彼女の唇は煙草たばこの味がした。

　永遠にも思える一瞬のあとで、彼女は言った。

「キスは本当に大切な人にだけするものですよ。ケイさんはこれからいい男になりますから。忘れないで、そうしてください」

　彼女の身体から、力が抜けていく。

「わたしはあなたのことを大切に思っていましたよ。ラウ師父スーフーに言われたから、面倒を見ていたのではありませんから。だから、あなたのことを恨んだりはしません」

　彼女の身体から魂が抜けていく。日本からなにもわからないまま香港ホンコンに連れてこられた少年に、言葉と読み書きを教えるためやってきた彼女。聡そう明めいで優しく、ときには厳しい。有あり体ていに言って彼は懐なついていたし、淡あわく焦こがれていた。

　ずっと一緒にいられるものだと思っていた。顔も知らない母親のように。

　それは〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と呼ばれる化ばけ物ものになってしまっても、変わらないと思っていた。

「大丈夫。あなたは化物なんかではありません。だって、泣いているではないですか。化物は涙なんて流しはしません」

　そう言われてはじめて、圭は自分が泣いていることに気づいた。声もなく、ただ彼は泣いていた。涙が溢あふれて頬ほおを伝い、彼女の顔がぼやけて見えない。

「本当に大切な人が見つかったなら、わたしがしたようにキスをしてあげるのですよ」

　冷たくなっていく彼女を感じながら、圭は泣いていた。

「ケイさんの大切な人、見てみたかったですけど。それが少しだけ残念です」

　周囲の大人おとなたちが騒がしくなっても、彼は彼女を抱えたまま泣いていた。

『今度はなんの騒ぎだ！』

『教育係を殺したって？　あんなに懐いていたのにな』

『こいつはひでえ、ラウ師父を呼んでこい！』

『魔法が制御できずにもれ出てやがる』

『まったく、この化物が』

『化ばけ物ものめ』

『化物──』

　大人おとなたちの声が遠くに聞こえる。

　ああ、そうだとも。朝あさ霧ぎり圭けいは化物だ。魂の半分を〈ネバーランド〉の精霊と交換した、魂の取り替え子──〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉。この呪われた身体からだと力のせいで、彼女は死んだ。殺してしまった。彼女がなんと言おうともそれは事実で、彼女はもう戻ってこない。

　化物である自分にかかわったがために、彼女は。

　なにも言わなくなった彼女を大人たちが連れていく様子を、圭は呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　──本当に大切な人が見つかったなら、私がしたようにキスをしてあげるのですよ。

　彼女の言葉が頭から離れない。だが。

　もう誰だれも、こんな目にあわせたくはない。

　もう二度と、こんなに悲しい思いをしたくない。

　大切な人なんてものになってはいけない。

　大切な人なんてものをつくってはいけない。

　圭は表情を失ってぴくりとも動かず、そんなことだけを思っていた。

　それでも胸きよう中ちゆうで彼女の声は反響し、最さい期ごの言葉は頭から離れなかった。

　何年間も何年間も──





◆◇◆◇◆






「──っ！」

　圭は浅い眠りから唐突に目を覚ました。

　冷え冷えとした感触が心に残り、じっとりとしたいやな汗をかいている。

（なんて夢だよ……）

　ここは香港ホンコンの小さな部屋ではなく、彼が暮らしている日本のマンションだった。

　ベッドに横になったまま薄暗い天井を見上げ、圭は口元を引きつらせた。

　やや皮肉げで斜に構えた印象の少年だ。一六歳という年齢よりは大人びて見える。

　圭は乱れていた息を整えるために、大きく嘆たん息そくをした。

　忘れようもない、幼いころのできごと。だというのに、まるで蜃しん気き楼ろうのようにその光景は記憶の彼方かなたで揺らぎ、おぼろげで、彼は愕がく然ぜんとした。

　彼女の名前は、顔は、声は──夢の中では覚えていても、目が覚めれば忘れてしまう。

　だがそれでも、彼女の最期の言葉はいまでもはっきりと覚えている。

　頭の先から爪つま先さきまで痺しびれたように動けなかったあのときの感触も、よく覚えている。

　そう、それはまさにいまのような──

「あれ……？」

　身を起こそうとして、圭は間の抜けた声をもらした。

　身体からだが動かない。痺しびれたように、というよりも、完全に痺れている。

　手足の先の感覚がなく思うように動かない。呂ろ律れつも回らない。

「な、んだ、こりぇ……」

「むむ。目が覚めてしまったぞ……？」

　誰だれもいないはずの部屋に、少女のぼそりとした声が響いた。

　圭けいはそこではじめて、枕元に佇たたずむ人影に気がついた。

　全身が痺れるなか、どうにか目線だけを動かして声の主を確認する。

　そこには小柄な少女が一人。眉み間けんに皺しわを寄せ、難しい顔をしている。きらきらと輝くブロンドは薄暗い部屋に映え、きりりとした碧へき眼がんは磨かれたエメラルドのように美しい。きめ細かい白い肌は滑らかで、見る者を魅み了りようする。ファンタジーの世界から飛び出してきたエルフだとかフェアリーだとか、そう言われた方がしっくりくる少女だ。

「ヴィク……トリア……？」

　圭は痺れる舌で、彼女の名前をつぶやいた。

「にゃにをひた……」

「うむ。ケイが寝る前に飲んだ紅茶に一服盛っておいたのだ」

「にゃんだそれ!?」

「夜よ這ばいをしやすいように」

　ヴィクトリアは照れた様子など微み塵じんもなく、至し極ごく真面目な顔だった。

　なぜか圭の白いワイシャツ姿で、胸元が大きく露出するくらいにボタンが外されている。むしろ着ているのはそれだけだった。ワイシャツの裾が太ももの上辺りまでを隠してはいるが、すらりとした脚のほとんどが露あらわになっている。

「見ろ。服装もメイに言われたとおりにしてみたのだ。ベッドに忍び込む際には、これが日本の正装だと聞いたぞ」

「にほん、おわってる！」

　圭は心底から叫んだ。姉の明めいは、ヴィクトリアに一体なにを吹き込んでいるのだ。

　ヴィクトリアがワイシャツの胸ポケットからメモを取り出した。手のひらの半分が袖で隠れている様子など、姉の完璧な計算を感じる。

「ケイの匂いがしてドキドキするよ？」

　ヴィクトリアが小首を傾かしげて囁ささやく。

　カンペを読んでいるせいで、言葉の甘さとは裏腹に完璧な棒読みだった。

「ねえ、キスしていい？」

「ひょんなしばいで、ぐっとこにゃいからな!?」

「バカな……！」

　愕がく然ぜんとした表情で、ヴィクトリアはメモを取り落とした。

「メイの話では、これで奥手な彼も狼おおかみに。せっくすれす？　の夫婦関係も一気に改善。のはずだったのだが」

「おまへ、ひみわかっていってにゃいだろ」

「うるさい！　それもこれもケイがわたしにキスをしてくれないからだろう！　わたしとケイは、一日一回はキスをしなければならない間柄だというのに！」

　ヴィクトリアは早口でまくし立てて、地じ団だん駄だを踏んだ。それにあわせて長いブロンドが揺れ、控え目な香水の香りがした。

「ケイがいやだというから、わたしは毎日毎日、我慢しているのだ！　だがもう限界だ！　我慢できない！　わたしはキスをするぞ、ケイ！」

「ちょっ……まへ！」

　いつもより瞳孔が開いて息が荒いヴィクトリアのただならぬ気配に、圭けいはぞっとした。

　彼女が覆いかぶさるようにしてベッドに上がってくる。一人分の体重が加わったベッドが、ぎしりという妙に生々しい音を立てた。

　吐息がかかるくらいの距離に、お互いの顔がある。




　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──




　と、盛大にヴィクトリアのお腹なかの虫が鳴いた。

　彼女は人ではない。意志と魂を持った道具の精霊──〈アンティーク〉。彼女は人の姿を保つために、オーナーとして契約した圭からマギを供給してもらう必要があるのだ。

　その方法は、キスをすること。

「では、ケイ。おまえのマギで、わたしの空腹を満たすとしよう」

　ヴィクトリアが薄い唇を舌で湿らせた。

　彼女の息づかいに、体温に、身体からだの匂いに、圭はいつも戸惑う。決していやなわけではないのだが、あの言葉が頭から離れない。

　──本当に大切な人が見つかったなら、私がしたようにキスをしてあげるのですよ。

　だからキスは、軽々しくしてはいけないもので。そして化ばけ物ものである自分には、そんな相手は必要ないと、心のどこかでいまでもずっと思っている。

「ん……」

　唇が不意に触れて、ヴィクトリアの小さな声がもれた。

　その感触は、あの夢と同じもののような気がした。





１．火箭小姑フォージンシャオチェ




　　　　ROCKET GIRL






「それで結局、わたしになにをしろというのですか？」

　薄暗い会議室に、雨あめ宮みや燈とう子この凛りん然ぜんとした声だけが響いた。香港ホンコン訛なまりの広東カントン語だ。

　切れ長の目が見つめる先には、壁に埋め込まれた無機質で巨大なディスプレイがある。画面はいくつかに分割されて、オンラインでつながっているカオルーン商会の幹部たちがリアルタイムの映像で表示されていた。それは香港総本社の面々をはじめ、燈子と同じように世界各地の現地法人を任されているマネージャーたちだ。

「香港の意に沿わないかたちで〈博物館〉とコトを荒立てたことは謝罪します。けれど、日本はわたしの庭です。庭先で好き勝手にやられては面子メンツが立ちはしません」

　燈子は椅い子すに腰掛けたまま、生意気でもなく、殊しゆ勝しようでもない態度で謝罪と弁明をした。

　これは先だって、マスケット銃の〈アンティーク〉であるヴィクトリアを巡って起きた〈博物館〉との抗こう争そうの後始末を決める会議だった。

『確かに面子は立たない。だが、我々は落としどころを用意したはずだ』

　柔にゆう和わな男の声が、やんわりと釘くぎを刺してくる。

『違うかな、トーコ』

　本来であれば〈博物館〉のものだった〈アンティーク〉を〈商会〉の朝あさ霧ぎり明めいが強奪し、それが原因でシリング・ラウの直系社員三名が〈博物館〉に殺された。

　さらにはカオルーン商会日本本社のお膝元である神明市での騒ぎ。

〈商会〉は報復を決意して〈博物館〉が拠点としている神明市の英えい国こく領事館を襲しゆう撃げきした。そして、代償としてヴィクトリアを返還する手はずだったのだ。

　だが、燈子はそうはしなかった。ヴィクトリアは特別製の〈アンティーク〉。彼女の人生において唯一無二の存在である、朝霧圭けいにとって必要なものだったから。

　彼女は香港の意向を無視した。

　彼のために手に入れたいまの地位だ。彼のために使うことに燈子はなんの躊ちゆう躇ちよもなかったし、ここにいる連中と違って、彼女はカオルーン商会の総帥であるレガード・ウォンにこれっぽっちも忠誠なんて誓っていない。母親を捨てていったあんな男になど。

「お言葉ですが、フー哥哥コーコー」

　燈子は短く息を吐き、カチューシャで後ろに流している黒髪を触った。

　腰まで伸びた艶つややかな髪が、真まっ赤かなチャイナドレスによく栄える。モデルのように長い脚にすらりとした体形で、とても女子高生には見えない大人おとなびた雰囲気だ。

「わたしにも面子があるように、ラウ大哥ダーコーにも面子があるでしょう。わたしはそこを慮おもんぱかったにすぎません。直系社員であるメイ小姐シヤオチエが奪った〈アンティーク〉を返還するなど。それから、トーコと気安く呼ばないでいただけますか」

『はは、いいじゃないか、トーコ。僕ぼくたちは兄妹きようだいだろう』

　ディスプレイの向こう側にいるレオン・フーは、わざとらしく肩をすくめた。

　高度な暗号化処理が行われているせいでオンライン通信の画質は乱れていたが、それでも優男の嫌いや味みな顔が想像できる。くすんだブロンドの長髪を首の辺りで括くくって、スーツはいつもヴァレンティノ。神経質そうな四角い眼鏡めがねをかけ、一見すれば弁護士にも見える男だ。燈とう子こと同じレガード・ウォンの落とし子。香港ホンコン総本社の序列三位。

　燈子は無意識に画面を睨にらみつけた。

『握った拳こぶしは隠しておくことだね、愛いとしい妹よ』

「ご忠告感謝します。フー哥哥コーコー」

　見透かされた感情を殺し、笑顔をつくる。彼女にとっては慣れたものだった。

『で、彼女はこう言っていますが、ラウ大哥ダーコー』

『そうだな』

　話を向けられたラウは、それだけを言った。たった一言だったが、言葉は鉛のように重い。ネット回線でつながっているだけの会議の空気が、一瞬にして強こわ張ばった。

　カオルーン商会におけるレガード・ウォンに次ぐ実力者。ヨーロッパからやってきた外と様ざまであるにもかかわらず、裏の仕事を一手に引き受けて香港総本社の序列二位にまでのし上がった男。雨あめ宮みや燈子と朝あさ霧ぎり圭けいを香港に連れてきた張本人であり、彼女たちがいままで生き延びてくることができたのも、後見人という彼の存在があったからだ。

　オンライン会議の画面には、なにがあっても眉まゆ根ね一つ動かさない冷厳な鉄てつ面めん皮ぴが映っている。彫りの深いゲルマン系の顔立ちのせいで年齢は曖あい昧まいだったが、燈子の記憶ではまだ四〇歳にはなっていないはずだった。

　灰色がかった黒髪をオールバックにし、上等なスーツの上からでも十分にわかる筋肉質な身体からだ。眼光は獲物を狙う狼おおかみのように鋭い。腫れぼったい一重まぶたで、瞬まばたきをしているところは誰だれも見たことがなかった。

　彼の持つ空気に誰もが圧倒され、射い竦すくめられる。

『私の部下は三人死んだ。血は血でもってあがなわれるべきだ』

　有無を言わさぬ厳格な言葉に、燈子は内心で小さく笑った。

　ラウは三人の部下の弔とむらいに、今回の結論は妥当だと考えているようだ。

　抗こう争そうの最前線に立ち、カオルーン商会が君臨する現在の香港黒社会の秩序をつくりあげた武闘派の筆頭格。彼の考えは、実にシンプルだ。

「眼前にて刃持ち、銃を構える者あらば死を与えよ」

　燈子は静かに、だがはっきりと、ラウからいやというほど教わった言葉をつぶやいた。

『大小姐ダーシヤオチエの言うとおりだ。私は猟犬たちにそう教えてきた』

『そもそもの発端はその猟犬の不始末でしょう。躾しつけくらいはしておくべきだ』

　フーが皮肉げな声をもらし、呼応するようにして他の幹部からも声が上がる。

『メイ・アサギリはなぜ〈博物館〉の〈アンティーク〉に手を出したのです』

『〈博物館〉とこれ以上関係性が悪化するのは商売に影響するのですよ、ラウ大哥』

『それにだ。〈博物館〉はうちの重要な取引先でもあることをお忘れか』

　燈とう子こは黙って、彼らの言葉を聞いていた。

　これは〈商会〉と〈博物館〉の複雑な関係性が生み出す構造的な問題だ。

〈博物館〉は大だい英えい帝てい国こくが七つの海を支配していた時代こそ、世界中に拠点を置いて〈アンティーク〉を収集していたが、帝国が落日したいまとなってはそうはいかない。特に香港ホンコン返還後の極きよく東とうアジアでは影響力が著しく低下した。

〈商会〉は従来〈アンティーク〉を収集してコレクターに卸す商売をしていたから、〈博物館〉から依頼を受けたり、逆に収集したものを売り込むこともあった。関係性が変化したのはラウがやってきてからで、彼は黒社会の抗こう争そうに〈アンティーク〉の力を使った。

　収集した〈アンティーク〉を〈商会〉が自ら使いはじめた結果、〈商会〉と〈博物館〉は収集における競合になった。協力と対立が併存する、微妙な緊張関係に変化したのだ。

　今回の件は、その危ういバランスを崩すきっかけになりかねない。

　フーをはじめとした幹部たちが危惧しているのはそこだった。

　だが、そもそもラウは共存共栄路線など考えてはいない。

『私の原理原則は君らも知ってのとおりだ。すべての問題は議論ではなく、鉄と血によってのみ解決される。いままでも、そしてこれからもだ』

　香港の返還で極東から手を引いた〈博物館〉は、虎こ視し眈たん々たんと再進出を狙っている。この問題は〈博物館〉を含む敵対勢力との融ゆう和わか抗争かという、〈商会〉そのものの方向性を巡る派は閥ばつ抗争と無む縁えんではない。

　その点、燈子とラウの利害はいまのところは一致している。

〈博物館〉の〈アンティーク〉を強奪することは彼らの力を削そぐことであり、燈子はヴィクトリアを返還するつもりはないのだから。

『抗争抗争で組織が生き残れる時代でもないでしょう、ラウ大哥ダーコー。いくら〈商会〉でも、〈博物館〉と全面抗争をやっては無事ですむはずがない。また人が死にますよ。たくさんね。商売でつくった金を、そっちにばかり食われてはたまらない』

　フーの声は静かだが、断固としたものだった。

　それはオンライン会議の画面に並ぶ多くの幹部たちの声を代弁しているとも言えた。

（ラウ大哥がわたしを総本社の序列に加えたがるわけだわ）

　外と様ざまであるラウは、幹部会での支持基盤が弱い。その点、彼が後見人として庇ひ護ごしてきた雨あめ宮みや燈子ならば他の連中よりはいくらか信用できる。

　おかげで彼女は日本本社のマネージャーという立場を手に入れたが、総帥であるウォンの後継者を巡る派閥抗争の矢や面おもてに立つことになった。ラウが後継者になることは、血統の問題から批判の声がある。燈子が後継者となって彼が院政を敷くことが、組織をまとめるには手っ取り早いのだ。もっとも、フーがそれを許すわけはなかったが。

　燈子はちらりと腕時計を見た。そろそろいいだろう。この会議が不毛な言い争いをするためだけに招集されたものだとしたら、あまりにも滑稽だ。

「フー哥哥コーコー。先ほども言いましたが。それで結局、わたしになにをしろと？」

　それを聞いたフーは、ラウに向けていた言葉をぴたりととめた。

『ふむ。そうだったね、トーコ。お前に一任したいことがある』

　燈とう子こは表情を変えることなく、内心で舌打ちした。自分を後継者争いから引きずり下ろすことばかりを考えているような連中だ。いい話だとは思えなかった。

『この件に関して〈博物館〉から和解交渉の申し出があった。先方は当事者同士の交渉をお望みだ。お前だよ、トーコ。責任者として〈博物館〉との交渉をまとめるんだ』

「失敗したら？」

『そのときはそのときだ。詳しいことは秘書に連絡しておく。楽しみにしているよ』

　フーがカメラを覗のぞき込こむようにして、にやりと笑い回線を切った。

　それをまっていたかのように他の幹部たちも次々とオンライン会議から消え、最後に残ったのはラウだった。

　彼はスーツの内ポケットから煙草たばこを取り出し、それを手で弄もてあそんだ。

『とんだ貧乏くじだな』

　画面の向こう側からの声には、優しさも、労いたわりも、なにも感じなかった。それでもラウから言葉をかけてきたことに、燈子は少し驚いた。

「いいえ。わたしが撒まいた種でもありますから」

『なぜ〈アンティーク〉を返さなかった。私は了承していたはずだ』

「お忘れですか。わたしは〈商会〉のために生きているのではないのですよ」

　燈子は画面の向こう側にいるラウに挑むような口調になった。

　せいぜいわたしとわたしの血統を利用するがいい。だが、こちらも同じようにシリング・ラウの名前と力を利用させてもらう。

『そうだったな、〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。お前はただお前の目的のために走るだけか』

　この男にしては珍しい、どこか呆あきれたような、感心したような、どちらともとれる口調だった。

「ラウ大哥ダーコー、〈博物館〉からの申し出というのは本当ですか。この状況で向こう側から和解を申し込んでくるなんて妙でしょう。〈アンティーク〉を強奪された上に領事館を襲しゆう撃げきされ、雇っていたアンティーク・ハンターを殺されたというのに？」

『確かに、なにか裏があるのかもな。だが、なんにせよ失敗すれば虎どもの餌えさになることを肝に銘じておけ。もっとも、お前はこんな程度で消えていく女でもないだろうが』

　ラウの言葉の最後のあたりは、独りごちているかのようだった。

　彼は弄んでいた煙草をくわえて火を点ともし、大きな紫し煙えんを吐いた。画面の向こう側のラウの姿が不鮮明になる。それきり言葉が放はなたれることはなく、回線は切断された。

　誰だれもいなくなったオンライン会議の画面に向かって、燈子は静かに笑った。

「はい。言われるまでもないことです」





◆◇◆◇◆






「あー……まだ痺しびれてる気がする」

　妙な違和感の残る舌を出して、圭けいはうめいた。

　結局、身体からだがまともに動くようになるまでに午前中一いつ杯ぱいかかってしまった。おかげで学校には大遅刻で、着いたころにはもう昼休みになっていた。

「まだそんなことを言っているのか。すぎたことは水に流せばいいとわたしは思うぞ」

「原因はおまえだからな。水に流すかどうか決めるのは俺おれだからな」

「女め々めしいやつ。わたしのオーナーだというのになんと器の小さい」

「哀れそうな目をするな！」

　思わず声を張り上げてしまい、圭はバツが悪そうにして身を小さくした。

　九龍カオルーン学園高等部の十字型の木造校舎。教職員関係の部屋が並ぶ西棟一階の廊下である。たまたま居合わせた一年生の女子生徒が、二人を見て驚いた顔をしている。

　圭は学校ではちょっとした有名人だった。この九龍学園がある神明市の広大な埋め立て地を開発したカオルーン商会の幹部であり、学園の理事長でもある雨あめ宮みや燈とう子この幼なじみ。彼自身、〈商会〉の仕事で学校を休むことも多い。それだけでも、近寄りがたい存在だ。

　さらに、高等部の制服姿ではあったが、ヴィクトリアの容姿はかなり目立つ。彼女は頻繁に学校を訪れており、学食を食い荒らしていくモグリの美少女としても有名だ。

「次にやったらヴィクトリア、おまえの飯を抜く」

「な……！」

　ぼそりとした圭のつぶやきに、ヴィクトリアは目を見開いた。

「バカなことはよせ、ケイ。まだ考え直す余地はあるのではないか。話せばわかる。わたしは平和的な解決を望んでいる」

〈アンティーク〉は食事でも微量のマギを補給できる。そのためヴィクトリアは空腹を満たすために常になにかを食べているのだが、圭の料理は彼女のお気に入りだった。

「毎回毎回、大量のタバスコで俺の料理を台無しにしやがって。味覚バカめ」

「そのほうがもっと美お味いしくなるぞ！　ケイの料理がないとわたしの一日の楽しみが」

　ヴィクトリアがすり寄ってくる野良猫のように、圭の周囲をくるくると回りながら身振り手振りで訴えかける。

「知らん」

「ひどい！」

　ヴィクトリアを横目に、圭は目的の教室──保健室のドアをノックした。

「開いているよ」

　ドアの向こう側からは、あどけない子供の声が聞こえてきた。

　圭はその声に従って保健室へと足を踏み入れた。

　保健室の主が、診察用の丸椅い子すに座って足をぱたぱたとやっている。白衣の代わりに羽織っているのは、丈の長い黒いローブだった。













「よう、ドクター」

　ドクター・マーチンの保健室は、相変わらず混こん沌とんとしていた。

　無数の書物と得体の知れない道具が雑然と積み上げられている。おとぎ話に出てくる魔女の部屋そのものだ。

「にゅふふ。ようこそ〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿。歓迎するよ」

　そう言った保険医はそばかすが残る幼い顔立ちに、赤みがかったブロンドを緩い三つ編みにして垂らしていた。その背格好はどこからどう見ても小学生にしか見えない。だが、この自称・魔法使いはもう何十年も生きている。

「ゆっくりしていくといい」

「遠慮したいね。人体実験の材料にでもされそうだ」

「まさか。〈黒龍孩子〉殿は貴重なサンプルだよ。丁重に扱うさ」

「それはフォローになってない」

　圭けいはげんなりとして、にやにやと笑うドクター・マーチンを睨にらんだ。

　彼女は圭の主治医のようなものだった。ヨーロッパの魔法使いギルドから、シリング・ラウが〈商会〉に連れてきたのだ。本当の名前は誰だれも知らない。いつもドクター・マーチンのブーツを履いているので、彼女はドクター・マーチンと呼ばれている。

「ドクター！　聞いてくれ。ケイがひどいのだ」

「にゅふ。〈アンティーク〉、なにがあったというのかな」

「ドクターにもらった薬を使ったら怒られた。あまつさえ、今度やったらご飯をつくらないなどとわたしを脅すのだ」

「それはなんとも大人おとなげないよ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿」

「あんたがあの薬を渡したのか！」

　わざとらしく眉み間けんに皺しわを寄せるドクター・マーチンに、圭けいは思い切り叫んだ。

　どうりで効くはずだ。幼少のときにラウから徹底的に仕込まれたこの身体からだは、並大抵の薬物なら効きはしないというのに。

　ヴィクトリアは圭についてきて学校に出入りしているが生徒ではない。圭が授業を受けている間は保健室に入り浸っているらしく、ドクター・マーチンとは顔なじみだった。

「妙なものをヴィクトリアに渡すなよ。頼むから」

「〈黒龍孩子〉殿が〈アンティーク〉とのキスを渋るからだよ。忘れてはいないだろうね。君の身体は魂の半分を交換した〈ネバーランド〉の精霊に喰くわれているんだ。ゆっくりとね。彼女にマギを供給することで、進行は抑えられる。メイ殿も心配していたよ」

　ドクター・マーチンが診察用の椅い子すから飛び降り、大げさに肩をすくめた。

　そのとおりだ。ヴィクトリアは精霊の世界である〈ネバーランド〉産の金属が使われているマスケット銃の〈アンティーク〉。そのせいで普通の〈アンティーク〉よりも人の姿を保つために膨大なマギを必要としている。圭の魂の半分である〈ネバーランド〉の精霊が持つ膨大なマギを、そっくりそのまま供給してしまえるのだ。

「なにが不満だというのかな、まったく」

「そうだ」

　嘆たん息そくするドクター・マーチンに、ヴィクトリアが合いの手を入れる。

「こんなにも可愛かわいい女の子とキスし放題だというのに」

「そうだそうだ」

「それともなにかな。〈黒龍孩子〉殿は女の子に興味がないのかな。にゅふふ」

「そうだそうだ──って、ええ!?　それは困るぞ！　ケイは男に興味があるのか？」

「違う！　断じてノーマルだからな！　すぐ本気にするな！」

「む……確かに、ケイの部屋にいっぱいある本は女性ものばかりだし」

「ほう、そんなにかね。今度、トーコ殿に言っておこう」

「なんだこの正解の選択肢のない感じ！」

　圭は地じ団だん駄だを踏んだ。

「ったく、余計なお世話だよ」

「まあまあ、そうふて腐れることもないよ」

「誰だれのせいだ誰の……」

「お茶でも入れるので座っていたまえよ。それで今日はなんの用かな。ああ、〈アンティーク〉、お茶を頼むよ」

　勝手知ったる他人の家か。ヴィクトリアが机の引き出しから紅茶のティーバッグを発見すると、アルコールランプにセットしたビーカーでお湯を沸かしはじめた。

「ドクター、やはりティーバッグよりはきちんとした葉っぱがよいのだが」

「わたしにはそれで十分だけれどね。そう言うのならば揃そろえよう」

「本当か!?　ケイとは違ってドクターは心が広いな」

「あんまりうちの〈アンティーク〉を餌えづけしないでくれるかな」

　圭けいは半眼になって嘆たん息そくした。

「わたしは彼女に興味があるのでね。にゅふふふふふ」

「にゅふふ、じゃねえよ、ロリババアが。とにかく本題だ。頼んでいた件はどうなった」

「〈ネバーランド〉への扉を開ける方法なんて、そう簡単に見つかれば苦労はしないさ。ヨーロッパ大陸の魔法使いギルドの連中がもう何世紀も見つけられないでいるのだからね」

「そりゃそうなんだろうけどな」

　圭は診察用の丸椅い子すに座り、ドクター・マーチンと向かい合った。

　てんでばらばらのティーカップに紅茶を注いでいるヴィクトリアに視線を向ける。

　彼女は特別製の〈アンティーク〉。精霊の世界〈ネバーランド〉とこちら側の世界にある境界線を越えるための扉を開く鍵。〈ネバーランド〉へ行き、魂を交換した精霊を殺すことができれば、圭は〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉という忌いまわしい呪いから解放される。

「あまり期待はせずにまっておくことだね。わたしもギルドを追い出された身だ。大っぴらには動けない。にゅふふ。けれど──少し興味深い話を仕入れたよ」

「もったいぶるなよ」

「ヴィクトリアの兄弟の話だよ。いや姉妹といった方がいいのかな」

　ドクター・マーチンがそう言ったところで、ヴィクトリアが紅茶を持ってきた。

　圭は昨夜のことを思い出し、剣けん呑のんな視線でヴィクトリアを見上げた。

「ち、違うぞ、ケイ。今回はなにも入っていないぞ」

「なにも言ってないだろ」

「ケイの視線がわたしを刺すように痛い」

　眉まゆを八の字にする彼女に、圭は苦笑した。口を開かなければ堅物っぽくむっつりとしているくせに、ヴィクトリアは感情がすぐ顔に出る。

「精神的苦痛を受けたから謝罪と賠償を要求するぞ」

「そういう言葉はどこで覚えてくるんだ？」

　圭はティーカップを受け取って慎重に口をつけた。安物のティーバッグのはずなのだが、不思議と彼女が入れる紅茶はうまい。

「で、姉妹だって？」

　同じようにして紅茶を飲んでいるドクター・マーチンに話を戻す。

「にゅふふ。眉まゆ唾つばかもしれないけれど。彼女を大だい英えい帝てい国こくの女王に献けん上じようした鉄砲鍛か冶じが、マスケット銃の他に女王に献上したものが二つある」

　圭けいは注意深くドクター・マーチンの話を聞いていた。その鉄砲鍛治は何者だろう。どうやって〈ネバーランド〉産の金属を手に入れ、鍛えたのか。ひょっとしたら大陸の魔法使いギルドの魔法使いが、なんらかの理由で大陸を追われて大だい英えい帝てい国こくに保護を求めたのかもしれない。〈ネバーランド〉産の金属を使った道具を手みやげにして。

「その二つってのは？」

「一つは当時の最新鋭拳銃さ。四連発のペッパーボックスピストル。そしてもう一つは、銃剣だよ。マスケット銃と合わせて三点。普通に考えれば一人の兵士の装備じゃないかな。その三つはいずれも、献けん上じようの際に女王からキスの祝福を受けたと言われている」

　彼女がなにを言いたいのか、圭はすぐに理解した。

「つまりあんたはこう言いたいのか。扉の鍵は三つある」

「にゅふ」

　ドクター・マーチンが軽くうなずいて、紅茶を飲み干した。

　まったく冗談もいいところだ。ヴィクトリアと同じ出自の〈アンティーク〉があと二つ。もし仮に三つ揃そろえる必要があるのだとしたら、気が遠くなるような話だった。

「残りの二つはどこに？」

「さあ、そこまでは。けれど、〈博物館〉が血ち眼まなこになって探しているよ。女王の祝福を受けた品物だからね。英えい国こく以外にあるのは我慢ができないのだろう」

　圭は小さくうめいた。

　彼は〈商会〉ではなく、燈とう子こが個人的に雇っているアンティーク・ハンターにすぎない。この業界でものを言うのは、組織の資金、情報、そしてアンティーク・ハンターの腕だ。一人のアンティーク・ハンターが、〈博物館〉を敵に回して勝てるわけがない。

「わたしに姉か妹がいるのか？」

　そう言ったヴィクトリアの声は心なしか浮かれていた。

「興味あるのか？」

「うむ。頼りがいのあるお姉さんを目指したいと思う」

「頼りがい？」

「なぜ疑問形なのだ！」

「俺おれは事実を言っただけだ。自分の胸に手を当てて考えてみろ」

「む……」

「掃除、洗濯、料理──」

　圭がぼそぼそとつぶやくと、不満げに唇を尖とがらせていたヴィクトリアは徐々にトーンを落としていき、最後にはティーカップを抱きかかえるようにして肩を震ふるわせた。

「うぅ……ケイが、ケイが色々とできすぎるからだ！　バカめ。そんなことだけで人の価値を決めるなんて哀れなやつ。バーカバーカ」

「その態度のどこが頼りがいのあるお姉さんだよ」

　圭が嘆たん息そくするのと、制服のポケットに入れているスマートフォンが着信を知らせるのとはほとんど同時だった。

　液晶画面に表示された姉の名前にぎょっとする。

　彼女はカオルーン商会香港ホンコン総本社の国際物流部門の人間として、世界中の紛争地域に武器を売り歩く傍らアンティーク・ハンターとして活動している。強力な衛星電話ならともかく、普通の電話がつながることなど滅めつ多たにないのだが。

　あまりいい予感はしない。姉からなにか言ってくるときは、大抵ろくでもない厄介ごとだ。それでも鳴り続ける電話に、圭けいは渋々と出た。

『はろはろー、ケイ。ヴィクトリアとは仲良くやってる？』

　明めいの陽気な声が電話の向こう側から聞こえてくる。

　彼女は名前のとおりにいつも明るく、気楽で、そのくせ侮あなどることのできない凄すご味みを持っている。そんな女だった。

「メイ、日本に戻ってきたのか？」

『んーん。香港。総本社で偉い人たちと話さなきゃなんないことができたのー』

「そりゃまた剣けん呑のんだな」

『そりゃそうよー。危ない橋の一つや二つは渡ったり爆破したりするわ。この商売、殺したり殺されたりは日常茶飯事だからねー』

　明はからからと笑った。内容とは裏腹にまったく深刻そうではない。

「そういうことを気楽に言うとこが怖いんだよ」

『そう？　そんなことよりさ、ヴィクトリアとちゃんとやることやってんでしょうね』

「なんだよ、やることって」

『あんたがヘタれだから、あたしがヴィクトリアに夜よ這ばいするように言っといたのよ』

「そのせいでひどい目にあったからな！　いい加減にしろ！」

　圭は心底からうんざりとした声をもらした。姉と話していると本当に頭が痛くなる。

「そんなこと聞くために電話してきたってわけじゃないよな？」

『んー、まあね』

　明の声のトーンがほんのわずかに変化する。

『頼みたいことがあるの』

　圭は軽い頭痛を覚えてこめかみを押さえた。

「勘弁してくれ」





◆◇◆◇◆






　日本でも有数の国際貿易港として知られる神明港は、夜になっても巨大な貨物船の往来が続いていた。ガントリークレーンやトランスファークレーンも休むことなく稼働し、巨大なコンテナが見上げるほどにうず高く積み上げられている。

「マーガレット号ってのはあれか？」

　神明港のコンテナ埠ふ頭とうの一角。停車しているシトロエンＣ３──プルリエルの丸みを帯びた屋根の上であぐらをかいて、圭けいは双眼鏡を覗のぞいていた。

　その視線の先には、イギリスにあるカオルーン商会ヨーロッパ本社が保有する、パナマ船籍の巨大なコンテナ船がある。

　停泊しているマーガレット号は積み荷を降ろしている最中のようだった。

「ケイ、海の匂いがするぞ」

　隣にいるヴィクトリアはかたちのいい鼻をくんくんとさせていた。屋根の上で立ち上がって、光り輝く神明市の夜景を眺めている。

　宝石箱をひっくり返したかのように、街は大小の光に覆われていた。一〇〇万ドルの夜景と称された、香港ホンコンのヴィクトリア湾の夜景にも負けないほどだ。

「あんまりはしゃぐなよ」

「夜の港にドライブとくれば、もうこれはそういう展開なのだろう？」

「おまえが期待している展開なら、屋根の上から双眼鏡で貨物船なんて監視しない」

　圭は頭をくしゃくしゃとやって、双眼鏡から目を離した。

「まったく、また姉貴からの厄介事だよ。くそ」

「なぜわたしを見るのだ」

「さあ、なんでだろうな」

「いやなやつ。わたしはこんなにもケイに尽つくしているというのに」

「どこがだ」

　ぴしゃりと言い放はなち、圭は屋根の上から飛び降りた。慌てて彼女も追いかけてくる。

「そんなにいやなら断ればいいだろう」

「出来損ないの弟は色々と大変なんだよ」

　苦笑を浮かべ、圭はシトロエンの運転席に身体からだを入れた。

　ダッシュボードの上に置いたままにしていたクリアファイルを手に取る。Ａ４サイズの資料が何枚か挟み込まれており、一番上の資料には盗撮されたと思わしき写真のプリントアウトがクリップでとめられていた。

「春日かすがアイリス、一四歳、日系英えい国こく人」

　圭は写真の少女の名前をつぶやいた。

　ヨーロッパのどこかの都市だろう。石いし畳だたみの街の雑踏に紛れる少女は、どこか不思議な存在感を放っている。セミロングにした少し癖のあるブラウンの髪。凹凸があまりない華きや奢しやで小柄な身体は、英国の名門学校の制服に包まれていた。

　意志が強そうな太めの眉まゆと、大きなブラウンの瞳がこちらを見ていた。警戒しているのかジト目になっており──彼女は盗撮しているカメラに気づいている。

「メイが仕込んだだけのことはあるってわけか」

　クリアファイルの中身を確認する。

　姉から送られてきた、春日アイリスという少女の経歴や特徴が記された資料だ。

『女の子を一人、日本に送ったから保護してほしいの』と、明めいは言った。

　アイリス・カスガ。主に西ヨーロッパで活動する〈博物館〉のアンティーク・ハンター。その実、朝あさ霧ぎり明が送り込んだスパイであり、彼女が個人的に育て上げた弟子のようなものらしい。資料を読む限りでは、だが。

　彼女は〈博物館〉にスパイであることが露ろ見けんし、追われているという。明の手引きで〈博物館〉の影響力が強いヨーロッパを脱出し、日本へとやってきたというわけだ。眼前のマーガレット号に、あまり合法的とは言えない手段で乗船して。

　圭けいが資料を確認していると、助手席にヴィクトリアが乗ってきた。

「メイの教え子らしいけど、会ったことあるか？」

「いや。わたしがメイに拾われたときにはもういなかった。彼女はそのころにはもう、〈博物館〉に潜っていたのだろう？」

「資料じゃあ二年ってことになってるけどな」

　アイリスがスパイとして〈博物館〉に送り込まれたのは一二歳。決して早すぎるという年齢でもない。彼女はすべての過去を白紙にして、名前や年齢さえも、新しくなったというわけだ。だからこの資料にはあまり意味はない。

「いやな業界だよな」

　圭は皮肉げに笑い、資料が入ったクリアファイルをダッシュボードに投げ置いた。彼も同じようなものだ。〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と呼ばれる前の自分はもういない。

　腕時計の時刻は二三時になろうとしていた。

　マーガレット号のコンテナを降ろす作業は終了したようだった。

「そろそろ時間だな。ミス・カスガを迎えにいくとするか」

　圭はなれた様子でエンジンをかけ、サイドブレーキを外した。

　無免許のうえに九龍カオルーン学園の制服のままだったが、特に気にするそぶりもない。カオルーン商会の睨にらみが利く神明市なら、たとえ捕まってもなんとでもなる。

「おい、シートベルトしろ」

「む。そもそも無免許ではないか」

「無免許でもするんだよ。危ないし、お巡りさんがうるさいからな」

　ヴィクトリアがもたもたしながらシートベルトを着ける。斜めにかけられたベルトが胸の谷間に食い込んで、日本人の平均よりも遥はるかに大きな彼女の胸を強調する。

　ちらりと視線をやると、ヴィクトリアが囁ささやいてきた。

「胸が少し苦しい……かな。胸が大きい女の子のこと好き？」

「ヴィクトリア、おまえってかなりの大根役者だよな」

　圭は朗ほがらかに笑うと、シトロエンをゆっくり発進させた。

「ひどい！」

「俺おれは全然ひどくない」

　二人を乗せたシトロエンがマーガレット号へと向かっていく。

　春日かすがアイリスとは、マーガレット号のコンテナを降ろす作業が終わったあとで合流する手はずになっている。

「あとでメロンパン買ってやるから」

「むう。ケイとキスしないと空腹が満たされないんだぞ。そんなメロンパンごときで」

「五個買ってやるから」

　一瞬だけヴィクトリアの顔が輝き、彼女はわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「そんな五個ごときで」

「クレッシェンドで買ってやるぞ」

　近所にあるパン屋の名前を出すと、ヴィクトリアが頭を抱えて苦く悶もんした。

「ぐぬぬ……あそこのメロンパンは、外はカリカリ、なかはふんわり──」

　瞬間、シトロエンのフロントガラスになにかが激突した。

「なん──っ!?」

　圭けいが悲鳴じみた声を上げる。

　フロントガラスにクモの巣状のヒビが走って視界が真っ白になった。

　ハンドルを右に切り、車体を横に向けて急停止。

　耳障りなブレーキ音が響くなか、ドアを開けて反射的に飛び降りる。

　圭は車体の陰に身を隠し、周囲の様子をうかがった。

「ヴィクトリア！」

「わかっている！」

　シートベルトを外した彼女も運転席側から外へと出た。

「ケイ、なんだ、なにが起きた!?」

「俺おれにわかるか！　なんだってんだ、くそ」

　フロントガラスには二本の包丁が深々と突き刺さっている。

　それは異様な光景ではあったが、間違いなく包丁だ。運転席目がけて正確に投とう擲てきされており、二人を狙ったものであることは明らかだった。

「冗談だろ」

　投とう擲てきされたのだとしたら、積み上げられているコンテナのどこかからか。

　圭が車体から顔を出した瞬間、空気を切り裂く音とともに再び包丁が飛来する。

　どこん、どこん、と物騒な音を立てて、さらに二本の包丁がボンネットに突き刺さった。

　その光景に、圭は声を震ふるわせた。

　いかにもヨーロッパの車という丸みのある小柄で可愛かわいらしい外見に、ビビッドなオレンジのボディカラー。明るい躍動感と控えめな上品さを兼ね合わせている圭の愛車は、いまや殺人事件の被害者のように無惨な姿だ。

「マジかよ、ちくしょうが。俺のＣ３を……！」

「そんなことを言っている場合ではないと思うのだが」

「そんなこと言ってる場合だ。いいか、よく聞け。俺とこいつの出会いは──」

「ケイ、目が怖いぞ……！　落ち着け。いまはこの状況をどうにかするほうが先だ」

　圭けいはほとんど泣きかけていたが、彼女の言葉を聞いて頭を振った。

　確かにいまは襲しゆう撃げき者をどうにかするほうが重要だった。ひょっとしたらスパイだった春日かすがアイリスを追っている〈博物館〉の連中とかち合ってしまったのかもしれない。

「ああ、そうだな、これ以上、Ｃ３を傷つけられたらたまったもんじゃない」

「そこじゃないぞ、ケイ!?」

「ヴィクトリア、包丁持ってるやつは生け捕りにしろ。絶対にだ。ああそうだ。シルビアからなにか拷ごう問もんの方法を聞き出さないとな」

「頼むから冷静になってくれ」

「俺おれは冷静だ」

　いつもとは立場が逆の会話を続けながらも、圭は慎重に周囲の様子を探っていた。

　包丁を投とう擲てきして攻撃できる距離など知れている。方向は二回とも同じだが、恐らくはもう移動しているだろう。追撃がないということは、やはりコンテナの上からの攻撃だ。

　圭は車を停車させるときに運転席のドアを海に向けている。つまり二人は海を背中にして、車体の陰に隠れているのだ。これだとコンテナの上からでは攻撃できない。

「人数も多くない。というか、一人だな。包丁なんて特殊な武器を使うやつが、攻撃の一番手なんてことは普通ないからな」

　この場合で最も厄介なのは、相手が〈アンティーク〉のオーナーだった場合だ。

「ケイ！　上だ！」

　夜の港に響く硬質な音。

　それは海に向けて張り出している巨大なクレーンの鉄骨の上を、人が駆ける足音だ。

　月明かりを背にするようにして、一瞬だけ人影が見えた。

「そうくるかよ！」

　これならこちらの頭上を取れる。

「わたしを使え。おまえの魔法は派手すぎる」

「マギは？」

「今け朝さ、ケイとのキスでたっぷり補給したから大丈夫だ」

「だまし討ちだからな！　犯罪すれすれだからな！」

　とはいえ、ヴィクトリアの言うとおりだ。魔法を使うのは身体からだへの負荷を考慮すればリスキーだ。できれば使いたくはない。

「わたしはヴィクトリア・ブラウンベス。大だい英えい帝てい国こくの礎いしずえを築きし鉄てつ火かの銃。女王陛下に捧ささげし至し誠せいと献身、火薬と弾丸を、いまはおまえに与えよう」

「いくぞ」

　圭は右手を差し出した。

「うむ。わたしに任せろ」

　ヴィクトリアの気配が希薄になり、人の姿が揺らぐ。

　彼女は光り輝く無数の粒子となって、夢ゆめ幻まぼろしであったかのように消きえ失うせた。

　瞬間、光の粒子が収束してまったく別の存在が現れる。

　銃身やストックに、美しい銀細工の装飾を施されたフリントロック式のマスケット銃。それが〈アンティーク〉であるヴィクトリアの、もう一つの姿。

　銃身に火薬を入れることも、さく杖じようで弾丸を込めることも、必要ない。

　圭けいは魔法の銃を手にした。

（さあ、ケイ。わたしを、構え、撃て！）

　ヴィクトリアの声が頭のなかに響き渡る。

　頭上のクレーンに向けて、圭はマスケット銃を構えた。

　月明かりに人影が照らされ、なにかが煌きらめく。

　何本もの包丁が遥はるか頭上から投とう擲てきされたのだ。

「撃ち落とせるか……!?」

（安心しろ。問題ない）

　構えているマスケット銃に導かれるようにして照準を調整する。魂が宿った道具が持ち主を助けるというのは、本当のことなのかもしれない。

　わずかに揺れていた銃口が、ぴたりととまる。

　燧すい石せきが挟み込まれていない撃鉄が意志を持っているかのように自動で起き、コック・ポジションになった。

（ケイ、撃て！　撃て！　撃て！）

　ヴィクトリアの声に従って、ケイはマスケット銃の引き金を絞った。

　撃鉄が落ちる。

　フリントロック機構が作動する金属音が鳴る。

　銃声。

　魔法の弾丸が夜空に撃ち込まれる。

　続けざまに撃鉄が自動で起き上がり、圭は連続で引き金を絞った。

　銃声。銃声。

　魔法の弾丸が次々と発射され、幻想の火薬の臭においが鼻をつく。

　はるか頭上で一瞬の火花が次々に散ちった。

　飛来していた包丁が砕け折れ、あらぬところへと落下していく。

（見たか、ケイ！）

「はしゃぐなよ。まだ終わってないぞ！」

　圭は包丁を投擲した人影から目を離してはいなかった。

　だが、頭上のガントリークレーンに向けてマスケット銃を撃ち込む前に、小柄な人影がなんの躊ちゆう躇ちよもなく飛び降りた。よく見れば腰から伸びたワイヤーが、クレーンの鉄骨にフックで固定されている。

　空中で弧を描いた人影が、途中でワイヤーを切断した。

　華麗に身を躍らせて、こちらに向かって落ちてくる。

「ウソだろ、おい！　アクション映画じゃないんだぞ！」

　落ちてくるのは女の子だった。

　スカートの裾を派手にはためかせて、猛もう烈れつな勢いでその姿が近づいてくる。

　あっという間に距離は縮まり、彼女はシトロエンに着地──あるいは激突した。

　どごん、という派手な音。シトロエンの美しい屋根が大きくひしゃげ、フレームが軋きしむ耳障りな金属音と窓ガラスが粉々に砕け散ちる硬質な音が重なり合う。

　圭けいにはその様子がスローモーションのように、一コマ一コマはっきりと見て取れた。

　原形を失い無む残ざんな姿に成り果てたシトロエンは、ほとんど悪夢のような光景だった。だが、降ってきた少女と目が合ってそれどころではなくなる。

　癖のあるセミロングのブラウンの髪に、意志の強そうな太い眉まゆとブラウンのジト目。イギリスで名家の子弟が通う有名校の制服に身を包み、ミスマッチなごつい編み上げブーツがシトロエンの屋根をへこませている。

「春日かすがアイリス……？」

　目の前に降ってきた少女は、間違いなく写真の少女だった。ただし、写真よりいささか凶暴な目つきで、物騒な得物を持っている。腰に巻かれた太い黒革のベルトに、一〇本以上の包丁が鞘さやに入って吊つり下さげられていた。

「アサギリ・ケイ……？」













　両手に包丁を持ったまま、彼女は怪け訝げんな声をもらした。数すう瞬しゆんの間、見つめ合う。

「〈博物館〉からの追っ手だと思って、本気で解体するところでした」

　彼女は気が抜けたように嘆たん息そくした。可愛かわいらしいソプラノの声で物騒な日本語を話す少女に、圭けいも同じように嘆息した。

「二三時に落ち合う約束だっただろ」

「アイリスは一人でくると思っていたですよ。それに連れが英えい国こく人っぽかったですし」

「だからって先制攻撃かよ。様子見って発想はないのか」

「戦争では常に先手を取らないとです。メイ師姐スーチエも言っていましたです」

　アイリスはジト目のまま、両手に持っていた包丁を器用に回転させてベルトに納めた。

　まったく姉の教えにろくなものはない。

「まあいい、とにかくそこから降りろ。ヴィクトリア、おまえももういいぞ」

　圭はシトロエンの屋根にいるアイリスを手招きし、マスケット銃を頭上に放ほうり投げた。

　光り輝くマギの粒子になったマスケット銃は、一瞬にして人の姿になった。

　ヴィクトリアは空中で一回転すると、音もなく圭の隣に着地した。鮮やかなブロンドが揺れて、月明かりに輝く。

「ほら、英国人っぽいです」

　シトロエンの屋根から飛び降りたアイリスは、値踏みするような視線をヴィクトリアに送った。彼女のほうが身長が低いので、見上げるようなかたちになっている。

「ケイ兄さんの〈アンティーク〉だったのですね。ヴィクトリア・ブラウンべス。知っているですよ。〈博物館〉からメイ師姐が奪った女王陛下の鉄てつ火かの銃」

「む。なんなのだ」

　ヴィクトリアが眉み間けんに皺しわを寄せ、不快そうな表情になった。

「ケイ、この女は例の？」

「ああ、春日かすがアイリスだ。まったく、いきなりとんでもないことしやがって」

　圭は無む残ざんな姿に成り果てたシトロエンに優しく触れた。ガラスは割れ砕け、屋根はベコベコ、ボンネットには包丁が突き刺さっている。

「ごめんなさいです。でも、こうは思いませんか。生きていただけラッキーだと」

「思えるか！」

「それは困ったですね。アイリスにはこれ以上の慰めの言葉はないのです」

　アイリスは手を尽つくしたとばかりに渋い表情だったが、

「ケイ兄さんごめんなさい。アイリス失敗しちゃったです」

　いきなり圭の右腕にしがみついた。愛あい嬌きようもなにもないジト目のまま、

「許してにゃん」

「さっきから気になっているんだけどな、その『ケイ兄さん』ってのはなんなんだ」

「謝罪はスルーです？」

「せめて愛あい想そ笑いを覚えてから言ってくれ」

　そう言われたアイリスが必死になって愛あい想そ笑いをつくろうとする。顔面が痙けい攣れんして、ギリギリと歯ぎしりしているような音がした。

　その様子があまりもひどかったので、圭けいは肩を落とした。

「もういい、やめろ。俺おれが悪かった」

「わかってもらえてうれしいです。アイリスはメイ師姐スーチエからあなたを兄のように頼っていいと言われているのです。なのでケイ兄さん、とお呼びしようかと」

「なんか違うだろ！　言葉の比喩だからな!?」

「いえ、アイリスも実の妹だと思って可愛かわいがってもらえると嬉うれしいです。心細いので」

「それでなんで腕を組んでくる？」

「兄は妹にラブラブなものだと聞いていますです。これで大抵のことは許してもらえるのでは。妹に欲情するとか、ホントに最低ですね」

「なに情報だそれは」

「主にメイ師姐ですが、なにか問題でも？」

「またバカ姉貴！」

　圭はやり場のない怒りで地じ団だん駄だを踏んだ。

「ケイ」

「なんだよ──って、うお！」

　ヴィクトリアがじっとりとした目でこちらを見ていた。ゆらりと手を上げて、右腕にがっちりとしがみついているアイリスを指さす。

「妹にそういうことをさせるなら嫁にもさせるべきだ！」

「妹じゃない！　そしておまえも嫁じゃない！」

「こんな会ったばかりの女に！」

「妙な表現を使うな！」

　ヴィクトリアは左腕にしがみつき、胸をぎゅうぎゅうと押しつけてきた。

「どうだ、ケイ」

「どうだ？」

「マスケット銃の姿に戻ったので空腹なのだ」

「だから？」

「誘惑しているのだが。キスしたくならないのか？」

「ならない」

「くっ……！　ケイはひょっとして不能なのか？」

　ヴィクトリアが本当に不安げな眼まな差ざしを向けてくる。

「どこから覚えてきたそんな言葉!?」

「ケイ兄さん」

「なんだよ」

「わかっていますです。バカっぽい巨乳よりも小さい胸が好きなのですね。気持ち悪い」

「違うわ！　ってか、気持ち悪いっておまえの妄想だろうが！」

「小さいのが好き……!?」

「信じるな！」

　圭けいは愕がく然ぜんとするヴィクトリアに視線を向け、それからアイリスに言葉を放はなつ。

「おまえも変なこと言うんじゃない！」

「ケイ兄さん、怖いです」

「違うというのなら大きいのが好きなのだな！」

　左右から次々と言葉が放たれ、圭はげんなりとしてつぶやいた。

「ああ、もう。勘弁してくれ」

　その様子は、包丁を投げつけられているときよりも憔しよう悴すいして見えた。





◆◇◆◇◆






　冷めきった紅茶を口にして、燈とう子こは部屋の隅にある柱時計に目をやった。古びた年代物で、規則正しく動く秒針が時を刻み続けている。

　時計の針は二三時になろうかとしていた。品のいい調度品と家具が並べられている部屋だ。さして広くはないが、それを感じさせない居心地に設計されている。

「イギリス人は時間には正確だと思っていたけれど」

　ソファに軽く座っている燈子は、ティーカップをソーサーにそっと置いた。

　彼女が神明市にある臨時の英えい国こく領事館に招き入れられてから、すでに数時間。最初に通されたこの部屋で、彼女はまたされ続けている。

「子供じみたいやがらせね」

「まあまあ、大小姐ダーシヤオチエ。落ち着きなさいよ。連中はこの前、本物の領事館を火の海にされたわけだから。いやがらせの一つもしたくはなるさ」

　テーブルを挟んで燈子の向かいに座っている板ばん東どう貫かん一いちが、眠たそうな表情でつぶやいた。白髪の交じった黒髪をオールバックにし、くたびれたダークスーツと緩めたネクタイという四よ十そ路じ絡みの冴さえない男だ。

　板東は煙草たばこに火をつけ、紫し煙えんを吐き出した。高い天井に上っていく煙を視線で追いかけながら、のっぺりとした笑顔を向けてくる。

「わたしは落ち着いているわ。板東さん」

　燈子は小さなため息をもらし、すらりとした脚を大胆に組み替えた。深いスリットの入った真まっ赤かなチャイナドレスが、高校生とは思えない大人おとなびた雰囲気を演出している。

「そんな呼び方はやめようよ、大小姐。いまの俺おれは、あんたの部下なんだからさ」

「香港ホンコンで鬼の貫一──〈鬼貫〉とまで呼ばれたあなたを呼び捨てにしろと？」

「お嬢さま。〈鬼貫〉は過去の栄光です。バンドウ師兄スーシオンもいまはしがない歴史教師です」

「まったくそのとおり。いいこと言うね、シルビア君」

　板ばん東どうは燈とう子この背後に控えている女に、にへらと笑った。

　シルビア・レイは表情をなにも変えることなく、冷たい視線を板東に返した。

　ダークブラウンの髪をばっさりとショートカットにして、地味な銀縁眼鏡めがねをかけている英えい国こく系香港ホンコン人の少女だ。首にはまるで飼い犬のように、革製の赤い首輪をつけている。

　ぱりっとしたパンツスーツ姿だったが、中学生にも見えたし二〇代後半にも見えた。胸のサイズがシャツと合っていないらしく、胸元のボタンが弾はじけ飛とびそうになっている。

「俺おれだってこんな物騒なとこにきたかないよ。世界史Ｂの小テストの採点もあるしさあ」

　二人は〈猟犬部隊〉と呼ばれるシリング・ラウの直系社員だ。師弟の関係らしいが詳しいことは燈子も知らない。

　柱時計の時刻が二三時を五分ほど回って、ドアが不意にノックされた。

　シルビアが反射的に懐に手を伸ばし、燈子は静かにそれを制した。

　分厚いドアの向こう側からくぐもった声が聞こえる。

「ミス・アメミヤ。準備が整いましたのでご案内いたします」

「いきましょうか」

　燈子は切れ長の目をすっと細め、ソファからゆっくりと立ち上がった。

「お嬢さま、これを」

　すかさずシルビアが薄手の黒いコートを肩にかけてくる。

　羽織ったコートの裾を翻し、燈子は颯さつ爽そうと歩き出した。

　背後からシルビアと板東が続く。

　燈子はドアを押し開き、案内役の男に一いち瞥べつをくれた。

　明治の初期に建てられた古い洋館の廊下は薄暗く、背の高い絨じゆう毯たんのせいで足音一つしなかった。元々は英国の貿易商の邸宅で、県の重要文化財に指定されていたはずだが、どうやって接せつ収しゆうしたのだろうか。案内役の男に従って歩くこと数分──

「こちらでおまちです」

　一ひと際きわ重じゆう厚こうなドアの前で、案内役は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げた。

　同時に重々しい音を立てて扉が開かれる。

　そこは映画にでも出てきそうな空間だった。真っ白なクロスが敷かれたテーブルには銀の食器に並べられた料理が用意され、薪まきがくべられた暖だん炉ろに穏やかな炎が揺れている。

　陽光を取り込むための大きな窓には、いまはカーテンがかかっていた。

　テーブルには向かい合うかたちで二脚の椅い子すが用意されている。

「おまたせして申しわけありませんでした、ミス・アメミヤ。どうぞおかけくださいな」

　すでに席に着いていた女が、つくりものの上品な笑顔で言った。英国人でも一部の貴族しか使わない完璧なクイーンズ・イングリッシュに、鮮やかなブロンドのロングヘア。バーバリーのスーツを見事に着こなして、フレームレスの眼鏡をかけている。

　その背後には護衛と思わしき長身の女が直立不動で控えていた。

　前髪をぱっつんにしたブルネットのスレンダーな美女で、獲物を狙う肉食動物のような鋭い視線をこちらに向けてきている。どこか粗野で凶暴な印象の女だった。

　上等なスーツの胸元を大きく開けて、下品にならない程度に着崩している。

　護衛の女が、スペイン訛なまりの英語で言った。

「こちらはブリタニア・スローン・ブルームズベリー。〈博物館〉の代表です」

　安易な名前だな、と燈とう子こは思った。この業界に、同じ名前の女が何人いるのだろう。

「〈商会〉の雨あめ宮みや燈子です。指名したくらいなのだからご存ぞん知じでしょうけれど」

　香港ホンコン訛の英語でこたえ、燈子は慎重に席に着いた。

　羽織っていたコートをシルビアに渡すと、彼女は板ばん東どうと一緒に音もなく背後に控えた。互いの護衛役が無言で睨にらみ合あうなか、ブリタニアがやんわりと戦端を開いてくる。

「もちろん存じています。この業界では、あなたはちょっとした有名人ですからね」

「光栄です。〈博物館〉に名前が知られているなんて」

「レガード・ウォンの落とし子。妾しよう腹ふくの娘。泣く子も殺す〈商会〉の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉」

「ええ、ロケットのように突っ走るしか能がないのでそう呼ばれています」

　燈子は冷え冷えとした表情で、〈博物館〉側の代表者であるという女を観察した。

　言葉遣いも、ささやかな仕草も、英えい国こくの上流階級の生まれであることを隠しもしない。そんな貴族じみた雰囲気に燈子は吐き気を覚えた。すえた臭においのする路地裏から這はい上あがってきた彼女とは、まるで対極にいるような女だった。

　皺しわ一つないスーツに包まれているスタイルは抜群で、それこそ男性向けの雑誌のモデルでも務まりそうだ。一ヵ月ほど前に金で〈商会〉を裏切ろうとして身柄を拘束した、リチャード・リーが言っていた女なのだろう。〈博物館〉の極きよく東とう担当。レイヴンとかいうアンティーク・ハンターの雇い主でもあった女だ。

　ロンドンでは朝あさ霧ぎり明めいによってヴィクトリアを奪われ、この神明市ではレイヴンを殺されたうえに領事館を灰にされた。普通なら報復を考えこそすれ、振り上げた拳こぶしを下ろして和解交渉を申し出るなどあり得ない。

　そのあり得ないことが起きているということは、〈博物館〉にとってそれ以上に厄介なことが起こっているということを意味する。

「ミス・アメミヤ、わたしは、物事はなにごともシンプルが一番だと思っています」

「同感ですね。話は早いほうがいい」

「あら、それは気が合うかもしれませんね」

　お互いが冷たい笑顔を浮かべ、場が凍りつく。

　数秒の間、睨み合い、二人は同時に言った。

『時間の無駄だ』

　刃物のように鋭い声が重なり、お互いに声を押し殺して笑う。

「条件を言いましょう」

　ブリタニアは上品なつくり笑いに戻った。

「〈商会〉がうちに送り込んだスパイが、貴重な〈アンティーク〉を持って日本へ飛びました。そのスパイと〈アンティーク〉を早急に見つけ出し、差し出していただけるかしら」

「スパイ？」

　燈とう子こはわずかに眉まゆ根ねを潜めた。〈商会〉は〈博物館〉に限らず敵対する組織に数多くのスパイを送り込んでいるが、生きたまま露ろ見けんすることなどまずないはずだった。

「アイリス・カスガ、ご存じ？」

　ブリタニアが指を鳴らすと、護衛の女が資料を差し出してきた。そこには身分証明書のような写真が添付されており、太めの眉まゆと剣けん呑のんなジト目をした少女が写っている。

　燈子にはまったく心当たりがなかった。

　何枚かある資料には経歴などが記されていたが、〈商会〉のスパイなのだとすればどこまでが本当なのかは疑わしい。資料の最後にはもう一枚写真が添付されており、四本の銃身が一ひと纏まとめにされているクラシカルな拳銃が写っている。

「それはスパイが奪った〈アンティーク〉です。女王陛下に献けん上じようされ、キスの祝福を受けたペッパーボックスピストル。〈博物館〉が国家への愛と忠誠のために、女王陛下の祝福を受けた〈アンティーク〉を最優先事項として収集していることはご存じでしょう」

「ええ、もちろん」

　燈子は皮肉げに笑った。そんな子供じみた理由で〈アンティーク〉など集めはしない。七つの海を支配したパクス・ブリタニカの栄光を忘れられない斜しや陽ようの帝国が、強力な〈アンティーク〉を集めてやることなど知れている。ラウ大哥ダーコーの言葉を借りれば、戦争だ。

「この少女が本当にうちのスパイだという確証は？」

「それは香港ホンコンも認めていることですよ、ミス・アメミヤ」

「香港が？」

　燈子の頭のなかで警報が鳴り響く。

　なぜ交渉の窓口である自分の頭越しに、香港が介入しているのか。

「ご存じのように我々〈博物館〉は、極きよく東とうでは影響力が低下する一方なので」

　いつの間にか、ブリタニアの顔から上品なつくり笑いが消えていた。

「ですから、〈商会〉の力をお借りしたいと思っているのです。期限はいまから一二時間。それでこの前のことは手打ちとしましょう」

「一二時間？　それはあまりにも──」

「香港と話を決めた時点では七二時間だったのですけどね。あなたとの会合がこうして遅れてしまいましたから。もし、この条件を満たせなければ、メイ・アサギリが我々から奪った〈アンティーク〉を返していただく。これは香港の意志ですよ、ミス・アメミヤ」

「そう。そういうことなのね」

　燈子はいつの間にか乾かわいていた唇を舌で湿らせた。

（茶番か）

　彼女は胸きよう中ちゆうで吐き捨てた。厳しい条件と、条件をクリアできなかった際の保険までがあらかじめ決められている。しかも〈商会〉側の窓口である自分を飛ばして。

　これは〈博物館〉と〈商会〉が、お互いに損をしない出来レースだ。

　極きよく東とうに地盤を持たない〈博物館〉はスパイに〈アンティーク〉を奪われて、〈商会〉を利用するために和解交渉を申し込んだ。

〈商会〉側も〈博物館〉とこれ以上対立しないために、保険までつけて申し出を受けた。〈博物館〉はどう転んでも損をしないし、〈商会〉も〈博物館〉に貸しをつくれる。

「フー哥哥コーコーはさぞ上機嫌だったでしょう、ミス・英国ブリタニア」

「さあ、どなたか存じませんけれど」

〈商会〉は現在、〈博物館〉が勢力を拡大して極東に進出してくることを危険視するラウを中心とした武闘派と、〈博物館〉との緊張を緩和し商売にもっと注力したいフーを中心にした融ゆう和わ派にわかれて主導権争いを繰り広げている。

　仕掛けたのはフーを中心にした派は閥ばつだろう。仮に燈とう子こがこの交渉に失敗すれば、失脚させる口実もつくれるのだから、まさに連中にとってはいいこと尽ずくめだ。現に三日前には話が決まっていたにも関わらず、香港ホンコンから連絡がきたのは今日のことではないか。

「ミス・アメミヤ。あなたはこの条件を呑のむしかない。せいぜい〈博物館〉のために走り回ってくださる？」

　ブリタニアの言うことはもっともだったが、この条件を呑むわけにはいかない。

　ヴィクトリアは圭けいが元の姿に戻る鍵だ。どうあっても手放すことなどできはしない。

　燈子は自分の心が冷たくなっていくことを自覚した。すっと体温が下がり、どこまでも冷酷に、それでいて奥底はかっと熱くなる。

「香港と話をつけたからと言って──」

　表情を変えることなく、燈子はゆっくりと立ち上がった。

「わたしが『はいそうですか』、と言う女だとでも思っているのかしら」

　テーブルにあったゴブレットを掴つかむなり、彼女は水をブリタニアに向けてぶっかけた。空になったゴブレットを床に投げ捨てて、底冷えのする声で言い放はなつ。

「わたしを見なさい。あなたが話をするのはわたしよ」

　お互いの背後に控える護衛が、同時に自動拳銃を抜き放った。板ばん東どうとシルビアの銃口がブリタニアを捉え、〈博物館〉の女が抜き放ったモーゼルが燈子にぴたりと向けられた。

　金髪から水を滴らせるブリタニアは、能面のような表情だった。

「……ふざけるんじゃねえぞ、くそアマが！」

　一瞬の間を置き、上品だった声も言葉遣いも、別人のように変化する。

　ブリタニアが椅い子すを蹴飛ばして立ち上がるなり、眼前に並んでいた料理を怒りに任せて払いのけた。床に落ちた銀食器がけたたましい音を立て、上等な料理がぶちまけられる。

「何様のつもりだ、ええっ!?　てめえの立場をちったあわきまえろ！　ぶち殺すぞ！」

「ぎゃあぎゃあと喚わめかないでもらえるかしら。あの〈アンティーク〉を〈博物館〉に渡すことはできない」

　アイリス・カスガという少女がスパイであり、〈博物館〉から〈アンティーク〉を盗み出したという情報そのものが虚きよ偽ぎである可能性だってあるのだ。そうなれば端はなからヴィクトリアを渡して和解することを目的にしているということになる。

「もう一度言うわ。わたしを見なさい、ミス・英国ブリタニア。あなたのアンティーク・ハンターを殺して、愛する国の領事館を燃やしてやったこのわたしを」

「こっちが下した手でに出てりゃいい気になりやがって。このあたしが、〈博物館〉が、あれだけの屈くつ辱じよくを受けて黙ってると思うなよ。本当はいますぐにでも、お前のその澄ましたいけ好かない顔をぐちゃぐちゃにしてやりたいんだよ、あたしはな」

　ブリタニアの緑がかった青色の瞳は、憎悪と怒りで鋭く輝いていた。

　だが、鋼はがねの刃を思わせる怜れい悧りで涼しげな燈とう子この表情は、眉まゆ根ね一つ動かない。

「なら、そうしてみたらどうかしら」

　雨あめ宮みや燈子は朝あさ霧ぎり圭けいの、唯一絶対の味方。それが彼女の生きる価値観であり道標だ。だから、どんなことでも、なんだってできる。なんだって──

「なにを言ってる？」

　怪け訝げんな声をもらすブリタニアに、彼女は自らの首を掻かっ切る仕草を見せた。

「〈アンティーク〉の代わりに、雨宮燈子の首を手みやげにすればいいと言っているのよ。わたしたちが条件をクリアできなければ」

「お嬢さま、なにをおっしゃっているのです……！」

　耳元でシルビアが早口に囁ささやいてくる。ちらりと視線をやると、感情を顔に出さないことを徹底的に叩たたき込こまれた彼女が、どこか狼ろう狽ばいしているように見えた。

「はっ！　おいおい、正気か。それとも頭のネジが飛んじまってるのか？」

「わたしは正気よ、ミス・英国。わたしを殺したいのでしょう」

「そいつとこいつは別の話なんだよ、バカが。あたしもお前も組織の人間だろうが」

「組織？　勘違いしてもらっては困るわ」

　燈子は鋭い眼光のままでにっこりと笑った。

「そんなもの、わたしの知ったことか」

　それはどんな表情で凄すごまれるよりも、ぞっとするものだった。

「わたしの〈商会〉が誰だれのためにあるものなのか。国と組織に生きるあなたには、一生わかりはしないでしょうけれど。わたしの提案を呑のめないのなら、愛する国にも組織にも、もう二度といられなくなるような汚点を残すことになる」

　まるで携帯電話を取り出すような自然な仕草で、燈子はオーストリア製の小型自動拳銃を太もものホルスターから引き抜いていた。

　そのままぴたりと自分のこめかみに銃口を当てる。

「わたしが死ねばスパイも〈アンティーク〉も見つからない。香港ホンコンもさすがに、なあなあにはできないでしょうから。マスケット銃も戻らない。あなたは無能のそしりを受けて、〈商会〉と〈博物館〉は戦争になる」

「本気か？　はったりはやめて席に着きな」

「呑のむか、呑まないか。選びなさい、ミス・英国ブリタニア」

「寝言言ってんじゃねえ！　さっさと座るんだよ、トーコ・アメミヤ！」

　銃声。

　燈とう子この右手の自動拳銃から飛び出した金色の空薬やつ莢きようが宙を舞い、ゆっくりと落下する。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく引き金を絞った彼女の腕は、だが板ばん東どうに掴つかまれていた。わずかにそれた弾丸がこめかみをかすめ、鮮血が頬ほおを伝って顎あごから滴り落ちている。

「まあまあ、大小姐ダーシヤオチエ。そんなに話を急がなくてもいいじゃない。あちらさんだって考える時間くらいほしいだろうからさ」

　板東の手がゆっくりと離されても、自動拳銃を構える燈子の手は微動だにしない。

「言ったはずよ。物事はシンプルが一番だと。呑むか、呑まないか、どちらかしら」

「冗談じゃねえ……綺き麗れいな顔して、狂ってるよ、おまえ」

「わたしにあるとするのなら、それは狂気ではなく覚悟だわ」

　燈子は滴る血を拭ぬぐうこともせず、真まっ直すぐにブリタニアを見み据すえた。

「保険の条件を少し変えるだけよ。それに、一二時間以内にスパイと〈アンティーク〉を見つけ出せばなにも問題はない。違うかしら？」

　ブリタニアは目を見開き、いますぐに燈子を殺すのではないかという表情をしていた。ぎりぎりと奥歯を噛かみ締しめて、拳こぶしをきつく握り締める。

「くそったれが！」

　その拳をテーブルに打ちつけ、どん、という大きな音が部屋に響いた。

「〈博物館〉の最優先事項は、アイリス・カスガの身柄確保と、ペッパーボックスピストルの回収だ。期限は明日の一一時。必ず雁がん首くび揃そろえて持ってこい」

「期限に間に合わないときは？」

「トーコ・アメミヤ。おまえの命で賄ってもらうぜ……！」

「よろしい。物わかりがよくて助かるわ、ミス・英国」

　燈子はようやく、自分のこめかみに向けていた自動拳銃を下ろした。

　香港ホンコンはこちらの様子を常に監視しているはずだ。彼らが感づくような露骨な時間の引き延ばしはできない。シナリオが崩れたことがわかれば、連中はそれを理由に日本に介入するだろう。だが、燈子にとって恐ろしいのはいまの立場を失うことではない。そのせいで圭けいがせっかく手に入れた元に戻るための鍵を失ってしまうことのほうが恐ろしい。

　だから、どんな最悪の結果になろうと、それだけはなんとしてでも食いとめてみせる。

　テーブルに拳をついたままうつむいたブリタニアが、大きく息を吐くのがわかった。次に顔を上げたとき、彼女は上品なつくり笑顔に戻っていた。

「あなたの覚悟とやらをとくと見せてもらいましょうか──〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉」

「喜んで、ミス・英国。では、いまからつくる誓約書にサインをお願いできるかしら」

〈火箭小姐〉は目的のためなら苛か烈れつに妥協なく、どこまでも突き進むロケットのような女。

　二人はにこやかに笑って、そっと握手をした。

　寒さむ気けのする光景だった。





２．鉄血の絆




　　　　IRON BLOOD






「修理にいくらかかると思ってる。くそ」

　シトロエンのボンネットに深々と突き刺さった包丁を抜きながら、圭けいはぶつくさとつぶやいた。ベコベコになった屋根といい、無む残ざんな姿を見ているだけで心が痛む。

「ごめんなさい、ケイ兄さん。こういう場合は身体からだで謝罪をすればよいです？」

　少しうつむいたアイリスが、ちらりと圭に視線を送った。

「ホントに気持ち悪いですね、ケイ兄さんは」

「まてまて、勝手な妄想で、なんで俺おれがディスられるんだ。そもそもおまえの兄妹きようだい観は、一度真剣に話し合ったほうがよさそうだな」

「そんなことは……メイ師姐スーチエから聞いた日本の妹に対する兄の姿です」

「日本、終わってる！」

　圭はフロントガラスに突き刺さっている包丁にも手をかけ、力任せに抜き取った。続けて蜘く蛛もの巣状のひびで真っ白になったフロントガラスを車内から叩たたき割わる。

「おお、これで運転できるな」

「ヴィクトリア、おまえ、ちょっとは俺を気遣えよ」

「風通しがよくなったから、夜風が気持ちいいぞ」

　圭けいの傷ついた心はヴィクトリアにはまったく理解されていないようだった。

　ますますげんなりした気持ちになりながら、回収した四本の包丁を見やる。いずれもドイツの老舗メーカーであるヴォストフの包丁だった。

「なんで包丁を？」

「料理が好きで、メイ師姐スーチエと一緒にいたころはアイリスが毎日つくっていたです」

「なるほど」

「そうしたら包丁さばきに才能があるからと、人の殺し方を教えてもらいましたです」

「なんでだ！」

　香港ホンコンにいる姉に、圭は心の底から叫んだ。

　業界で知られる〈鋼刃娘娘ガンレンニヤンニヤン〉の異名のとおり、姉は刃物を扱わせれば天下一品だ。そんな彼女から人の殺し方を教わったとするのなら、アイリスの実力は折り紙つきだ。

　解体するところだった、という彼女の言葉を思い出して圭はぞっとした。本当に造作もなく人間を肉にできるのだろう。熟練の肉屋が牛をそうするのと同じように。

「メイに言われて〈博物館〉に潜ってたって？」

「はい。二年ほどです」

「密告者モグラはきついよな」

「いえ。メイ師姐に拾ってもらわなければ、アイリスはとっくの昔に野の垂たれ死じんでいたですよ。どんなことであれ、生きているだけラッキーだと思うです」

　この業界では特に珍しくもない話だった。アイリスの運命がどこでどう決まったのかはわからないが、もっとひどいことになっていた可能性だってある。

　それは圭も同じだった。燈とう子こだってそうだ。それでも運命を受け入れ、そのなかでどうにかもがき続けるのだ。生きている限りは。

　アイリスは自分と同じ部類の人間かもしれないと思い、圭は皮肉げに笑った。

「とにかく乗ってくれ。話はなかで聞く──」

　そう言って運転席のドアに手をかけ、まったく開かないことに愕がく然ぜんとする。

　アイリスが屋根の上に着地したせいで、フレームが完全に歪ゆがんでいた。

「マジかよ……」

　圭は目眩めまいを覚えたが、助手席のドアが耳障りな金属音を立てるのを聞いてぎょっとした。

　ヴィクトリアが力任せにドアを開いていた。

「ケイ、こっちは開くぞ」

　同時にドアが外れて、がたんと落下する。

「む。外れたな」

「む、じゃねえ！　やめてくれ。もうこれ以上、俺おれのＣ３を痛めつけるのは」

「そんなつもりではなかったのだが」

　ヴィクトリアが気難しい顔をして、落下したドアを見つめた。

「エンジンはかかっているし、車なのだから走れれば問題ないだろう」

「おまえ……！」

　圭けいは拳こぶしを戦慄わななかせたが、なにか言うだけさらにひどい仕打ちを受けそうだったので我慢する。助手席のドアが外れたせいでフレームの歪ゆがみが変わったのか、運転席のドアがぎりぎりという音を立てて開いた。

「厄介ごとを押しつけられた上に、こんなザマかよ。やってられねえぞ、実際」

　圭は運転席に乗り込み、ハンドルを握ってうめいた。その感触だけはいつもと変わらない。だが、フロントガラスは存在せず、塩のにおいのする肌寒い風が吹き込んでくる。

　圭はヴィクトリアを後部座席に押し込めて、アイリスを助手席に座らせた。

　外れた助手席のドアを無む理り矢や理りにはめ込んで、ゆっくりと発進。

　いつもと変わらない快調なエンジン音を響かせ、法定速度を守ってゆるゆると埠ふ頭とうをあとにする。

「むー、なぜわたしが後ろなのだ」

　後部座席から身を乗り出し、ヴィクトリアが不満げに唇を尖とがらせる。

「嫁なのに。こんなにもケイに尽つくしているのに。用がなくなったらすぐポイなのか」

「おまえの最近の言い回しは、どこから覚えてくるんだ。ぶーぶー言う前に尾行があるか確認してくれ。それくらいできるだろ」

「まずは先ほどのわたしの働きを誉ほめるべきだと思うぞ。見事なものだっただろう」

　彼女の言うとおり、投とう擲てきされた包丁を正確に撃ち落とすなど、マスケット銃の本来の精度から考えればあり得ないことだ。弾丸も火薬も必要ない。連射もできる百発百中の魔法のマスケット銃。〈アンティーク〉の力。

　圭はバックミラー越しにヴィクトリアを見やりながらしばらく考え、棒読みで言った。

「よしよし、よくやったぞー」

「わたしは犬か！」




　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──




　ヴィクトリアが声を上げるのと同時に、お腹なかの音が鳴った。

　彼女は赤面しながらも言葉を続ける。

「ケイ、そうではない。わたしが求めているものはキスだ！」

　シートの背中が、どん、と蹴られた。

「おい……！」

「わたしとキスするのがそんなにいやなのか？」

　彼女の言葉は純粋で、なんの他意もなく、ただ少し不安そうだった。

　ちくりと心が痛み、圭はバックミラーから目をそらした。

　ヴィクトリアのことを嫌っているわけではない。嫌っているわけではないが──自分でもどうしていいのかわからないのだ。

　彼女とキスをすることで、魂を交換した精霊に身体からだを蝕むしばまれていくことをとめられる。ヴィクトリアはマギを補給でき、いつでもマスケット銃の姿に戻って〈アンティーク〉としての力を存分に発揮できる。

　まさにお互いにとって利益になる関係だ。朝あさ霧ぎり圭けいはプロのアンティーク・ハンター。プロならプロらしく、子供じみた感情など捨ててしまえばいい。

　だが、圭はどうしてもそれができなかった。だってそうだろう。夢のなかでの彼女との約束は、あの言葉は、夢なんかではなく本当にあったことなのだから。

「ケイ兄さんは〈アンティーク〉とそういう関係なのですか。不潔です。キモいです」

　いままで黙っていたアイリスが、ぼそりと言った。

　彼女のジト目がさらにじっとりとしている。

「いくら血のつながっていない妹がいないからといって、〈アンティーク〉に手を出すなんて。信じられませんです」

「おまえの言っていることの意味がわからないんだが……」

「日本では血のつながっていない妹こそ至宝だと聞いていますです。はっ……アイリスに手を出すのだけはやめてください。最低ですよ、ケイ兄さん」

「どこの日本だ！　断じて違うからな！　日本は正常な国だからな！」

　圭は埠ふ頭とうから出ていく物流会社のトラックに合わせてハンドルを右に切った。

　歪ゆがんだ車体がぎしぎしと音を立てる。

「ったく、メイからどういう教育を受けてきたんだよ、おまえは」

「まったくだ。わたしもそう思う」

「ヴィクトリア、おまえもだからな！」

「バカな。こんな常識人を捕まえてなにを言う」

　シトロエンがトラックに並び、追い越していく。

　吹き込む風が強くなり、アイリスが小さくくしゃみをした。姉の頼みで保護したはいいが、この少女をどうしたものか。〈博物館〉に追われているとなれば圭が一人でどうにかできる問題ではない。

「アイリス、なんで密告者モグラだってバレた？」

「わかりませんです。アイリスは〈博物館〉の仕事で、イタリアのミラノで活動中でした。そこで突然。メイ師姐スーチエの手引きで北アフリカ経由で日本にきたです」

「追っ手は？」

「二度ありましたです。始末しましたですけど」

「ヘマをやらかしてないなら、売られたな。けど、それで得するのは誰だれだ？」

「それもわかりませんです」

　メイが送り込んだスパイであるアイリスの正体を知っている者などそうはいない。仮に情報が売られたのなら、金ではなくもっと直接的な利害関係者のはずだ。なんにせよ、アイリスがすでに〈博物館〉の追っ手を始末したというのであれば時間はあまりない。

「アイリス、正直に言って〈博物館〉を相手に俺おれ一人で立ち回るのは厳しい。〈商会〉に渡りをつけてやる。メイに言われて潜ってたなら、保護してくれるだろう」

「ケイ兄さん、それは無理だと思うです」

「無理？」

　思いがけない言葉に、圭けいは怪け訝げんな表情になった。

「アイリスは〈商会〉が送り込んだスパイではなくて、メイ師姐スーチエが私的に運営していたスパイなので。露ろ見けんしたところで〈商会〉は保護してくれないです」

　アイリスは淡々としていたが、少しだけ沈んだ顔になった。

「だから、頼れるのはケイ兄さんだけです」

　姉がどうして自分に連絡してきたのか。圭はその意味をようやく理解した。

　圭は〈商会〉ではなく、雨あめ宮みや燈とう子こ個人に雇われているアンティーク・ハンター。香港ホンコンの意志をある程度無視して動くことができる。もちろん、燈子の威光があればこそだが。

「メイ師姐も大っぴらにはアイリスを庇かばえないのです。だから、アイリスにはメイ師姐が頼りにしろと言ってくれたケイ兄さんしかいないのです」

「勘弁しろよ、そういうのは」

　簡単に見捨てるほど非情でも冷酷でもないつもりだが、本当に圭が最後の頼みの綱だったのだとしたら、手を離してしまったら彼女はどうなる。

「〈商会〉に頼れないなら、俺のスポンサーにお伺いを立てるしかないな」

「スポンサー？」

「カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉さ。知ってるだろ？」

　アイリスは無言でうなずいた。この業界で雨宮燈子の名を知らないやつはモグリだ。それくらいには彼女は有名人で、想像以上の力を持っている。

　圭は片手運転になると、スマートフォンで燈子の番号を呼び出した。

　コール音だけが聞こえ続ける。と、ヴィクトリアがなんの気なしに言ってくる。

「ケイ、一つ聞き忘れていたのだが。尾行車を見つけたらどうすればいい？」

　コール音を聞き続けながら、圭は後部座席のヴィクトリアにさらりと言った。

「どうって、片づけてくれ。シートの下に銃が入ってるから」

「わかった」

　武器を収納できるように改造されている座席の下から、ヴィクトリアがベルギー製の短たん機き関かん銃じゆうを取り出す音がする。

「現代の銃は扱いづらいからいやなのだ」

「我慢しろ。マスケット銃なんて簡単に手に入らないんだよ」

　どれだけコールをしても、燈子から反応はない。圭はスマートフォンをジャケットにしまい、バックミラー越しに視線を後ろに送った。

　瞬間、ヴィクトリアが短機関銃のストックでリアガラスを叩たたき割わった。

「おい!?」

　圭けいが悲鳴じみた声を上げるのと同時に発砲。

　軽快な銃声が連続で鳴り響き、銃火が次々に瞬く。

　十数発の空薬やつ莢きようがアスファルトを転がり闇へと消えていく。

　弾丸が右後ろを走っていたＢＭＷに浴びせられた。

　ボンネットに何発もの弾丸が跳ちよう弾だんして火花が散ちる。

　フロントガラスに直撃した弾丸は小さな傷を残すだけだ。

「む。防弾のようだな」

　もたもたと弾倉を交換しながら、ヴィクトリアはうめいた。

「尾行かよ！　気づいたら言えって！」

「だから聞いたではないか」

「ケイ兄さん、応戦がきますです！」

　サイドミラーを横目にしていたアイリスが警告した。

「えらく嗅かぎつけるのが早いな、ちくしょう」

　後ろのＢＭＷが速度を上げた。ぐんぐんと距離を詰めてくる。助手席側の窓が開いて、短たん機き関かん銃じゆうを手にした男が半身を乗り出した。

　圭はアクセルを踏み込み、ハンドルを派手に左右に切った。

　タイヤがアスファルトに擦こすれる耳障りな音が響き、車体が左右に揺れる。

　サスペンションが軋きしみ、フレームがいやな音を立てた。

　冷たい風が車内に吹き込み、耳元でごうごうと唸うなり声ごえを上げる。

　背後から銃声が響き、シトロエンを追いかけて弾丸がアスファルトに跳ねた。

「ヴィクトリア！　牽けん制せいしろ！」

　バックミラーも見ずに、圭は叫んだ。

　だが、続けざまに背後からもう一掃射くる。

　車内に飛び込んできた弾丸で、バックミラーが吹き飛んだ。

　身がすくむような金属音。無数の弾だん痕こんがシトロエンのリアボディに刻まれる。

　後部座席に這はいつくばっているヴィクトリアが短機関銃の銃口だけを外に出して、闇雲に弾丸をばら撒まいた。一瞬でマガジンが空になる。

「ケイ！　この銃ではダメだ！」

「くそったれ！」

　サイドミラーで背後を確認しながら、圭は思い切りハンドルを右に切った。

　瞬間、いままでシトロエンが走行していたコースを弾丸が薙なぎ払はらう。

「ケイ兄さん！」

　助手席で身を低くしていたアイリスが、ドアをいきなり蹴り飛ばした。

　無む理り矢や理りはめ込まれていたドアが外れ飛ぶ。

　そのまま道路にワンバウンドにして、後ろを走るＢＭＷのフロントに激突。

　金属が拉ひしやげる、金切り声にも似た音。

　ぐしゃぐしゃになったシトロエンのドアがはるか彼方かなたに置き去りにされ、ＢＭＷがバランスを崩して一瞬だけふらつく。

　アイリスはシートベルトを外すなり、腰のベルトから包丁を引き抜いた。

「並んでください。アイリスがやりますです」

「マジかよ……！」

　圭けいは口元を引きつらせながらも、ブレーキを踏み込んだ。

　一気に減速したシトロエンが、ＢＭＷの横に並ぶ。ほとんどぶつかりそうな距離だ。

　突然横並びになられたことで、ＢＭＷに乗っている男たちがぎょっとした表情を見せた。取り立てて特徴のない男たちで、運転しているのはスーツ姿の若いサラリーマン風、助手席で短たん機き関かん銃じゆうを持っているのは横分けの中年男だ。どちらも東洋人。

　ドアがなくなった助手席から身を乗り出したアイリスが、包丁を一いつ閃せん。

　ぱっと血煙。

　中年男の喉元が深々と切り裂かれ、噴き出した真まっ赤かな血が風に乗って後方に流れていく。中年男は一瞬で絶命しており、アイリスは無言で男を助手席に押し込んだ。

　瞬間、手にしていた包丁を投とう擲てき。

「がっ！」

　短い悲鳴を運転席の男がもらした。こめかみに包丁が突き刺さっている。

　若い男はハンドルを手にしたまま倒れ込んだ。

　ハンドルが激しく左に切られる。

　ＢＭＷは道路から大きく外れて、ガードレールを突き破った。そのまま猛スピードでコンビニの駐車場へと侵入し、店舗の壁に激突。

　フロントをぐしゃぐしゃにして、ＢＭＷがようやく停車する。

　派手なクラクションが断だん末まつ魔まの悲鳴のようにして鳴り響いた。

「どうですか、ケイ兄さん」

「メイから仕込まれたことがよくわかったよ」

　アイリスの鮮やかな手並みに、圭はぞっとした。

　かなり痛めつけられたものの、シトロエンはどうにか走り続けている。

　圭がアクセルを踏み込むと、エンジンが軽快な唸うなり声ごえを上げた。

「〈アンティーク〉よりもアイリスのほうが役に立つですよ」

「わ、わたしだってあれくらいはできたぞ」

　後部座席で身を起こしたヴィクトリアが、心なしか得意げになっているアイリスに抗議の声を上げた。わたわたと手を振って、

「たまたま銃が悪かっただけだ……！　そもそもわたしだって助手席に乗って──」

「言い訳、カッコ悪い」

「ケイ！　この女がわたしを侮ぶ辱じよくする！」

「わかったわかった、落ち着け」

「なんだそのおざなりな態度は!?　ケイのバカ！」

「ぐえ……！」

　シートの後ろから首をぐいぐいと絞められて、圭けいは苦く悶もんの声をもらした。

「アイリスは事実を言ったです。なにか問題でも？」

「聞いたか、ケイ！　この女はひどいやつだ！」

「ちょっ、バカ、やめろ。苦し……運転が……」

　シトロエンはふらふらと左右に揺れながら、信号が青になっている交差点に進入した。

　瞬間。赤信号を無視して、右側からメルセデスベンツが猛もう烈れつな勢いで突っ込んできた。

　ハンドルを切ることも、悲鳴を上げることもできない。

　シトロエンの鼻っ面つらにベンツが激突する。

　どごん、という衝撃音。

　金属が拉ひしやげる、ぐしゃりという音。

　凄すさまじい揺れが全身を襲い、圭は前後左右がわからなくなるほどだった。

　視界がブラックアウトし、宙に浮いたような感覚を覚える。

　実際、小柄なシトロエンはベンツに激突された勢いで軽く宙を舞い、半回転してアスファルトに激突した。

　天井を道路に擦こすりつけながら火花を上げて滑り、もう半回転する。

　交差点を斜めに横断するようなかたちで吹き飛ばされた車体は、横断歩道脇にある信号の柱に激突して派手な音を立てた。

　信号の柱がぐにゃりと曲り、引き千切れた電線が火花を散ちらして跳ね回る。

「なっ……んだあ、くそ！」

　わけもわからずに、圭は大声を出した。

　全身が痛い。ということは、神経はやられていない。頭を打ったせいで視界が定まらないなか、無意識にシートベルトを外してドアを蹴け破やぶる。

　ふらふらと車の外に出た圭は、ほとんどスクラップに成り果てたシトロエンにもたれかかり頭を振った。

　どうにか意識をはっきりとさせ、交差点の反対側に停車しているフロントが大きく凹へこんだベンツを見やる。光の加減で運転席の様子はわからない。

　意識がはっきりしてくるにつれて、全身の痛みも大きくなる。

　圭は顔をしかめ、だが痛みを無視した。

「ケイ、無事か……？」

　這はい出だしてきたヴィクトリアも朦もう朧ろうとしているらしく、目の焦点が定まっていない。

「ああ……なんとかな。そっちはどうだ。アイリスは？」

「むう、わたしの心配よりもあの女の心配……」

「アイリスなら大丈夫です。どうもうまく当ててくれたみたいです」

「だよな、くそ。どこのどいつだ……」

　完全にタイミングを見計らって、鼻っ面つらに当てられた。

「殺さずにこっちの足をとめたいだけってことか」

「多分、そういうことだと思うです」

　助手席から出てきたアイリスの顔面は血に塗まみれていた。右手で頭を押さえていたが、指の間から血が溢あふれてきている。

「大丈夫ですよ。頭の傷は浅くても派手に見えるですから」

　平然とした顔で言い放はなち、彼女は停車しているベンツを睨にらんだ。

「出てきますですよ」

　運転席と助手席のドアが同時に開き、シトロエンを吹き飛ばした連中が姿を見せる。

「なんとまあ、朝あさ霧ぎりくんじゃない。こいつは奇遇だね、どうも」

　助手席から現れた男が、のっぺりとした笑顔で言った。白髪交じりのオールバックをがりがりとやって、困ったように嘆たん息そく。

　圭けいは目を見開き、いやな予感に口元を引きつらせた。

「板ばん東どう先生……？　なんであんたが」

「アサギリ・ケイ、その女をこちらに渡してください」

「シルビアか……」

　運転席から降り立ったシルビアは、タイトなパンツスーツ姿だった。ジャケットの下からはショルダーホルスターに納められた二挺ちようの自動拳銃が見え隠れしている。燈とう子この秘書であり、〈商会〉の裏の仕事を専門にする〈猟犬部隊〉の女。

「人を呼びとめるのに車をぶつけてくるってのは、ずいぶんと乱暴じゃないかよ」

「緊急だったものですから」

「まあまあ、そう剣けん呑のんにならないでさ。朝霧、お前なにをしてるのよ」

　ゆっくりと近づいてくる板東に、圭は無意識に距離を取った。

　包丁に手をかけるアイリスを、そっと制する。

「板東先生、まさかあんたも〈猟犬部隊〉だったなんてな」

「まあねえ、俺おれだって歴史教師のほうが好みなんだけどね。そうも言ってられないのよ。シリング・ラウには大きな借りもあるしさあ」

　板東の雰囲気は、九龍カオルーン学園高等部で圭のクラス担任を務めているときとなんら変わりなかった。掴つかみどころがなく、なにを考えているのかわからない。

　圭を見み据すえてくる眠たそうな目も、まるでいつもと同じだった。

「黙って彼女を渡してくれると助かるんだけども」

「どうしてアイリスを？　彼女は〈博物館〉に追われているはずだ」

「俺たちも追ってるんだよ」

「なんのために？」

「さあ」

　板東はわざとらしく肩をすくめた。のっぺりとした顔が、恐ろしく不気味だった。

　アイリスの話を信じるなら、〈商会〉は彼女を保護することはないはずだ。〈猟犬部隊〉がアイリスを追っている理由がわからない。

　あまりいい予感がしない。日本本社の〈猟犬部隊〉は、雨あめ宮みや燈とう子この犬だ。つまりこの二人の動きは、圭けいが頼りにしようとしていた燈子の意志ということでもある。

「バンドウ師兄スーシオン、時間の無駄です。魔法使い殺しの経験はありますか」

　いままで黙っていたシルビアが、いつもの無表情で言った。

　その言葉に板ばん東どうがわずかばかり口元を歪ゆがめ、頭をがりがりとやる。

「バカなこと言っちゃいけないよ、シルビアくん。いくら大小姐ダーシヤオチエが心配だからってね、朝あさ霧ぎりを殺してみなさいよ。怒り狂った大小姐にお前が殺されちゃうでしょ」

「殺されるまでもありません。お嬢さまに死ねと命じられれば、私はその場で頭を撃ち抜きますから。それでお嬢さまが生きているのなら安いものです」

「それで助かったところで大小姐が喜ぶと思うか。お前、冷静になりなさいよ。顔に出ないもんだからわかりづらくてしょうがない」

　どこか諭すような口調で、板東はシルビアの頭を軽く叩たたいた。

「私は冷静です」

「またまた。お前の鉄てつ面めん皮ぴは単なる仮面だ。それは教育係だった俺おれがよーく知ってる」

「不本意です」

　圭は二人の会話を聞いて、軽く身構えた。

（冗談きついぜ……魔法使い殺しだって？）

　つまりは朝霧圭を殺してでも、アイリスの身柄を押さえたい理由があるということだ。

「物騒なひそひそ話はそれくらいにしてくれませんかね、板東先生」

「そんなに警戒しなさんな、朝霧。アイリスを渡せば痛い目にはあわないさ。まあ、いやだっていうのなら、死なない程度には痛い目を見てもらうけど」

「俺の力を知らないわけじゃないでしょう」

「ああ、もちろん。けどもさあ、犬はご主人様の命令には逆らえない。わかるよね？」

　板東がのっぺりと笑い、瞬間、隣にいたシルビアが二挺ちようの自動拳銃を引き抜いた。

　すかさず引き金が絞られ、銃口が火を噴く。

　猛もう烈れつな勢いで銃火が瞬き、銃声と同時に金色の空薬やつ莢きようが滝のように零こぼれ落おちた。まるでフルオート機能がついているかのように、一瞬で弾丸がばら撒まかれる。

「本当に撃ちやがったよ！　ちくしょう！」

　シトロエンの陰に身を隠し、圭は舌打ちした。

　次々に撃ち込まれる弾丸が車体に穴を穿うがち、跳ちよう弾だんが甲かん高だかい音とともに火花を上げる。

　シルビアの香港ホンコン時代の二つ名を思い出す。〈ストーム・ガンナー〉。実に的確な名前だ。

　銃撃がやんだ。

　だが、恐ろしく滑らかな手つきでマガジンが交換され、すぐさま再開される。

　一緒になって車体の陰に身を隠しているヴィクトリアが声を上げた。

「ケイ！　ケイ！　どういうことなのだ、これは」

「俺おれが知るかよ！　アイリスが言ってるよりも状況は悪くなってるだろ、これは」

「はい。〈商会〉は味方ではないですが、敵でもないはずです」

　話を振られたアイリスも、圭けいと同じようにして座り込んで頭を低くしていた。顔には血で髪がはりついており、鉄の臭においが圭の鼻び腔こうをくすぐる。

「〈商会〉におまえの身柄を押さえる理由ができたことは間違いなさそうだ。〈猟犬部隊〉が動いてるってことは、そういうことだ」

　恐らく先に片づけたＢＭＷの二人組もそうだったのだろう。〈商会〉の人間を殺したのだ。下へ手たをしたら報復の対象になる。

「しくじったよ、くそ……！」

「ケイ兄さん、まずはアイリスが打って出ますです」

「まてまて」

　包丁の柄を握ったアイリスの手を、圭はやんわりと握った。

　彼女相手なら、板ばん東どうもシルビアも手加減するかもしれない。だが、それだけだ。死なない程度に痛めつける方法を連中はいくらでも知っている。

　それにアイリスがこれ以上〈商会〉の人間を殺すことは避けなければならない。特に雨あめ宮みや燈とう子この直系社員である〈猟犬部隊〉の連中に手を出すのはまずい。

「俺がメイから頼まれたのは、おまえを保護することだ。危険な目にはあわせたくない」

「でも、どうしますですか」

　顔を覗のぞき込こんでくるアイリスに、圭は表情をわずかに強こわ張ばらせた。

　まったく損な役回りだった。

　ここで降伏してアイリスを引き渡せば、なにも痛い目を見ずにすむ。だが、いくら厄介な仕事だからといって、引き受けたからには放ほうり出すわけにはいかない。それに、頼れるのが圭しかいないと言っている彼女を、簡単に見捨てられるか。誰だれにも頼ることができず、独りになることの恐ろしさを知っている自分が。

「まあ、なんとかしてみるさ──ヴィクトリア？」




　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──




　返ってきたのはお腹なかの鳴る音だった。

「は？」

　間の抜けた声を、圭がもらす。

　ヴィクトリアは自分の腹部を擦さすりながら、捨てられた子犬のような視線を送ってきた。

「うぅ……お腹が減った。マギが足りない……」

「こんなときに勘弁しろよ」

「無理なものは無理なのだ。今日はもうブラウンベスの姿に戻っているし」

「ほら、ケイ兄さん。やっぱり〈アンティーク〉よりアイリスのほうが役に立つですよ」

「そういうことじゃないんだけどな」

　圭けいは寝そべるような姿勢になっているヴィクトリアの頭をぽんぽんとやった。

　きょとんとした表情を、ヴィクトリアが返してくる。

「腹の足しになるやつをなんか買ってやるから、ちょっとまってろ」

　彼女がどうこうということではなく、これは自分の問題だ。

　ヴィクトリアの力を借りるためにマギを供給することを、そのためにキスすることを、どうしても割り切ることができないのは朝あさ霧ぎり圭の問題だ。

「水晶飯店の中華が食べたいぞ……唐揚げ炒飯チヤーハンセット……卵スープつき」

　ヴィクトリアが絞り出すような声で、近所の中華料理屋の名前をつぶやく。

「生きて帰れたらなんでも食わせてやるよ」

　嵐のような銃撃が一段落した。

　無数の弾丸を浴びせられたシトロエンは、最も早はやただの鉄くずだった。

「朝霧、あんまり手をわずらわせないでよ。一〇秒まってやるから顔を出せ」

　気の抜けた板ばん東どうの声を、圭は無視した。

　ジャケットの内ポケットから白いケースを取り出して中身を確認する。

　エピペンに似た注射器が五本。

　中身はドクター・マーチン特製の、正体不明の霊れい薬やくとやらだ。

　ヴィクトリアが少し心配そうな顔をした。

「ケイ、魔法を使うつもりなのか？」

「ああ。相手はラウ大哥ダーコーの子飼いだった連中だ」

　車体の陰から二人の姿をのぞき見る。

「丸腰で勝てるほど甘くない」

　シルビアはすでに何本目かもわからないマガジンの交換を終えて、いつでも銃撃を再開できるようにぴたりと照準をこちらに定めていた。

　板東はくわえ煙草たばこをくゆらせて、悠ゆう然ぜんと腕を組んでいる。

「やってやるよ……！」

　圭は静かに息を吐いた。

　魔法を使う。

　魂の半分を交換した〈ネバーランド〉の精霊がもたらす膨大なマギを活性化させる。その代償は、精霊に魂を喰くわれ、身体からだを蝕むしばまれていくこと。

　全身が総毛立つ寒さむ気けに襲われて、圭は目を見開いた。

　自分自身のなかに、別のなにかが確かに蠢うごめく感覚。

　心臓を冷たい手で鷲わし掴づかみにされるような悪寒。

　理屈では決して説明できない、魂を喰われていく恐怖。

　頭をかきむしり、叫び出したくなる。

　だが、それらすべてを圭けいは無視した。

　奥歯をぎりぎりと噛かみ締しめて、拳こぶしをきつく握り、皮肉げに口元を歪ゆがめる。

「先せん天てん八はつ卦け──」

　瞬間、圭を中心に八角形の図式が立体映像のように展開した。

　八分割された図式は『乾ケン・兌ダ・離リ・震シン・巽ソン・坎カン・艮ゴン・坤コン』という八卦の属性を現す文字と、複雑精せい緻ちな漢文によって構成されている。圭の魂の半分である精霊のマギを活性化させる、八卦魔法の方程式。

　黒い火の粉が、圭を中心にちらほらと舞いはじめた。

「──〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　八卦魔法陣が硬質な音を立てて粉々に砕け散ちる。

　瞬間、漆しつ黒こくの炎が圭を包み込むようにして噴き上がった。

「これが魔法……です？」

　アイリスが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　漆黒の炎に包まれた圭は、だが髪の毛一本足りとも燃えていなかった。

　天まで焦こがす魔法の炎が、両腕に収束する。

「アイリス、ヴィクトリアを見てろ」

「ケイ兄さん、その顔……」

「ああ、俺おれは魔法使いなんかじゃない」













　圭けいの顔には爬は虫ちゆう類るいじみた黒い鱗うろこが浮き出ていた。服に隠れているが、右腕も同じような鱗に覆われている。

「化ばけ物ものさ」

　これが魔法を使う代償。

　魂の半分を交換した精霊──八はつ卦け魔法の離属性、火の属性を持ったドラゴンが圭の魂を喰くらい身体からだを蝕むしばむ。

　放ほうっておけば、彼は彼ではないなにかになる。

「やれやれ、やっぱりそうなるのね。頼むよ、朝あさ霧ぎり」

「こっちこそ勘弁してほしいですけどね、板ばん東どう先生」

　板東の声に応え、圭は車体の陰から二人の様子をうかがった。

　板東は言葉とは裏腹に、眠たそうな目の奥に鈍く危険な光を宿していた。

　くわえ煙草たばこを吐き捨てて、使い込んだ自動拳銃を懐から抜き放はなつ。

「こりゃあ、仕事は魔法使い狩りに変更かな」

「あまり足を引っ張らないでください、バンドウ師兄スーシオン」

「だったら俺おれみたいなロートル呼ばないでよ」

「仕方なくですよ。くふふ」

　軽い言葉を交わしながら、二人は静かに動いていた。圭が隠れているシトロエンを左右から挟みこむように、間合いを計って距離を取る。

　圭は乾かわいた唇を湿らせて、二人の動きに神経を尖とがらせた。

　先手を取られるのは危険だ。百戦錬磨の猟犬にペースを握られるのは、考えただけでもぞっとする。

（先に仕掛ける……！）

　圭はシトロエンの屋根を飛び越えた。

　すかさず視線を巡らせる。

　右手にシルビア、正面やや左に板東。

「先せん天てん八卦〈黒龍炎羽ヘイルンイエンウー〉！」

　圭の右手の指の間に、あたかも火の鳥から抜け落ちたかのような、三枚の炎の羽根が現れた。漆しつ黒こくの炎がゆらゆらと揺れる、大きな羽根。

　動きの少ない板東を目で牽けん制せいし、圭は回り込もうとするシルビアに向けて左足を踏み込んだ。右腕を鋭くしならせて、炎の羽根を投とう擲てきする。

　三枚の羽根は空気を切り裂き、シルビアの足元に突き刺さるなり爆発した。

　三発の爆炎。漆黒の炎が空気を焦こがす。

　だが、シルビアは足をとめることなく爆炎に身体を丸めて突っ込んだ。

　炎を突っ切って、派手に飛び出す。

　ごろごろとアスファルトを転がり、立ち上がるなり二挺ちようの自動拳銃の銃口を圭に向けた。熱で火傷やけどを負うことも厭いとわず、いつもの無表情だ。

「マジかよ……！」

　圭けいは小さく舌打ちした。

　横目に見た板ばん東どうも自動拳銃をゆらりと構えていた。

　ちょうど十字砲火を浴びるようなかたちになっている。

　なんの警告もなく、板東とシルビアが引き金を絞った。

　銃声。銃声。銃声。

　数十発の弾丸が絶え間なく圭を襲う。

「……っ！」

　圭は黒い炎をまとう両腕を眼前で交差させ、防御の姿勢をとった。

　それでも肩に、脚に、腹部に、弾丸を喰くらって血が舞い散ちる。

　撃たれた部分が痺しびれたような感覚から熱い痛みに変わり、身体からだのいたるところに激痛が走った。

「ああ、くそっ！」

　圭は眉み間けんにきつく皺しわを寄せ、悲鳴じみた声をもらした。

　魔法を使っている間は精霊のマギが活性化している状態だ。存在が人間よりも精霊に近いため、銃弾くらいでは死にはしないし傷も再生する。だがそれでも、撃たれれば痛いし、頭などをやられればしばらくは動けない。

「拳銃くらいじゃ効かないよね、朝あさ霧ぎり」

　板東の言葉に顔を上げる。

「なにせ化ばけ物ものだからさ」

　すぐそこに彼が迫ってきていた。

　強烈な回し蹴りを顔面に喰らう。

「がっ！」

　短い悲鳴を上げて、圭は軽く吹き飛んだ。アスファルトを転がり、身体を起こそうとした瞬間──跳び上がったシルビアの膝が腹部に落とされる。

　苦く悶もんの声が肺から絞り出され、胃から逆流してくるものを圭は強引に呑のみ込こんだ。

　馬乗りになられて自動拳銃を突きつけられ、その引き金が絞られる瞬間──圭は上半身の力だけで強引に身体を起こした。

　そのままの勢いで顔面に頭突きを喰らったシルビアがひっくり返る。

　眼鏡めがねのフレームが歪ゆがみ、彼女の整った顔は鼻血に塗まみれていた。

「調子に、のるな！」

　圭は立ち上がるなり、シルビアの腹部を思い切り蹴り上げた。

　だが、自動拳銃を投げ捨てた彼女が両手でがっちりと蹴りを受けとめる。それだけではなく、足首を凄すさまじい握力で掴つかまれていた。骨が軋きしむいやな感覚。

「それはこちらのセリフです、アサギリ・ケイ」

　強引にシルビアが立ち上がり、圭はバランスを崩してたたらを踏んだ。

　銃声。

　板ばん東どうの撃った弾丸が圭けいの左肩を弾はじいた。

「っ！」

　激痛に顔をしかめる。続けざまに全身に弾丸を浴びて、圭はじりじりと後退した。

　シルビアの強烈な蹴りがくる。

　圭は身体からだをくの字に曲げて軽く吹き飛び、シトロエンに背中から激突した。

「朝あさ霧ぎり、俺おれたちを本気で殺しにかかれないところが、お前のいいところだよ。俺は好きだけどさあ。そういう甘さがいつか命取りになるよ」

「大きなお世話ですよ」

　圭は口元を引きつらせて顔を上げた。

　のっぺりとした笑顔を浮かべた板東と視線が交こう錯さくする。

　彼は取り出した煙草たばこに一〇〇円ライターで火をつけて、うまそうに一服した。盛大に紫し煙えんを吐き出すと、まだ長い煙草を足元に投げ捨てて踵かかとで踏みにじる。

　次の瞬間、無言のままで前蹴りがきた。

　シトロエンの車体が凹くぼむほどの衝撃。

「う……ぐぇ……！」

　掠かすれた声をもらし、圭は血の味のする嘔おう吐と物をぶちまけた。

　ぜえぜえという荒い呼吸が整わない。弾丸をしこたま喰くらったせいで、内臓のいくつかがやられている。しばらくはまともに動けそうになかった。

「カスガ・アイリス、出てきなさい」

　シルビアが冷たい声で、シトロエンの陰に呼びかける。

「〈博物館〉から持ち出した〈アンティーク〉はどこですか」

　思いもよらなかったそんな言葉を、圭は確かに聞いた。





◆◇◆◇◆






　身体が沈み込む深いソファに腰掛けて、圭は黒い鱗うろこが浮き出たままになっている右腕に注射器を突き立てた。わずかな痛みを無視して、精霊化を抑える霊れい薬やくを注入する。

「つくづく化ばけ物ものだよな」

　彼は皮肉げに笑って空になった注射器をケースに戻した。

　あれだけの銃弾を浴びたにもかかわらず、すでに傷は回復していた。もっとも、ひどい倦けん怠たい感かんに襲われて身体が思うように動かない。普通の人間なら死んでいるところを精霊の力によって無む理り矢や理りに助かったようなものだ。身体がついてこない。

　アイリスの身柄は板東とシルビアに押さえられてしまった。

　圭も空腹でダウンしているヴィクトリアと一緒に、カオルーン商会日本の本社ビルに連行された。だが、特に事情聴取などが行われることもなかった。

　空腹を訴えるヴィクトリアを本社の地下にあるドクター・マーチンの研究室にあずけ、圭けいは一階のロビーで人をまっている。

　深夜ということもあり受付嬢も、来客も、誰だれもいない。

　だだっ広ぴろいロビーは一流ホテルのようだ。

　背の高い赤絨じゆう毯たんが敷かれ、豪勢なシャンデリアが明かりを灯ともす。まち合い用に設置されているのは重じゆう厚こうなアンティーク調度品。飾られている絵画や壷つぼの価値は知る由よしもない。

「さて、これからどうするか」

　自問する。圭は腕を組んで目を閉じた。ソファに背中をあずけ、小さく嘆たん息そく。

　当てにしていた燈とう子こは、なんらかの事情で頼りにできそうになかった。それどころか敵対する可能性すらある。この状況は姉も想定していなかったはずだ。

　まずは〈商会〉の立ち位置を知る必要がある。

　それにシルビアの言葉も気になった。

　アイリスが〈博物館〉から持ち出した〈アンティーク〉。そんなものがあるとは、姉からも本人からも聞いていない。もしシルビアの言葉を信じるなら、アイリスが〈博物館〉から追われている理由はスパイが露ろ見けんしたから、というだけではないのかもしれない。もしそうだとしたら──

「アイリスが隠しごとをする意味はなんだ？」

　なんにせよ本人からもう一度話を聞かないことにはわからない。

　遠くでエレベーターが到着する音が聞こえ、圭は目を開けた。

　よく見知った少女が少し早足に近づいてくる。

「ケイくん、ごめんなさい。遅くなってしまって。もっと早く会いたかったのだけれど」

　燈子だった。学校で見る制服姿ではなくチャイナドレス姿の彼女は、どこか別人のように思えた。香港ホンコンで血ち反へ吐どを吐き、泥をすすりながらのし上がった〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。

　彼女の首には見たことのない黒いチョーカーが巻かれていた。南京なんきん錠じようを模した装飾がついている。似合っていないこともないが、燈子の趣味ではない。

　それよりも目についたのは、頭の包帯だった。額ひたいと側頭部を白い包帯が覆っており、いつものカチューシャの代わりみたいになっている。

「ケガしたのか？」

「大したことないわ。かすり傷。ケイくんこそ大丈夫なの？」

「ああ、向こうだって手加減してた。それに俺おれは化ばけ物ものだよ。銃弾くらいで死にやしない」

「そういう言い方はやめて。ケイくんはケイくんでしょう」

　腰に両手を当てて、燈子が少し怒ったように言った。

　彼女は昔からそうだった。朝あさ霧ぎり圭が、人であることを無条件に認めてくれる。自分がこの広い世界に独りきりでないのだと教えてくれる。いつでも。

　圭は無言でうなずくと、ゆっくりと立ち上がった。

　思わず立ちくらみがして、倒れそうになる。

「ケイくん……！」

　差し出された燈とう子この腕を掴つかみ、どうにか堪こらえる。

「悪い。大丈夫──」

　苦笑いを浮かべて燈子の顔を見やり、圭けいはぎょっとした。

　彼女がいまにも泣き出しそうに見えたからだ。

　眉まゆ尻じりを下げて、薄い唇を噛かみ締しめている。

　雨あめ宮みや燈子は鉄の女でもなければ、鋼はがねの魂を持っているわけでもない。そのことを圭はよく知っていたし、彼女も彼の前でだけはそうだった。だが、いまは立場というものがある。いまの彼女は雨宮燈子ではなく、カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉だ。

　こんな場所では、迂う闊かつに涙など見せられない。

「ごめんなさい、ケイくん。わたしがケイくんを傷つけちゃった。わたしがケイくんを。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　燈子は震ふるえる唇を開き、か細い声で「ごめんなさい」を繰り返した。

　日本本社の〈猟犬部隊〉は彼女の直系社員たち。彼女の手足と同義だ。

　猟犬たちの行動は燈子の意志であり、行為である。

　圭に銃を向けて引き金を絞ることも、すべての責任は彼女にある。

　涙はなかった。それでも彼女が自分自身を責めて泣いていることはわかった。両手の拳こぶしを強く握りしめて、肩を震わせて、じっと圭を見つめている。













「燈とう子こ、謝るなよ」

　圭けいは子供のころと同じように、彼女の頭を優しくなでた。

「俺おれがどれだけおまえに助けられたと思ってる？　ガキのころからずっとだよ。だから、なにがあったって、おまえが俺に謝ることなんてないんだ。それこそ俺を殺さなきゃならなくなったってな。俺は喜んで死んでやるよ」

「バカね……そんなことをわたしが許すわけはないでしょう」

　燈子は泣き笑いのような表情を浮かべ、圭の胸を拳こぶしで軽く突いた。

「ねえ、ケイくん」

「ん？」

「もっとして……」

　艶つややかな黒髪が乱れることなど気にせずに、圭は彼女の頭をなでた。

　目を穏やかに細めて、燈子は声にならない声で喉を鳴らした。まるで猫のように。

「こんなところ秘書に見られたら、また撃たれるかもな、俺」

「そうね。シルビアは容よう赦しやないから」

　燈子は小さく笑って、もう大丈夫だとうなずいた。

　雨あめ宮みや燈子が〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉に戻っていく。

「ケイくん、伝えなければいけないことがいくつかあるの」

「春日かすがアイリスのことだよな？」

「ええ」

「それは俺も同じだ」

　そのころには、燈子はすっかり落ち着いていた。少なくとも見た目ではだが。

　彼女は海千山千の大人おとなたちを相手にする怜れい悧りな表情になって、

「この件からは手を引いて」

　有無を言わせぬ口調でそう言い放はなった。

「ケイくんがどうして彼女と一緒にいたのかは聞かないわ。それはなにか事情があるのでしょうけれど、彼女の身柄は〈商会〉があずかる」

「まてよ、燈子。それで俺が納得すると思うか。こっちだってメイからの頼まれごとだ」

「メイさんの？」

「ああ。彼女はメイが私的に動かしてた密告者モグラだ。それが〈博物館〉にばれたもんだから追われてる。〈商会〉じゃ大っぴらに保護できないから俺にお鉢が回ってきたんだよ」

「そうだったの。だからケイくんに」

「それがなんで、〈商会〉が彼女の身柄を欲しがる？」

　燈子は沈黙した。

「言えないか？」

「ケイくんは〈商会〉の人間ではなくて、わたしが雇っているアンティーク・ハンターだもの。知らなくてもいいことよ」

「けどな、俺おれはもう当事者だ。おかげであんな目にあったんだからな。車はスクラップで、俺もこのザマだ。少しくらいは知る権利があるんじゃないのか」

「ケイくんは、知らなくてもいいことよ」

　燈とう子こはまったく同じ言葉を口にした。

　こちらを見つめてきた黒い瞳には、鉄の意志が宿っている。

　圭けいは真まっ直すぐに燈子を見つめ返した。

　二人の視線が交こう錯さくし、重苦しい沈黙が周囲を支配する。

　見つめ合っていた時間はどれくらいだっただろうか。一分か、五分か、あるいはほんの数秒だったのかもしれない。静寂に耐え切れずに圭は皮肉げに笑った。

「燈子、おまえがなにも話してくれなくても、俺は勝手にやるさ。けどそっちの理由次第じゃ、協力できるかもしれない。おまえを助けられるかもしれない。違うか？」

「そういうことではないのよ……」

　燈子は頭を振った。視線を落とし、小さな声でつぶやく。

「勝手にこんなことに首を突っ込まないで。協力もしないで。〈商会〉のことに、できるだけかかわらないで。お願いだから……」

　彼女は下唇をきつく噛かみ締しめてから、

「わたしはケイくんをこんなくだらないことに巻き込みたくないの！　ケイくんは自分のことだけ考えていればいい！　元の姿に戻る方法を！」

　視線を上げることなく声を荒げた。我慢できなくなった感情を爆発させるかのように。いつも涼しげな表情で、大人おとなたちを相手にしている彼女の姿はどこにもなかった。

「燈子……！」

　圭は思わず彼女の両肩を掴つかんでいた。

　燈子がはっとして顔を上げる。

「俺におまえのことを構うなって言うのか」

　眉み間けんにきつく皺しわを寄せた圭は、まるで唸うなり声ごえを上げる犬だった。飼い主から思いもよらない仕打ちを受けて、どうしていいのかわからずに混乱している。そんな犬だ。

　圭は確かにアイリスを保護するように姉から依頼を受けたが、燈子が困っているなら助けたいと思うのはあたり前のことだ。

　二人が意味もなく対立する必要などない。

　だが、燈子はなにも話さずに、手を引けと告げるだけだ。

　自分のことだけ考えろ？　冗談じゃない。彼女が圭のことを思っているように、圭だって燈子のことを思っている。なにがあっても、彼女の味方でいたいと思っている。

　二人は出会ってからそうやって、寄り添うようにして生きてきたのだ。

「ケイくんわたしは──」

　燈子は肩に置かれた圭の手に触れようとして、だがそうはしなかった。

　瞳の奥に静かではあるが、確かな決意を秘めて、圭を見つめる。

「わたしはね、あなたのためにそうしているのよ」

「勘弁しろよ」

　圭けいは力なく笑った。それから彼女の肩を掴つかむ手に力を込め、小さくつぶやく。

「おまえは俺おれの保護者かよ。俺はそんなに頼りないか」

「ケイくん、わかって。お願いだから」

「わかるわけないだろ！」

　圭は思わず叫んでいた。

　燈とう子この身体からだが一度だけびくりと震ふるえた。

　彼は胸きよう中ちゆうにある思いを言葉にできずに、燈子を見み据すえた。

　自分が怒っているのか、悲しいのか、わからない。彼女の瞳には、強こわ張ばった表情を浮かべる自分の顔が映り込んでいる。

「わかるわけ、ないだろ」

　圭は燈子の肩に置いていた手を、そっと離した。

「あのクソみたいな香港ホンコンで出会ってから、俺はおまえのこと、たった一人の友達だと思ってる。いまでもそうだ。誰だれも腹の底を見せない世界で、おまえだけはなんでも話せる」

「わたしだって、そうよ」

「なら、どうしてこんなことになってる」

「…………」

　なにかを言いかけて逡しゆん巡じゆんし、燈子は沈黙した。

　彼女の喉から掠かすれた声がもれる。

「わかって」

「言わなきゃ、わからない。そうだろ？」

　圭は自分が怒っているわけでも、悲しいわけでもないことに気づいた。

　寂しいのだ。

　彼女とは、血のつながった姉よりもよっぽど多くの時間をすごしてきた。地獄の窯かまの底のようだった香港で出会い、二人して必死に走ってきた。あるいは雨あめ宮みや燈子に手を引かれて、圭はどうにかこうにかここにいる。

　血よりも濃い絆きずなが、二人にはあると信じていた。

　そんな彼女から急に手を離されたら、たまらなく寂しい。

「けど、おまえが言えないっていうなら、それはそうなんだろうな」

　こうと決めたら、燈子はてこでも動かない。鋼はがねのような強きよう靭じんな意志で、ここまで這はい上あがってきた女だ。

　圭は小さく息を吐いた。もうそれ以上はなにも言わず、踵きびすを返す。

「ケイくん……わたし……」

　背中にかけられた燈子の声には、応えなかった。

　どうすればいいのか、圭自身もわからなかった。
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「ひょんなわけで、ひょんなわけなのだ！」

「もう少し落ち着いて話したらどうかな、〈アンティーク〉」

「ひょんなこと言われても！」

　ヴィクトリアはものすごい勢いで天てん津しん飯はんを食べていた。熱あつ々あつの餡あんがかかったふわふわの卵が、米と一緒に飲まれるようにして消えていく。ほどなくして、天津飯はご飯粒一つ残らずに平らげられた。

「その食べっぷりには感動すら覚えるね。代金は〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿のツケにしておこう」

　ドクター・マーチンは半ば呆あきれて、わざとらしく肩をすくめた。

　カオルーン商会日本本社の地下にある彼女の研究室は、得体の知れない標本や薬品、ビーカーやフラスコ、アルコールランプといった実験器具、何語で書かれているのかもわからない分厚い本の数々で埋め尽つくされていた。

　そういったあれこれが散ちらかっている床に、ヴィクトリアが天津飯の器を無造作に置いた。それだけではなく、餃子ギヨウザの皿やら、ラーメン鉢やら、チンジャオロースの皿やら、彼女が食べた水晶飯店の出前の皿が山のように積み上がっている。

「うむ。少しはましになったぞ」













　ヴィクトリアは自分のお腹なかを触りながら、そこはかとなくほくほくした表情になっていた。食べたものがどこかに消えてしまったかのように、腰回りはほっそりとしている。

「食物の摂取によるマギの補給は、どうにも効率が悪そうだね」

「とても悪い。それもこれもケイのせいなのだ」

　ヴィクトリアは唇を尖とがらせた。

　本来は道具である〈アンティーク〉が人の姿を保つためには、西洋の魔法使いたちがマギと呼ぶエネルギーが必要だ。精霊の世界である〈ネバーランド〉に満ちているというマギは、こちら側の世界では著しく濃度が薄い。そのためこちら側の世界で生まれた精霊である〈アンティーク〉は、人の姿でいるためにオーナーとして契約した人間からマギを補給してもらう必要がある。

　摂取した食物を分解してマギを補給することもできるが、ガソリンスタンドでタンカーを満タンにするくらいに非効率だ。〈ネバーランド〉産の金属が使われたマスケット銃の〈アンティーク〉として、より膨大なマギを必要としている彼女にとっては特に。

　魂の半分を精霊と交換し、人間離れした莫ばく大だいなマギを保有する朝あさ霧ぎり圭けいでしか、ヴィクトリアを満たせない。だというのに──

「ケイからキスをしてくれたことなんて一度もない」

　小さな嘆たん息そくとともに、ヴィクトリアは目を伏せた。

「にゅふふ。とはいえ、君はあの手この手で半ば無理やりにキスを迫って、マギを補給しているじゃあないか。それでは不満なのかな？」

　こちらを興味深そうに観察していたドクター・マーチンが、口元をにやにやとさせて意味深に問いかけてくる。

「……わからないのだ。だけど……」

「だけど？」

　自分の言葉をオウム返しにされて、ヴィクトリアは顔を上げた。

　どう言っていいのかわからずに、口元をもにゅもにゅさせる。

「そういうことは、ケイはいやだと思うし……」

　キスすることがいやでなければ、ケイからしてくれることだってあっていいはずなのに。それがないということは、やはりケイはわたしとキスするのはいやなのだ。だけど、本気で嫌われているわけではないような気もする。それならなぜ……？

　考え出すと頭のなかがぐるぐると回って、熱が出そうだった。答えがわからないことをいくら考えても結論は出ないはずなのに、それでもやっぱり考えてしまう。

「ケイに嫌われたくはないし……」

「ふむふむ。なんとも殊しゆ勝しような態度だね」

　ドクター・マーチンはローブの裾を引きずって、研究室をうろうろと歩いている。まるで教壇に立って学生に講義をする教師のようだった。

「君は〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿からマギを補給するだけではいやなのだね」

「ケイはわたしのオーナーなわけだし、仲良くしたいと思うのは当然のことだ。それに、わたしにマギを供給することで、ケイにかけられた呪いの進行は遅くなるのだろう？」

「そのとおりさ。〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿の身体からだは、魂の半分を交換した精霊に喰くわれ続けていると言っていいからね。にゅふふ。精霊の持つ膨大で強力なマギに、人間が耐えられるわけはない。魔法を使って活性化すればなおのことさ」

　自分がキスをすることで、ケイを助けることができる。

　そのことを思うと、ヴィクトリアは嬉うれしい気持ちになるのだ。単にマギを供給してもらい、〈アンティーク〉の魔法の力を貸すだけではない関係。彼との間に特別ななにかがあるということは、大切なことのように思える。とても。

「君は〈黒龍孩子〉殿にどうしてほしいのかな？」

「わたしは……ケイに……」

　ヴィクトリアは自分の気持ちを確認するかのように、軽く拳こぶしを握った。

　わたしはケイにどうしてほしいのだろう。なにを望んでいるのだろう。彼に嫌われたくはなくて、けれどいまのままではいやだと思っている。

「……もっと」

「もっと？」

「……構ってほしい、のだと思う」

　ヴィクトリアは自信なさげにぽつりと言った。

　言ってから自分で、ああそうなのだ、と思った。

　ケイともっと話したい、もっと一緒にいたい、もっと見ていてほしい。

「ケイが、そう、例えばトーコと話していたりすると、胸がもやもやするのだ」

　慎重に言葉を選びながら、彼女は言った。燈とう子こだけではない。メイの頼みで保護することになったアイリスにしてもそうだ。圭けいが彼女になにか特別な感情を持っているとは思わない。メイの頼みなのだから、守ってやろうとするのも当然だ。

　だが、頭では理解していても、胸がもやもやして、心がざわざわするのだ。

　それがなぜなのか、ヴィクトリアにもわからない。

「にゅふ。にゅふふふふ」

　ドクター・マーチンは笑みを必死で噛かみ殺ころし、肩を震ふるわせていた。

「な、なにがおかしいのだ……！　わたしがこんなに悩んでいるというのに」

「なにがだって〈アンティーク〉？　それを君が言うのかい？」

　ヴィクトリアは半眼になってドクター・マーチンを睨にらんだ。

　そんな抗議の視線などお構いなしに、ドクター・マーチンは笑っている。

「ドクター！」

「にゅっふふふふふふふ！　いいかな〈アンティーク〉？」

　ドクター・マーチンは実に楽しそうだった。

「それは恋だよ」

　まったく予期していなかった言葉に、ヴィクトリアはぽかんとした表情になった。

　ドクター・マーチンがしげしげとこちらの顔を覗のぞき込こんでくる。そして、子供に言い聞かせるようにして、ゆっくりと口を開く。

「君はね、恋をしているんだ」

　それでもヴィクトリアは、やっぱりぽかんとした顔をしていた。
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「ダメね、わたし……」

　非常灯の明かりに照らされるだけの薄暗い廊下で、燈とう子こはぽつりとつぶやいた。

　自動販売機に額ひたいを軽く打ちつけ、吐息をもらす。暗闇のなかでぼんやりと浮かび上がる彼女の顔は、恐ろしく生気がなく、青白いものだった。

　そこには海千山千の連中を相手に一歩も引かない、カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉の面影はどこにもない。様々なことに思い悩む高校生の少女がいるだけだった。もっとも、彼女の抱えている悩みは明日の小テストや、日々変化する体重のことや、友達からメールが返信されないみたいなものとはまったく異なるものだったが。

（でも、そんなに違いもしないかな）

　自分はそこいらにいる小娘と同じではないと思っていた。だが、いまの彼女の頭のなかにあるのは圭けいのことばかりだ。サッカー部の先せん輩ぱいが格かつ好こいいだとか騒いでいるクラスメイトたちと、なにが違うというのだろう。

「ケイくん……ごめんね」

　誰だれもいないことを確認してから、燈子は堪こらえ切れなくなって声をもらした。

　か細い声は震ふるえていて、彼女は下唇をきつく噛かんだ。

　彼の戸惑った顔が、怒った顔が、寂しげな顔が、次々と脳のう裏りに浮かんだ。

　圭にいやな思いをさせてしまった。彼の気持ちを、問答無用で切り捨ててしまった。それがどれくらいショックなことなのか、燈子にはよくわかっている。

　逆の立場だったなら、彼女はひどく狼ろう狽ばいしただろう。

　二人には血よりも濃い絆きずながあると、彼も言っていたではないか。

　本当は彼に洗いざらい話してしまいたかった。それでか弱いお姫様のように、彼の腕に寄りかかって助けてもらえれば、どれだけ気持ちが楽だろう。

　圭はきっと、自分のためならどんなことだってしてくれる。

　燈子が彼に対してそうであるように。

　けれど、彼女はそうはしないと決めたのだ。

　あの香港ホンコンで生き残っていくために。大人おとなたちは誰一人として、雨あめ宮みや燈子を人間とは見ていなかった。有用な道具か、邪魔な道具か、どちらかでしかなかった。

　そんな地獄の窯かまの底では、助けをまつだけのお姫様では生きていけない。

　自分の足で歩いて、自分の意志で進んでいく。生きる意味を見つけなければ。心に火を点つけて、運命に抗あらがうためにあがかなければ。

　あの日、あのとき、あの場所で。彼に出会ってはじめて言葉を交わしたときから、燈とう子こは圭けいの手を引っ張り続けてきた。盾になり、矛になってきた。

　そう血よりも濃い絆きずなだ。鉄血の絆。優しく労いたわり、傷を舐なめ合うわけではない。彼のためにはときに武器を手に取り、血を流すことも厭いとわない。

「わたしは……ずるい女だわ……」

　朝あさ霧ぎり圭に自分が生きる意味を押しつけた。彼のためにという彼女の言葉は、自分のためにという言葉の裏返しだった。だから、見返りは求めない。雨あめ宮みや燈子のために、朝霧圭が傷つくことなんてしなくていい。彼は自分のことだけを考えればいい。わたしはそのために、なんだってする。尽つくすという言葉では足りないくらいに。

　そう決めたはずだったのに、いつの間にかそうではない自分がいる。

「うっ……ひぐっ……」

　嗚お咽えつがもれた。口のなかは血の味がする。強く噛かんだ下唇から出血していた。

　涙が足下に落ちた。いくつもの水滴が小さな水みず溜たまりをつくる。

「ケイくん……」

　嫌われたらどうしよう。もう、前みたいに話せなくなったらどうしよう。

　本当はそんなこと思ってはいけないはずなのに、たまらなく辛つらいのだ。

　わたしはいつの間にか彼のことが好きで、大好きで、どうしようもないのだ。

　完全に参ってしまっているのだ。

「わたし……どうしたらいいの……」

「思うままにすればいいのですよ、お嬢さま」

　背後からかけられた声に、燈子はびくりとして振り返った。

「……シルビア」

　いつもの無表情で、秘書が静かに佇たたずんでいた。

　近くもなく、遠くもない。燈子を気遣う繊せん細さいな距離だった。表情からは感情をうかがい知ることはできないが、彼女がとても心配してくれているのだということはわかる。

　燈子とシルビアは、そんな程度には長いつき合いだ。

「そういうわけには、いかないでしょう。わたしには立場があるもの」

　ぐしぐしと涙を拭ぬぐって、燈子は言った。

　無理やりに笑おうとするが、うまくいかずに泣き笑いのような表情になる。

「彼がほしいのなら、そうすればいいのです。お嬢さまにはその資格がありますから」

　シルビアがじっと見つめてくる。ダークブラウンの瞳には一切の感情の揺らめきもなく、鏡のように冷たかった。だというのに、燈子にはとても温かく感じた。

「自分の幸せもお考えになってください。もちろん、私でよければいつでも靴をお舐めしますよ。くふふ」

「靴は舐なめなくていいわ」

「では、どこをぺろぺろしましょうか」

「どこも舐めなくていいの」

　燈とう子こは微苦笑を浮かべてシルビアに近づいた。そのまま彼女の頬ほおにそっと触れる。なにがあっても表情一つ変えない冷れい徹てつな猟犬は、とてもとても温かい。

　きっと彼女の心が温かいからだ、と燈子は思っている。

「ありがとう、シルビア。けれど、わたしが自分で決めたことだから。わたしはケイくんのために生きて、死ぬのよ。そりゃあ、ずっと一緒に、彼がわたしのそばにいてくれるなら、どれだけ幸せだろうなって思いはするけれどね」

「私はずっと一緒にそばにいますよ、お嬢さま」

「そうね。あなたはそう」

　燈子がシルビアについて知っていることなど、そう多くはない。だが、彼女はこれから一生、自分についてくるだろう。その確信だけはある。ラウに使い捨てにされる猟犬だった彼女の命を、燈子は香港ホンコンで一度だけ救った。それは誰だれからも顧かえりみられることのなかったシルビアが、はじめて誰かから手を差し伸べられた瞬間だったのかもしれない。それ以来、彼女は自分に懐なついている。拾われた捨て犬のように。

「けれど、ケイくんにそれを求めることはできないわ」

「お嬢さまが望めばそうなります」

「そうかしら」

「はい。必ず」

　にこりともせずに、シルビアがうなずいた。

「人間は誰だって自分の欲のために生きているのですよ。それに正直であるかどうかは別問題ですが。お嬢さまはもう少し正直になるべきです」

　それはとても魅力的な提案に思える。もし本当にそれができるのなら、燈子はいますぐにでも圭けいのところに飛んでいき、子供のように泣いてしまうかもしれない。もうなにもかもいやだと言って、二人でどこか遠くに逃げようとまくし立てるかもしれない。

　燈子はそんな自分の姿を想像して、苦笑をもらした。

　できるわけがない。そうやって無邪気でいるには、彼女は色々なものを背負いすぎている。雨あめ宮みや燈子の運命の牢ろう獄ごくは、彼女一人ではもうどうにもならない。

「お嬢さまには、幸せになる資格がありますよ。それはお嬢さまが子供のころから必死につくってきたものではないですか。だから、望むことくらいはしてもいいのです。望んでもいないことは、本当になったりしませんよ」

「……そうね」

　彼女の言うとおり、もう少し正直になってもいいのかもしれない。そのほうがよっぽど自分らしい。なにせわたしは、カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。目的のためには手段を選ばす、ロケットのように突っ走ってきた女だ。欲望には正直なのだ。

　そう思うと、少しだけ気持ちが楽になった。実際にそうできるかは別にしても。

「シルビア、あなたはどうなの」

「愚問ですよ、お嬢さま」

　シルビアがはにかむように笑った気がして、燈とう子こは瞬まばたきを繰り返した。眼前にいるのはやはりなんの起伏もない表情の秘書で、それでも燈子は小さく微笑ほほえんだ。

　そんな彼女に、シルビアは言った。

「銃しか持っていなかった私に、小さな幸せを与えてくれたのは、あなたです」
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　カオルーン商会日本本社ビルの地下は二階までしかない。だが、地下の駐車場に車をとめる来客は疑問に思うはずだ。なぜこんなにも深くに潜るのだろうと。

「勘弁してください、ケイ先生シンサン」

　設計図面では存在しないことになっている地下三階の廊下に、男の声が響いた。

「少し話を聞くだけだ。五分だけ見なかったことにしてくれ」

「無理を言わないでください。バンドウ師兄スーシオンから、あなたには会わせるなと言われているんです。あなたはこの件には関係ないでしょう」

　電子ロックがかけられたドアの前で、圭けいは見張りの男と言い合っていた。二〇代半ばくらいのどこにでもいそうな青年で、営業マン風のスーツ姿だ。

「関係は大ありだ。こっちは殺されかけてるんだからな」

　地下三階は〈商会〉が表沙汰にはできない仕事のあれこれに使われる。厳重な盗聴防止措そ置ちが取られた会議室だとか、誰だれかを監禁しておくための取調室だとか、そんな部屋が集められている。身柄を拘束されたアイリスも、ここに監禁されている。

「それはお互い様でしょう、ケイ先生」

　いままでのらりくらりとしていた男が、不意に乾かわいた声をもらした。

「こっちは二人、死んでいますよ」

　圭は胸きよう中ちゆうで舌打ちした。

　この業界は今日殺し合っている連中が、明日には味方になるような世界だ。恨みっこなしというのがルールだが、そんなものが建前だということくらいはよくわかっている。

　特にラウと板ばん東どうが香港ホンコンで手塩にかけた〈猟犬部隊〉は、組織内での仲間意識が強い集まりだ。家族的な絆きずなと言ってもいい。上意下達の強固な組織なので、個人の感情で勝手をするような者はいないだろうが。それでもあまり刺激するのは気が進まない。

「なら、仕方ないな」

　圭は右の拳こぶしを軽く握り、左足を小さく踏み込んだ。同時に拳を突き上げる。

「がっ……!?」

　腹部に強烈な一撃を喰くらった男が、前のめりになった。

　すかさず首筋に手刀を叩たたき込こみ、崩れ落ちる男を受けとめる。

「悪いな。少し話をするだけだ」

　気絶した男を床に寝かせ、奪ったカードキーで電子ロックを解除する。分厚いドアの向こう側は殺さつ風ぷう景けいな白い部屋で、中央にパイプ椅い子すがあるだけだった。机すらない。

「ケイ兄さん……？」

　パイプ椅子に座っているアイリスが、少し驚いたようにジト目を大きくした。

「よお、アイリス。ひどい目にはあってないか？」

　圭けいは気絶した男を部屋のなかに引きずり入れると、ドアを締めた。ロックがかかる電子音が響く。数分おきに定時連絡を入れているだろうから、こんなことは大した時間稼ぎにはならないはずだ。手早く話をすまさなければならない。

「どうしてきたのです」

「どうして？　俺おれはメイからおまえを頼むと言われてるんだ。約束は破れない」

「とんだお人ひと好よしだと思うです、ケイ兄さんは」

「ああ、知らなかったのか？」

　圭は皮肉げに笑った。姉の頼みごとに振り回されるのにはなれている。

「で、なんだその格好は？」

「身体検査を受けたのですよ」

　パイプ椅子にちょこんと座っているアイリスは、薄手のガウン一枚という格好だった。ほっそりとした足首や両腕が露あらわになり、白い肌が蛍光灯に照らされて青白く見える。

　彼女の右腕には大きな火傷やけどの痕あとがあった。恐らく背中まで続いている。随分と古いもので治癒してはいたが、ひどく目立っていた。アイリスという少女の過去が、あまりいいものではなかったことを象しよう徴ちようしているかのようだ。

「素すっ裸ぱだかにひん剥むかれましたですよ」

「淡々と言われても困るんだが」

「そうは言いながら、アイリスが身体からだに尋問されるエロい光景を想像しているですね？　本当にケイ兄さんはド変態ですね」

「その歪ゆがんだ妄想をどうにかしろ！」

「ええ……？　妹を持つ兄はみんなそうなのですよね。気持ち悪い。最低です」

　彼女の様子を見るに、比較的丁重に扱われてはいるようだ。厳しい尋問が行われた様子もないし、拘束もされていない。いまはまだ、というだけかもしれないが。

　圭は気を取り直すようにして咳せき払ばらいをした。

「あー……〈商会〉からなにか言われたか？」

「アイリスの身柄を〈博物館〉に引き渡すと言われましたです」

「〈商会〉が連中と取引したってことか」

　極きよく東とうでの影響力が低下している〈博物館〉とはいえ、アイリスを探し出すためだけに〈商会〉と取引するなど信じがたいことだった。一ヵ月前の領事館の件もある。向こうから話を持ちかけるなら、もっと大きな理由があるに違いないのだ。

　圭けいは身柄を拘束されたときに、シルビアが言った言葉を思い出していた。

「アイリス、俺おれに隠していることはないか」

「いえ」

　圭は彼女の顔色をじっとうかがった。なにも変わらない。本当に疑問に思っているような反応だった。とはいえ、明めいに仕込まれた女だ。どこまでが本当かはわからない。

　時間を気にしながら、単刀直入に告げる。

「〈博物館〉から持ち出した〈アンティーク〉ってのは？」

　それでもアイリスの表情は変わらなかった。むしろ怪け訝げんな表情を浮かべている。

「〈商会〉からも同じことを聞かれました。でも、アイリスはそんなもの知らないです」

「本当に？」

「はい」

「いいか。これは信頼の問題だ、アイリス」

　圭にしてみれば、彼女が〈博物館〉から〈アンティーク〉を持ち出していようがどうでもいいことだった。だが、隠しごとをされるということは問題だ。会ったばかりでお互いによく知りもしないのに、そんなことで信頼関係などつくれるか。

「本当ですよ、ケイ兄さん。アイリスは〈博物館〉の〈アンティーク〉のことなんて、なにも知らないのです」

　アイリスの声は静かだったが、断固としたものだった。

　数秒、見つめ合う。彼女は頑かたくなで、本当に知らないようにも思えた。だが、アイリスが仮に〈博物館〉から貴重な〈アンティーク〉を持ち出したのだとすれば、回収を優先した〈博物館〉が〈商会〉に取引を持ちかけてくるというのはありそうな話だった。

「まあ、いいさ。なんにせよ、俺はおまえを助ける。それに変わりはないからな」

「メイ師姐スーチエから頼まれた仕事だからです？」

「それだけでもないけどな」

　アイリスは言ったのだ。頼れるのは圭だけだと。彼女のたった一人の味方だというのなら、そうするのがあたり前というものだ。それで彼女は少しくらい希望を持てる。

（そうは言っても……〈博物館〉と〈商会〉の相手をするのは骨が折れるぜ）

　圭はうんざりした気分になった。手っ取り早いのは〈博物館〉にアイリスを諦めさせることだが、自分一人でなにができるだろうか。

　不意に、背後で電子音がした。振り返った圭が目にしたのは、部屋に飛び込んでくるシルビアの姿と、しなるような彼女の右脚。

　次の瞬間。ごっ、という骨に響く鈍い打撃音が響いた。

　側頭部に強烈な回し蹴りを喰くらい、圭はもんどり打って倒れた。

「ケイ兄さん！」

　アイリスの声が聞こえたが、意識が一瞬だけ飛んで視界が真っ白になる。

　圭けいは床を転がり、そのまま壁に激突した。

　息つく暇もなく胸倉を掴つかまれ、馬乗りになられる。

　視界が定まったときには、額ひたいが当たりそうな距離に無表情な秘書の顔があった。

「お嬢さまの気持ちも知らないで、どこまで勝手をするのですか」

「……なんのことだ」

「あなたが底抜けのバカだということですよ、アサギリ・ケイ」

　シルビアはいつもの無表情で、声のトーンも淡々としたものだった。だが、底冷えするような怒気を感じて、圭は身み震ぶるいをした。感情を表に出さないことを徹底的に訓練されたこの女は、どれだけ強烈な思いを内に秘めているのだろう。

　圭は力任せに床を引きずられ、部屋の外へ連れ出された。

　そのまま壁を背にして無理やりに立たされる。胸倉を掴まれたままなので、逃げることもできない。シルビアのほうが身長が低いため、見上げられるかたちになった。

「お嬢さまは泣いていました」

「……な、に？」

「あなたにいやな思いをさせてしまったと。あなたに嫌われたかもしれないと。それでもお嬢さまはあなたのために尽つくすでしょう。それがお嬢さまの決めたことですから」

「くっ……かはっ……！」

　喉元を絞め上げられて、酸素を求める掠かすれた喘あえぎ声がもれる。

「けれど、私はそれではいやなのです」

　シルビアが力を抜いた。

　圭は床に崩れ落ち、酸素を盛大に吸い込んでぜえぜえと喘ぎ、咳せき込こんだ。

「アサギリ・ケイ。あなたに真実を教えてあげますよ」

　床に両手をついて呼吸をどうにか整えながら、圭はシルビアを見上げた。

　一切の感情が読み取れない、冷厳な双そう眸ぼうがこちらを見下ろしていた。

「お嬢さまが〈博物館〉との取引を呑のんだのは、あなたのためです。もしあの女を期限内に引き渡すことができない場合、保険として連中がなにを要求してきたかわかりますか」

「なんだってんだ……」

「ヴィクトリアですよ。お嬢さまがそれを許すと思いますか。あなたが元の姿に戻るための鍵であるヴィクトリアを失ってしまう可能性が、ほんの少しでもあることを……！」

　圭はなにも言わずに、シルビアを見上げていた。

　彼女の言葉に答えるとするならば、それは否だ。燈とう子こがそんなことを許すはずはない。彼女が圭にとって少しでも不利益になるようなことを、よしとするはずがない。

「アサギリ・ケイ。よく聞きなさい。お嬢さまは〈博物館〉の連中に保険を変更させたのですよ。あなたのためです」

「燈子なら、そうするだろうさ」

　圭はふらふらと立ち上がった。

「ええ、そうです。ヴィクトリアの代わりになるものを差し出すことにしたのですよ」

　シルビアは両手の拳こぶしを握り締めていた。ぶるぶると震ふるえている。そのくせ彼女の表情や声は変わらないままで、圭けいはむしろそれが恐ろしいと思った。

「お嬢さまの命を」

「なに？」

　シルビアの言葉の意味がわからずに、圭は間の抜けた声を返した。

　彼女はなにを言っているのだ。ヴィクトリアの代わりに差し出すものが燈とう子この命だと？　そんなバカなことがあるか。

「どういうことだ、シルビア」

「言葉のとおりですよ」

　秘書の表情は変わらない。

　圭は彼女の言葉を胸きよう中ちゆうで反はん芻すうし、口元を引きつらせた。

　全身から血の気けが引き、身体からだが指先まで冷たくなる。心臓が激しく脈打ち、頭がくらくらした。口をぱくぱくとさせて、だが言葉が出ない。

　圭は力任せにシルビアの両肩を掴つかみ、そのまま反対側の壁に押しつけた。

「どういうことだ!?」

　どうにかして出てきた言葉は、それだけだった。低い唸うなり声ごえをもらし、鼻の頭と眉み間けんにきつく皺しわを寄せる。強こわ張ばった口元からは犬歯が覗のぞき、まるで犬のようだった。

「〈博物館〉にカスガ・アイリスを引き渡すことができなければ──」

　シルビアの手が圭の手首を掴む。

　骨が軋きしむ音がしたような気がして、圭は顔をしかめた。

　彼女の手は小刻みに震えており、冷静ではいられないその胸中がうかがい知れる。

「──お嬢さまは死にます」

　それでも圭は、シルビアの淡々とした物言いに歯ぎしりした。

「あなたのために、お嬢さまは死にます」

「黙れよ、シルビア……！」

「いいえ、黙りません。お嬢さまのチョーカーに気づいたでしょう。あれには爆薬が仕込まれています。タイムリミットがくれば自動的に起爆するように。〈博物館〉の連中が持っている鍵でしか外せません。それでもあなたは、カスガ・アイリスを助けるというのですか。これほどまでに尽つくすお嬢さまを見捨てて」

「黙れ！」

　自分でも驚くほどに掠かすれた声がもれた。

　燈子が命を懸けたことよりも、なにも言ってくれなかったことがショックだった。なにも知らなくていいわけがない。自分のことだけを考えていればいいわけがない。

　地獄を寄り添って生きてきた二人の間には、血よりも濃い絆きずながある。

　特別なのだ。命を懸けることなど造作もない。

　だが、圭けいは奉仕を望んでいるわけではない。

　燈とう子こが自分のために、一方的に黙って死ぬことなど許せるわけがない。彼女を見捨てるだと？　そんなことできるわけがない。

「なんでだ……！」

　シルビアの腕を力任せにふり払い、圭は思い切り壁を殴りつけた。

　拳こぶしが鈍い音を立て、痛みが腕に走る。だが、そんなことはどうでもよかった。

「もっと、俺おれを頼れよ……！」

　噛かみ締しめた奥歯がぎりぎりと音を立てる。

　歪ゆがんだ表情は拳の痛みではなく、もっと別の痛みだった。

　アイリスを助ければ燈子が死ぬ。これはジレンマだ。だが、燈子からたった一言──助けて、と言われれば、圭は彼女を絶対に見捨てたりしない。燈子がそうすることを選ばずに、ただ黙って圭のために尽つくすことなど、大きなお世話だった。

「シルビア、タイムリミットはいつだ」

「今日の一一時。あと、八時間」

　時間がなさすぎる。〈博物館〉は本気で、アイリスと彼女が奪ったという〈アンティーク〉を手に入れる気があるのか。最初から保険でヴィクトリアを取り返す算段だったのか。もっとも、もしそうだったのだとしたら、算段は大きく狂っていることになる。

　手に入るのは、雨あめ宮みや燈子の命だ。

「理解したのなら、お嬢さまの邪魔をしないでください、アサギリ・ケイ」

「ふざけるなよ、シルビア」

　圭は斜に構えた相そう貌ぼうで、シルビアを睨にらんだ。

　燈子には言いたいことが山のようにある。どんなときでも二人で手に手を取り合って、背中合わせになって、生きてきた。彼は彼女のために。彼女は彼のために。

　だというのに、燈子は一人で勝手に命を投げ出して、それで満足なのか。

　二人のつながりは、そんな程度のものだったのか。

　無償でなんでもしてほしいのではない。燈子が命を懸けるなら、圭も彼女のために命を懸けよう。銃を手に取り、血を流そう。それが血よりも濃い二人の絆きずなというものだ。

「バカ野郎って、燈子に言っとけ」

「なにをするつもりですか」

「決まってる」

　圭は目の奥にギラギラとした光を灯ともした。

「二人を助けるよ。俺は〈商会〉の人間じゃないからな。おまえらの都合なんざ知ったことじゃない」

　それはなにかを覚悟した人間が見せる、強い意志の光だった。





３．火蓋を切る（前編）




　　　　FIRE! FIRE!






「おやおや、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿。なんて顔をしているのかな」

「どんな顔だって？」

「怖い顔だね。にゅふふ」

　ドクター・マーチンの気の抜けた言葉に、圭けいは思わず自分の頬ほおに触れた。

「ヴィクトリアは？」

「食後の睡眠というところかな」

　得体の知れないもので溢あふれている机のどこかから、ドクター・マーチンがスチールカップを取り出した。洗いもせずに、そのままコーヒーメーカーへと持っていく。

「やれやれ。気楽なもんだよな」

　ソファですやすやと寝息を立てているヴィクトリアを見て、圭は小さく嘆たん息そくした。

　彼女はだらしない格好でむにゃむにゃと口を動かし、

「ケイ、それ以上キスされたら……わたしは……わたしは……デザートは杏仁あんにん豆どう腐ふ……」

　ヴィクトリアの夢は意味不明な展開になっているようだった。そんな彼女の寝言を特に気にした様子もなく、ドクター・マーチンがコーヒーを持ってくる。

「トーコ殿はなかなかに大変なようだね」

「もうあんたの耳にも入ってるのか？」

「わたしは色々と特別なのだよ」

　渡されたスチールカップには、どぎつい色のコーヒーがなみなみと注がれていた。

「どこの野営地だ、ここは」

「失礼な。いい豆を使っているよ」

　圭は恐る恐るコーヒーに口をつけ、ただ苦いだけの味に辟へき易えきした。それでも強引に流し込み、苦みが胃に広がることに顔をしかめる。

「ドクター、〈商会〉の動きをどこまで知ってる」

「にゅふ。わたしはスパイではなく傍ぼう観かん者しやだよ、〈黒龍孩子〉殿」

「よく言うぜ。香港ホンコンのラウ大哥ダーコーに、あんたは報告をしているはずだ。逐一な」

　ドクター・マーチンはラウが欧州の魔法使いギルドから香港に呼び寄せた女だ。燈とう子こが上げる報告とは別に、彼女が香港に日本本社の動きを伝えていることは明らかだった。

「今回のことは〈黒龍孩子〉殿も気づいているだろうけども、色々と複雑なのさ。わたしもすべてを把握してはいないよ。にゅっふふ」

「発端は〈博物館〉との和解交渉だな？」

「そうだね。ただ、ラウ殿にはそもそも〈博物館〉と和解するという選択肢はない」

「そうは言っても〈商会〉はこの話に乗っただろ」

「ラウ殿は、と言ったじゃないか。幹部会の総意は別だよ」

　圭けいは舌打ちをした。香港ホンコン総本社で序列を持っている連中の主導権争いにはいい加減うんざりだが、その材料に今回の件は使われているというわけか。

〈博物館〉と融ゆう和わを進めたいフーの勢力と、そうではないラウの勢力。燈とう子こは後者だが、和解交渉の条件にヴィクトリアのことが出たせいで香港の意向とは違う行動に出た。

〈博物館〉が要求している春日かすがアイリスと、彼女が奪ったとされる〈アンティーク〉を渡せば場は収まる。だが、圭はアイリスを助けたい。

　ドクター・マーチンの言うとおり、様々な要素が重なり合って事態は複雑だ。

「春日アイリスは〈アンティーク〉を〈博物館〉から奪っていないと言ってる。これがもし本当なら、〈博物館〉は最初から保険狙いだ」

「ふむ。〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿の〈アンティーク〉かね」

「いまは燈子の命になったけどな」

「ラウ殿はトーコ殿には死んでほしくはないと思っているよ」

　それはそうだろう。ラウにとって幹部会の序列を与えた燈子は有用な道具だ。

「これはこれでラウ大哥ダーコーと対立してる連中にとってはありがたい話ってわけか」

　圭は自分の言葉にぞっとした。

　燈子が死ぬことで得をする連中がいる。ラウと対立している〈博物館〉との融和を望む連中だ。彼らが水面下で〈博物館〉と話をまとめ、矢や面おもてに燈子を立たせたのだとしたら。交渉が成功すればラウの影響力を削そげる。失敗しても燈子に責任を負わせて吊つるし上げることができる。

「滅めつ多たなことを口にするものじゃないよ、〈黒龍孩子〉殿。想像にすぎないことさ」

「ドクター、俺おれがいまからやることをラウ大哥に報告しろ」

「春日アイリスを助けようとでもいうのかい」

「乗りかかった船だ。このまま見捨てるのは寝覚めが悪すぎる。密告者モグラの末路は一つしかないからな。そのうえで、燈子も助けてみせるさ。必ずな」

　アイリスの言葉を信じるならば、〈アンティーク〉を〈博物館〉から奪った人物は別に存在する。あるいは〈博物館〉の狂言か。〈アンティーク〉とアイリスの身柄が揃そろわなければ燈子が死ぬというこの状況をひっくり返すには、どうすればいいのだろうか。

「にゅふ。００７にでもなったつもりかな。それともジョン・マクレーン？」

「だったら安心だ。映画の最後はハッピーエンドだろ？」

　圭は空になったスチールカップを、本の山の上に置いた。

「俺がラウ大哥の望んだようにしてやるさ。〈博物館〉と和解せず、雨あめ宮みや燈子も死なない。だから、協力しろと伝えろ」

　言葉を荒げるわけではなく、静かな、だが断固とした口調。

「にゅっふふふ。トーコ殿は君に随分と色々なものを与えてくれたようだね」

「……なんのことだ？」

「あんなことがあって、〈黒龍孩子〉殿は諦てい観かんと虚無に満ちていたから」

　彼女の言っている意味がわからずに、圭けいは数すう瞬しゆんだけ沈黙した。

　それが夢に見た香港ホンコンでのできごとを言っているのだと気づき、息を呑のむ。口のなかが妙に乾かわき、手のひらにはじっとりとした汗が滲にじんだ。

　彼女を燃やし尽つくす漆しつ黒こくの炎が脳のう裏りにフラッシュバックする。

　圭は目眩めまいを覚えたが、倒れることなく踏みとどまった。

　皮肉げに笑い、ドクター・マーチンに告げる。

「そんなことは、とっくの昔に忘れちまった」

「それは結構だね。わたしから〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿のことは伝えようじゃないか。それでラウ殿が手を貸してくれるのかまでは保証できないけれどね」

「ああ、十分だ」

　多くは期待できないだろうが、ラウの助力が少しでも得られれば御の字だ。

　まずは〈商会〉がアイリスと〈アンティーク〉を時間内に揃そろえることができなかった場合にも、燈とう子こが死なないようにすることが先決だ。燈子が人質に取られているようなこの状況を打開すれば、〈博物館〉とやり合ってアイリスを取り返すこともできる。

　和解交渉は決裂するだろうが、ラウはむしろその展開を望んでいる。

「それで、これからどうするのかな」

「〈博物館〉の連中から、燈子のチョーカーに仕込まれた爆薬の鍵を手に入れる」

「どうやって〈博物館〉と接触を？」

「そいつはこれから考えるさ」

　表向き和解交渉が行われているなかでは派手な動きはできない。圭も連中からしてみれば立派な〈商会〉の関係者だ。

「わたしにいい考えがあるぞ」

　不意に聞こえた声に、圭は視線を向けた。

　いつから話を聞いていたのか、ソファの上にヴィクトリアが仁王立ちになっている。

「うーん」

「な、なんだ？」

　圭に見つめられて、彼女は視線をそらした。どこか照れたようにもじもじしている。

「聞くだけ無駄かな、と」

「なんでだ！　ひどい！」

「俺おれは全然ひどくない」

「ドクター、この愚か者になにか言ってくれ」

「とりあえずソファから降りてほしいのだけどね。スプリングがダメになってしまう」

「ぬあー！」

　両手をわたわたとさせて不満を爆発させるヴィクトリアを横目に、圭は頭をがりがりとやった。さて、本当にどうしたものか。
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　マジックミラーの向こう側に拘束されている男は、香港ホンコンで身柄を押さえたときに比べて別人のようにやつれていた。髪はばさばさで、痩やせこけた頬ほおには無ぶ精しようひげが伸び放題になっている。くたびれたワイシャツには乾かわいて黒ずんだ血がべっとりと付着していた。

「ホントに生きてるのか？」

「レイ小姐シヤオチエから死んだほうがましだと思うようにしておけと言われているんでね」

　監禁している男を監視している担当者は、世間話でもするかのように言った。

　カオルーン・セキュリティ・システムという警備会社の制服を着た、人のよさそうな中年男だ。ビール腹のせいで制服の上着がはち切れそうになっているが、圭けいの記憶が確かならば彼は人民解放軍の出身で、その手の尋問に専門的な技術を持っている。

「話せるか？」

「ええ。正気を失わないようにしていますよ。しかし本当にいいのですか、ケイ先生シンサン」

「見つかったら俺おれのせいだって言っとけ。いまはそれどころじゃないだろうけどな」

　圭はパイプ椅い子すに手て錠じようで拘束されている男を改めて見やった。

　頭を垂れてぴくりとも動かない。

「悪趣味だな」

　ヴィクトリアが嫌悪感を隠すこともなく、顔をしかめた。

「〈商会〉は正義の味方ってわけじゃないからな」

　圭はヴィクトリアの頭に軽く触れてから、男が監禁されている部屋に入っていった。

　その後ろにヴィクトリアが無言で続く。

　殺さつ風ぷう景けいな室内には、拘束されている男がどのような仕打ちを受けているのかがわかる痕跡がいくつも残されていた。

　床に付着している黒ずんだ血痕、部屋の片隅に転がっている茶色くなった歯や爪。

　ただ、これらはすべてが眼前の男のものというわけではない。いままでこの部屋に監禁されてきた連中のものだ。新しい住人の恐怖心をかき立てるために残されているのだ。

「リチャード・リー」

　圭は男の名前を呼んだ。

〈商会〉のアンティーク・ハンターであったにもかかわらず、〈博物館〉からスカウトされて裏切ろうとした男。いまから一ヵ月ほど前、圭が香港で身柄を拘束した。

「あんたにいい話を持ってきた」

「…………いい話だって？　バカは休み休み言えよ〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉」

　リーは顔を上げることなく言った。

　掠かすれた声だったが、思った以上にしっかりとしていることに圭は驚いた。

「まだそんな口がきけるなんてな。あんたは俺の話を聞くしかないんだよ。このままずっとこの部屋の住人でいるつもりか？」

「これは報いだからねえ……くっくっ。そういう世界だろう。俺おれたちがいるのはな。お前もせいぜい気をつけるんだな。明日は我が身だ」

「ずいぶんと往生際がいいんだな」

「へえ、そう見えるかね？」

　リーはようやく視線を上げた。

　その顔は死人のようだった。それでも落ちくぼんだ眼がん窩かからのぞく血走った目は、まだギラギラとした光を灯ともしていた。

「あんたを助けてやるよ」

「助ける？　俺を？　お前が？」

　顔面を痙けい攣れんさせるようにして、リーは笑った。この男がこんな部屋で生き地獄を味わっているのはそもそも圭けいのせいなのだ。これほどの皮肉はない。

　だが、圭は平然としたままだった。むしろ恩を着せるかのようにリーを見下ろす。

「俺に協力するなら自由にしてやる。〈博物館〉だろうとどこだろうといけばいい」

「ヘマをやらかした俺を、連中がいまさらほしがるかよ」

「それはあんた次第だ。いい手みやげをくれてやる」

「手みやげ？」

　リーがぎょろりと目を見開いた。少しは関心を持ったらしく、声もなく笑う。

「連中が喉から手が出るほどほしい〈アンティーク〉だよ」

「わたしを手みやげにして、〈博物館〉に接触するといい」

　圭の背後から一歩を踏み出して、ヴィクトリアがむっつりと言った。

　少し緊張した面持ちの彼女に一瞬だけ視線をやる。

「朝あさ霧ぎり明めいはあんたも知ってるだろう。彼女がロンドンで〈博物館〉から強奪した〈アンティーク〉さ。大だい英えい帝てい国こくの女王からキスの祝福を受けた、マスケット銃」

「それがわたしだ」

「くっくっ……」

　リーはくぐもった笑いをもらした。血走った目はギラつき、口元からは黄色い歯がのぞいた。前歯は四本とも抜かれたらしく、ひどく不気味だった。

「で、俺になにをしろって？」
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　監禁されていた部屋から一ヵ月ぶりに解放されたリーは、やせ細ってはいたもののしっかりとした足取りだった。熱いシャワーを浴びさせ、ひげを剃そり、髪を整髪料で整える。上等なイタリア製のスーツに、革靴、レイバンのサングラス。

　リーはすぐに飄ひよう々ひようとして信用のならないアンティーク・ハンターの姿に戻っていた。

　香港ホンコンの一〇〇万ドルの夜景を彷ほう彿ふつとさせる神明市の巨大な中華街の夜は、宝石箱をぶちまけたような原色のネオンと喧けん噪そうに満ち満ちていた。

　終電がなくなっても人々の姿は消えることはない。

　客引きの女の甘い声と酩めい酊ていした男の怒鳴り声。露天の主あるじが客と談笑し、日本語と広東カントン語が交じりあう混こん沌とんだけがそこにある。

　そんな中華街の一角にある雑居ビルの陰で、リーは携帯電話を手にしていた。違法店から購入したプリペイド式の携帯電話で、〈博物館〉の女に連絡をつけている。

　圭けいは路肩に停車した古いプジョーの後部座席から彼を観察していた。本当に〈商会〉から脱走したかのように、周囲をしきりに気にしている。

「アカデミー賞ものの演技だな」

　ぼそりとつぶやき、隣に座っているヴィクトリアへと視線をやる。

「なあ、本当にいいのか？」

「なにがだ？」

「なにがって……おまえが一番危険な目にあうだろ」

　彼女の『いい考え』は、本当にいい考えだった。ヴィクトリアを餌えさにして連中をおびき出し、その間に活動拠点である領事館に圭が潜入する。取引の最中に燈とう子このチョーカーに仕込まれた爆薬の鍵を探し出す。

　ヴィクトリアは連中が喉から手が出るほどに手に入れたい〈アンティーク〉だ。確実に話には乗ってくる。だが、問題は誰だれが〈博物館〉に取引を持ちかけるのかということと、失敗すればヴィクトリアを失ってしまうかもしれないということだ。

　問題の前者はリチャード・リーを利用することで解決した。捕らえられた〈商会〉から脱走し、手みやげを持って〈博物館〉に保護を求める。ありそうな話だ。

　問題の後者は、正直言ってわからない。

　燈子がどんな顔をするのか想像してみたが、いまの圭には最後に会った彼女の冷たい顔が浮かぶだけだった。だが、彼女が圭のために一方的になにもかも一人で抱え込む必要なんてない。それだけは言える。

　わたしはケイくんのために命を懸ける。だから、ケイくんもそうして。

　そう彼女が言わないのなら、勝手にそうするまでだ。

「わたしにしかできないことで、ケイの役に立てるなら」

　ヴィクトリアの声は少し硬かった。

　自分から言い出したことだ。迷いは感じられない。だが、彼女の様子はなにかがいつもと違うのだ。それがなにかと言われれば、圭自身うまく説明することはできないのだが。

「なにかあったのか？」

「いや、別に、なにもないぞ」

　ヴィクトリアはこちらに一瞬だけ視線をやり、すぐにそらした。ドクター・マーチンの研究室で再会して以来、どうにも彼女の態度は妙なのだ。

　ぼそぼそと独り言のようにして言ってくる。

「ケイは、わたしが危険な目にあうのはいやなのか？」

「そりゃそうだろ。ほかに方法があればこんなことやりゃしないよ」

「そ、そうなのか……！」

　なぜかヴィクトリアの声のトーンが一段上がる。

「おまえになにかあってみろ。〈ネバーランド〉へのいき方のヒントすらまだわからないってのに。目も当てられねえよ、実際」

　ヴィクトリアが無言で圭けいのすねを蹴り飛ばした。

「っ!?」

「ケイのバカ……！」

「なんなんだよ……」

　圭は蹴られたすねの痛みに顔をしかめつつ、視線だけをヴィクトリアに向けた。

　彼女はそっぽを向いていた。唇を尖とがらせ、不満そうだ。

「少しはわたしのことを心配したらどうなのだ」

「？　だから心配してるだろ？」

「そういうのは、なんというか、わたしがしてほしい心配とは違うのだ」

「なんだそりゃ。やっぱりおまえ、なんかおかしいぞ」

　困ったように頭をがりがりとやる。

　そんな彼に、ヴィクトリアはどんよりとした嘆たん息そくを返した。

「もういい。バカめ」

「なんで怒ってるんだよ」

「なにも怒ってなどいない」

　さっぱり意味がわからない。

　明らかに不機嫌な彼女をどうにかする前に、運転席のドアが開いた。

　電話を終えたリーが車に乗り込み、勢いよくドアを閉める。

「おまえの読みどおりだ。連中、乗ってきやがったよ」

「だろうな。警戒されてるか？」

「されてるさ。連中からしたらこんなにうまい話はないからねえ」

「けど、無視はできない話ってわけだ。あんたにはこれから連中と接触してもらう。取引の条件交渉で時間をできるだけ稼いでくれ」

「くっくっ……あんまり無む茶ちやを言うなよ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉。俺おれの立場は弱いんだ」

　リーは薄ら笑いを浮かべ、取り出した煙草たばこに火をつけた。

「時間と場所は？」

「夜明け時、海の見える塔で」

　ずいぶんと詩的な言い回しに、圭は苦笑した。

　神明市の埠ふ頭とうには街を一望できる神明タワーという名所が存在している。一〇〇メートルを超える鉄塔建造物で、夜にはライトアップされてデートスポットにもなっている。

「やれるだけはやるけどなあ、潮時がきたらその〈アンティーク〉は連中に渡す。あとは自由にさせてもらうぜ。そういう条件だろう？」

「ああ、あんたの好きにしろ」

〈博物館〉は影響力の低い極きよく東とうにはあまり人員を割いていない。交渉相手は燈とう子このときと同じ人物に違いなかった。警戒をして護衛に人員をある程度は割くはずだ。手薄になった領事館に潜入し、リーが時間を稼いでいる間に鍵を探し出す。

「妙な考えは起こすなよ。こちとらあんたのことはよく知ってるんだ」

　圭けいは後部座席から身を乗り出し、リーの耳元で囁ささやいた。

「日本からあんたの故郷へ挨あい拶さつにだっていける、リー・フーチァン」

　それがこの男の本当の名前だった。

　中国北部の農村に、リーの生まれた小さな家はある。ガスも水道もない。延々と広がる田園に頼りない電柱が立ち、かろうじて電気がとおっている程度の、中国ではありふれた田舎だ。

　この男が〈商会〉を裏切った段階で、あらゆることは調べ上げられている。家族、親戚、可愛かわいがっていたペットから初恋の相手まで。なぜこの男はアンティーク・ハンターになったのか。なぜ金がいるのか。すべてだ。

「イスラエルの病院にだって、見舞いの花を届けられる」

　その言葉でリーの表情がわずかに強こわ張ばったのを圭は見逃さなかった。朝あさ霧ぎり圭は青臭い正義感を振りかざすアマチュアではない。やるときは徹底的にやるプロフェッショナルだ。必要なら、入院している病人の喉元に刃物を突きつけることだってできる。

「おお、怖い」

「ああ、俺おれは怖いんだよ。だから妙な考えは起こさないことだ」

　圭はその言葉で念を押し、ヴィクトリアへと視線をやった。

「ヴィクトリア、いけるか？」

　ヴィクトリアは窓に頬ほお杖づえをついてそっぽを向いたままだった。

　それでもやる気はあるらしく、ゆっくりと視線を運転席のリーに向ける。

「丁重に扱え。本来はおまえのような輩やからが手にすることなどできないのだからな」

「そいつは光栄ですな。レディ・ヴィクトリアとでもお呼びしましょうか」

　リーが薄ら笑いを浮かべたまま、煙草たばこを窓から外に投げ捨てた。
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　カオルーン商会日本本社ビルの最上階にあるマネージャー室は簡素で、燈子の執務机の他にはスチール製の本棚と応接セットがあるくらいだった。

　唯一それらしいと言えば眺ちよう望ぼうくらいのもので、全面ガラス張りになっている部屋からは神明市が一望できる。

　海の彼方かなたから、輝く太陽がゆっくりと顔を出そうとしていた。

　暗く寒々しかった空と海面が、光に照らされて輝いていく。

　夜が明ける。その眩まぶしさに耐えかねて、燈とう子こはすっと目を細めた。

　窓ガラスに映っているのは、疲れた女の顔だった。一睡もしていないせいもあるのだろうが、実際の年齢よりも一〇歳は老けて見えた。

　燈子はそんな自分自身に向けて小さく笑った。自嘲だった。

「こういうのを報いとでも言うのかしらね」

　首に巻かれたチョーカーの南京なんきん錠じようを指で弾はじく。そのなかには微量の爆薬が仕込まれている。それでも燈子の頭を吹き飛ばすには十分な量だ。

　自分の都合で彼を生きる糧にして、散々に頼ってきて、勝手に好きになって、そのくせ最後の最後で彼にわがままを言えなかった。彼が手を差し伸べてくれたのに。

　シルビアの言うとおり、もう少しだけ素直になっておけばよかったのかもしれない。

　あのときだけではなく、いままでも。彼のことを気にかけているくせに、幼なじみのままでずっとすごしてきた。あるいはカオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉と〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉としてすごしてきた。どちらも彼女が本当に望んでいるものではないけれど、なにかを変えようとしてすべてがなくなってしまうよりはずっといい。

　そう思っていたのだ。そして、彼を傷つけてしまった。

「バカみたいね」

　燈子は自分の頬ほおにそっと触れた。疲れた顔が、こちらを見ている。

「わたし、すごいブスだ」

「〈火箭小姐〉がブスなら、世の中の女の子の大半は立つ瀬がないと思うですが」

「あら、そう？」

　背後から聞こえた声に、燈子は振り返った。驚くことはしない。春日かすがアイリスをここに連れてくるように言ったのは彼女自身だからだ。

　アイリスは身体検査を受けた直後のガウン姿から、プリーツスカートにブレザーという英えい国こくの学校制服に戻っていた。ただし、手て錠じようはつけられたままだ。

「ついにラスボスが直じき々じきにアイリスを取り調べるのですか」

「どういう呼び名よ」

「ケイ兄さんを攻略するルートのラスボスだとメイ師姐スーチエが言っていましたですよ」

「あの人は、まったく……」

　燈子は小さく嘆たん息そくすると、眉み間けんの皺しわを揉もみほぐした。

「わたしがあなたを取り調べたところでなにも聞き出せやしないわよ。ただ、少し話してみようと思っただけよ」

　そもそもアイリスには拷ごう問もんまがいの尋問はしないように命じてある。

　短い時間ではあったが、裏を取った。彼女が朝あさ霧ぎり明めいに仕込まれたことは間違いない。そうであれば身体からだに聞くだけ無駄なことだった。死んでも話しはしない。

　燈とう子こはキャビネットからティーセットを取り出した。香港ホンコンの骨こつ董とう店てんで購入した英えい国こく製のアンティークで、クラシックな花柄の意い匠しようだ。

　そのまま執務机の電話で内線をかける。

「わたしよ。お茶を入れてほしいのだけれど。ええ、すぐにきて」

　受話器を置くと、燈子は言った。

「座りなさい。紅茶でも入れるわ」

「手て錠じようをされていては紅茶もなにもないと思うのですが」

「それもそうね」

　燈子は彼女の手にかけられている手錠を外してやった。恐ろしく軽く、頑丈な素材でできている。映画やテレビで見る、重じゆう厚こうな金属製のものに比べれば玩具おもちやのようだった。

「どうしてアイリスと話をしようと思ったのです？」

「〈博物館〉はあなたが〈アンティーク〉を盗んだと言っているけれど、あなたは身に覚えがないと言う。わたしはね、連中の言うことを全部信じているわけではないのよ」

　その言葉が意外だったのか、応接セットのソファに座ったアイリスは、燈子をじっと見つめてなにかを考えているようだった。

「連中が〈商会〉のスパイを見つけ出したことを利用して、最初から保険狙いで交渉を吹っかけてきている可能性だってあるし。〈アンティーク〉は本当に盗まれていて、あなたが誰だれかにはめられた可能性だってある。わたしは別にどちらでも構わない」

「そうなのです？」

　シルビアとは別の女秘書が部屋に入ってくる。

　燈子は一礼をしてティーセットを持って出ていく彼女に軽く手を振った。

「あなたがすぐに見つかったのは運がよかったけれどね。連中も最初の取引がうまく成立するとは思っていないはずよ」

「だけどあなたは〈猟犬部隊〉を動かしたです」

「〈博物館〉の連中にわたしたちが本気なのだということを見せなければいけないもの。それに、連中が言っていることが本当だという可能性もあるのよ。いまもわたしの猟犬たちは、あなたが持ち出したという〈アンティーク〉を探しているわ」

　燈子は平然と言ってのけた。そこにはなんの迷いもない。カオルーン商会日本本社を率いるマネージャーとしての、冷れい徹てつな思考と判断があるだけだった。

　彼女は〈博物館〉が望む春日かすがアイリスの身柄と〈アンティーク〉が期限までに揃そろわなかった場合にどうするかさえ考えている。そうなる可能性が高いということも、理解している。そのうえで雨あめ宮みや燈子は──朝あさ霧ぎり圭けいのために自分の命を差し出したのだ。

「あなたは、死ぬのが怖くないのです？」

「ケイくんのためなら、死ぬことなんて怖くはないのよ」

　燈子はそう言って、アイリスと向き合って座った。

　じっと彼女の顔を覗のぞき込こみ、不意に微苦笑を浮かべる。

「……そう思っていたけれどね」

「違うのです？」

　その言葉には答えられなかった。確かにそう思っている。いまでも。圭けいのためなら命を懸けることも、なんでもないと。けれどそれは自分の独りよがりだったのかもしれない。

　燈とう子こはこの話は終わりだというように軽く頭を振った。

「アイリス、わたしがあなたと話をしてみたかったことは別にある」

「なんです？」

「メイさんは意味のないことは絶対にしない人だから。あなたがケイくんを頼るように言われたのには必ず意味がある」

　燈子は深い息とともに言葉を吐いた。

　アイリスは明めいの意志によって日本に、圭のもとにやってきた。明であればもっと違う方法でアイリスを助けることもできたはずだ。そうしなかったということは、圭と彼女を会わせたかったということだ。ヴィクトリアのときと同じように。

「メイさんからなにを言われているの？」

　燈子は切れ長の一重をすっと細めて、鈍い光を双そう眸ぼうに宿した。

　切れ味鋭い刃物のような眼光は、大の男でも射い竦すくめられてしまいそうだった。

　明が弟のことを大切に思っていることは理解できる。彼女なりに圭の身体からだを元に戻してやりたいと思っていることも。だが、肝心なことを燈子にはなにも言ってこない。

　彼女はそれが気に入らなかった。

　実の姉である明よりも、燈子は圭との時間を多くすごしている。明がラウの猟犬として生きるのに必死だったころ、彼女と圭は身を寄せ合って生きてきたのだ。

　わたしは〈商会〉で一番偉くなってケイくんを助ける。ケイくんはがんばって元に戻る方法を探し出す。だから、わたしたち友達になりましょう。子供のときにそう約束を交わした彼女にしてみれば、横から思い切り殴りつけられたようなものだった。

「あなたは、何者なの？」

　アイリス・カスガという日系英えい国こく人の少女が英国に住んでいたことは事実だ。だが、ロンドンの病院で死んでいる。眼前にいる少女は死んだことになった本人なのか、それともどこかの誰だれかが名前と経歴を乗っ取ったものなのか。

「メイ師姐スーチエからは、アサギリ・ケイを頼りにしろと言われただけです。自分の弟なので、あなたの兄のようなものだと。そう言われたのです」

　アイリスにはまったく物もの怖おじした様子はなかった。

　沈黙の静寂が二人を支配する。

「本当にそれだけ？」

　燈子は膝の上で軽く手を組み、アイリスを凝視した。底が見えない漆しつ黒こくの瞳は、まるで獲物を見つめる蛇のようだった。空気が冷え冷えとして凍りつく。

　二人はどちらからも視線をそらさずに、一〇秒近く見つめ合っていた。

　一瞬、アイリスが居心地悪そうに身じろぎする。それはソファにかけていた腰を数センチ動かすような、ほんの些さ細さいなものだった。

　燈とう子こはそれを見逃さず、言葉を噛かみ締しめながら、ことさらゆっくりと言った。

「本当に？」

　精神や身体からだに与えるどんな苦痛も、一生遊んで暮らせるような金も、なんの意味もない連中というのは確かに存在する。燈子はそんな連中をいくらかは知っていたし、眼前の少女がそうだということも知っている。

　そんな連中にどうするのかと言えば、結局のところこちらの底を見せず、得体の知れない不安感を与えるしかない。呑のみ込こんでやるのだ。不安は恐怖になる。香港ホンコンで生き残ってきた雨あめ宮みや燈子は、彼女が望む望まないにかかわらず、それができる女だった。

　真綿で首を締めつけるように、じっくりと圧力をかけていく。

「本当に？」

　アイリスが静かに息を呑むのがわかった。

　最初に顔を合わせたときよりも緊張している。もう目をそらせないはずだ。そうした瞬間、燈子に呑まれることを彼女はよくわかっている。

　息苦しさを感じたのか、アイリスは制服のネクタイを緩めた。

　なにかを言おうとして、掠かすれた声だけがもれる。それでも彼女は言葉を絞り出した。あたかも深い深い海の底で、空気を求めてもがくように。

「──思い出をつくれと言われたのですよ」

「思い出？」

　燈子は眉み間けんに皺しわを寄せて怪け訝げんな表情をした。

「アイリスはもう助からないだろうから、と。アイリスのことは調べましたですね？」

「ええ」

「アイリスは本物のアイリス・カスガですよ」

　アイリスがブレザーの上着を脱ぎ、ブラウスの袖ボタンを外す。そのまま右腕の肌を露あらわにすると、ひどい火傷やけどの痕あとが残っていた。

「ロンドンで起きた自動車爆弾テロを知っているですか。ロンドン橋を吹き飛ばした」

「マザー・グースの爆弾テロ？」

　燈子は記憶の底から、アイリスの言っているテロ事件を引っ張り出した。

　数年前に起きた事件で、ロンドン橋に違法駐車していた自動車が撤去の途中に爆発した。警察官数名と市民数十名が死亡し、ロンドン橋が落ちた。あたかもマザー・グースの童謡のように。

「これはそのときの火傷の痕です」

　アイリスがソファから立ち上がると、ブラウスのボタンをすべて外した。

　血管の色が透けるほどに白い肌が、蛍光灯の光に照らされて青白く見える。膨らみかけの胸を包むのは、妙に大人おとなっぽい黒いブラだった。

「ちょっと……！」

　いきなり服を脱がれて、さすがに燈とう子こもぎょっとした。

　アイリスが黙ったまま後ろを向いた。その華きや奢しやな背中にも一面に火傷やけどの痕あとが残っている。治癒してはいたが、痛々しく、見ていて気分がいいものではなかった。

「アイリスは家族で買い物に出かける途中でした。爆発に巻き込まれたときの記憶はないですけど、目を覚ましたら病院のＩＣＵにいたですよ。両親は死んだです」

　燈子はなにも言わなかった。だからどうしたというのだ。そんな程度の不幸話は、この業界にいくらでもある。軽く見るつもりはないが、かといって同情する気にもなれない。それがアイリスという少女の運命なのだ。あとはもう、どう抗あらがうかしかない。

「大好きだった兄も死にましたです。生きていればケイ兄さんと同じ年ですよ」

　アイリスがゆっくりと向き直る。

　ソファに座ったままの燈子は、上半身を露あらわにしている少女を見上げた。冷たい眼光を浴びせ、唇をわずかに震ふるわせる。そんなバカな話があるものか。

　頭のなかが熱くなるのを、もう一人の自分が抑え込む。

　燈子は知らず知らずに握り締めた拳こぶしを机の下に隠した。

「ふざけないでくれるかしら。それでケイくんを代わりにして死ぬ前に思い出づくり？　メイさんもどうかしているわ……！」

「それはあなたが決めることではないと思うですよ〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。アイリスは兄のことが大好きでしたから」

　アイリスがはじめて表情らしい表情を見せた。ブラウンの双そう眸ぼうは熱っぽく湿り、口角を吊つり上あげて笑う。

「犯してほしいくらいに」

　燈子はその笑顔にぞっとして、全身が泡立つような感覚に襲われた。それでも顔色を変えることなく、一言だけ言い放はなつ。

「とんだブラコン」

「冗談です。アイリスはそんな変態ではありませんです。アイリスがメイ師姐スーチエから言われたことはそれだけです」

　燈子はこめかみを押さえて深い嘆たん息そくをもらした。

　さすがに朝あさ霧ぎり明めいに仕込まれて、〈博物館〉に潜っていただけのことはある。この女はとんだやり手だ。掴つかみどころがなく、煮ても焼いても食えないゲテモノだ。

　アイリスが元の姿に戻っていく。ブラウスのボタンをきっちりと締めて、ブレザーを羽織り、ネクタイを締める。

　マネージャー室のドアがノックされ、燈子が入室を促すとティーセットを持った秘書が入ってきた。だが、眉まゆを八の字にして、どこか困ったような顔をしている。

「大小姐ダーシヤオチエ、お客様がお見えです。お休みだと言ったのですが、どうしてもと」

「こんな時間に？」

　燈とう子こは思わず腕時計を見た。午前四時四〇分。まともな来客だとは思えない。

　その予感を裏づけるかのように、秘書は客人の名前を告げた。

「香港ホンコン総本社の朝あさ霧ぎり明めい様です。ラウ専務の使いだと申しております」





◆◇◆◇◆






　神明タワーの展望台は静まり返っていた。

　周囲がガラス張りになっている空間には朝日が差し込み、安っぽい床や売店のシャッターを白く染め上げている。

　展望台のガラス窓からは、雑然とした神明市の街並みが、二四時間休むことなく稼働する港が、行列を作って続々と出入りするコンテナ車が、朝日に照らされて光っている様子が見えた。

　タワーの隣にある観かん覧らん車しやはさすがに停止しており、その向こう側にはカオルーン商会日本本社のビルがそびえている。空に届きそうなほどの高さだ。

　雲一つない真まっ青さおな空が、白々と明けていく。

　ヴィクトリアは目を細め、幻想的ですらあるそんな光景を瞳に映していた。

　彼女の隣には煙草たばこをくわえているリチャード・リーが、スーツのポケットに両手を突っ込んで少しばかり緊張した面持ちを浮かべている。

「さて、そろそろ連中がきてもいいころだ」

「わかっている。気安くわたしに話しかけるな」

「そいつは失敬。〈アンティーク〉様はずいぶんと気位がお高いようで」

　リーがわざとらしく肩をすくめ、何本目かもわからない煙草を足元に投げ捨てた。

「けどなあ、こいつはお前さんから言い出したことなんだぜ。ご主人様のためにな」

「ケイは別にご主人様ではない」

「そうかい？　〈アンティーク〉が契約したオーナーにぞっこんってのはよくある話さ」

　リーの口調はこちらをからかうようなものだったが、ヴィクトリアは頬ほおが熱くなるのがわかった。動どう揺ようを悟られないようにことさらに意識して、むっつりと押し黙る。

　わたしはケイにぞっこんなのだろうか？

　君はね、恋をしているんだ。

　ドクター・マーチンの言葉が胸きよう中ちゆうによみがえり、彼女は目を白黒させた。

　恋というものがどういうものなのか、よくわからない。

　誰だれかを好きになるということがどういうことなのか、よくわからない。

　だが、圭けいのために少しでも役に立ちたいと思う。些さ細さいなことでも助けになりたいと思う。そのためならなんでもできる。そんな高揚感で胸がどきどきする。〈アンティーク〉とオーナーというだけではない、もっと違うなにかを二人の間につくりたいと思う。

　これが恋だというのなら、確かにわたしはケイに恋している。

　ヴィクトリアはこんな状況だというのに、口元が緩むのを自覚した。

「気持ち悪いやつだな」

「……っ！」

　リーの言葉にびくりとして、咄とつ嗟さに右手で口元を隠す。

「な、なにを勝手に見ているのだ……！」

「おお、怖い怖い」

　ヴィクトリアはリーを鋭く睨にらみつけたが、動どう揺ようは隠しきれていなかった。口元を隠したまま、もごもごと抗議の声を上げ、耳の先まで真まっ赤かになっている。

（こんな男にバカにされるなど、なんという屈くつ辱じよくだ）

　だが、そうなってしまった理由は、彼女が一番わかっている。

　彼が言ったのだ。キスは好きな者同士がするものだと。おまえは俺おれのことが好きなのかと。ヴィクトリアはそのとき答えられなかった。人を好きになるということがどういうものなのか、わからなかったから。

　だが、もし本当に、ドクター・マーチンの言うとおりなのだとしたら。自分がケイに恋をしているのだとしたら。

　それはとても──うれしい。

　彼とキスをする資格をもらったみたいだった。

　身体からだのどこかわからないところが、ぽかぽかと温かくなる。

　こんな気持ちははじめてで、ヴィクトリアはどう控え目に言っても焦こがれていた。

「お前さんがなにを考えていようがどうでもいいがな、そろそろ準備といこうかい」

「……そうだな。できる限り時間を稼がなければならないからな」

　ヴィクトリアは咳せき払ばらいをして気持ちを切り替えた。

「見ろ。連中のお出ましだ」

　エレベーターの階数を表示しているパネルが点滅し、ゆっくりと上昇をはじめていた。

「そろそろマスケット銃に戻ってくれるかい」

　リーの言葉に小さくうなずく。

　元の姿に戻るのはいいが、改めて人の姿になる際には膨大なマギが必要だ。いまの状態は腹三分目といったところなので、人の姿に戻ったときにマギを供給してもらうことができなければ、絶望的な飢き餓が感に襲われることになるだろう。

　それでもヴィクトリアは躊躇ためらわなかった。

　意識を集中する。自分自身の存在を、内側からひも解いてバラバラにしていくイメージ。光と闇、白と黒、あやふやな世界のなかで無意識に浮かび上がってくる別の姿。

　それがもう一つのわたしだ。

　ヴィクトリアの存在が希薄になる。背後の風景が、透過性の高まった身体越しに見て取れる。瞬間、彼女は光り輝く無数の粒子になって消え去った。

　マギの粒子は一瞬のうちに収束し、フリントロック式のマスケット銃になる。美麗な銀細工の装飾がいたるところに施されたブラウンベスだ。

「おっと……！」

　マスケット銃へと戻ったヴィクトリアは、床に落ちる前にリーに銃身を掴つかまれた。

「〈アンティーク〉ってのはつくづく化ばけ物ものだ。そいつを飯のタネにしている俺おれが言えた義理じゃないがね」

　ヴィクトリアはなんの言葉も返さなかった。こうなっては意思疎通ができるのは契約したオーナーだけだが、圭けい以外の人間に触られることが不快でたまらない。もし言葉を話せるのなら、ありったけの文句を浴びせただろう。

　エレベーターが停止することを確認し、リーが小さく息を吐いている。

　この男も〈商会〉のアンティーク・ハンターとしてそれなりに修羅場を経験してきてはいるのだろう。だが、この男の人生にとって今回は一世一代の山場に違いなかった。〈商会〉を出し抜いて〈博物館〉に鞍くら替がえすると決心したときよりもだ。

「くっくっ……難儀だねえ。俺もそうだが、〈アンティーク〉、お前もな」

　古びたエレベーターのドアが左右に開く。

　瞬間──ぱっと血煙。

　リーが前のめりに倒れ込んだ。

　彼の手から離れたヴィクトリアはなにが起きたのかもわからないまま床を転がり、硬質な音を立てた。

「かっ……はっ……！」

　リーは血だまりに沈んでいた。それは彼自身の血で、どんどんと広がっていく。

（撃たれたな……！）

　ヴィクトリアは直感的に理解していた。リーを撃ったのはエレベーターの連中ではない。それは彼もわかっているのか、血溜だまりのなかで無意識に視線を巡らせていた。

　その先には、ひび割れた展望台のガラス窓がある。

（やはり狙撃か）

　狙撃ポイントはどこだ？　いや、そんなものを探しても無意味だ。圭がいなければ反撃できない。マスケット銃の姿のままではなにもできない。

　リーはもう助からないだろう。胸部を弾丸が貫通している。数分ともたずに失血死する。頭を外したところを見ると腕はあまりよくないな、とヴィクトリアは思った。

「くっ……くっ……ざまあない」

　血溜まりに沈むリーが笑った。

　この男はこうなることを予感していたのではないか。あの部屋から出られるのなら、生きようが死のうがどちらでもよかったのかもしれない。

　エレベーターから降りた複数の足音が近づいてくる。

「笑ってやがる。間抜けが」

「我々は一度失敗した人間をもう一度信用するほど愚かではない」

「しかしまあ、〈商会〉から〈アンティーク〉を取り返してきたことは労ねぎらおう」

　きっちりと折り目のついたスーツを着こなした男たちだ。リーが連絡を取っていたはずの女はきていないようだった。

〈博物館〉の連中は最初から取引などするつもりはなかった。リーを始末するためにここにきたのだ。〈博物館〉の女の顔と声を知っている。恐らくはそれが理由だろう。

　男の一人が懐から自動拳銃を引き抜き、うつ伏せに倒れるリーに向けた。

　一発、二発、三発。銃声が鳴り響き、金色の空薬やつ莢きようが宙を舞う。

　リーはびくりと震ふるえ、それきり動かなくなった。

〈博物館〉の男がこちらを見ている。マスケット銃の姿のままでは連中に回収されてしまう。だが、人の姿に戻ってマギがもつか……？

　予定ではこちらの交渉に〈博物館〉が人員をある程度は割くだろうという見立てだったのだが、そうではなかった。このままでは領事館に潜入した圭けいが危険だ。

　ヴィクトリアは彼の顔を思い浮かべた。

　瞬間、不思議なことに逡しゆん巡じゆんが消えた。圭を助けなければ。とにかくそう思った。一秒でも早く彼の下へいかなければ。

　スーツの男が近づいてくる。

　床に転がっているヴィクトリアに手を伸ばそうとした瞬間、彼女は行動していた。

　マスケット銃の姿から、人の姿へと変化する。

〈博物館〉の男がぎょっとした表情を見せた。

「この……！」

　ヴィクトリアはその隙すきを逃さずに、男の顎あごを思い切り蹴り上げた。

　骨が砕ける鈍い音がして、男が仰あお向むけに倒れ込む。

　だが、そこまでだった。不意に全身の力が抜ける感覚に襲われ、ヴィクトリアはその場にへたり込んだ。くらくらと眩暈めまいがして、目の焦点が定まらない。喉がからからに乾かわき、かきむしりたい衝動に駆られる。空腹で内臓がねじ切れそうだった。

（やはり、無理、だったか……）

　マギがもうほとんど空っぽだ。

　ヴィクトリアは必死で意識をつなぎとめ、床を這はって進みはじめた。圭のところにいかないと。圭を助けに……彼女の頭のなかには、もうそれだけしかなかった。

〈博物館〉の連中がなにかを騒ぎ立てている。その言葉ははるか遠くに聞こえた。





◆◇◆◇◆






　神明市の山の手にある英えい国こく臨時領事館は明治時代に建てられた洋館で、赤レンガの壁に囲まれた頑強で瀟しよう洒しやな佇たたずまいだった。敷地を囲む壁と同じ赤レンガの三階建てで、英国人たちが接せつ収しゆうする前は県の重要文化財に指定されていた。

　臨時とはいえオフィスビルに入らないところは、いかにも歴史と伝統を重んじる英えい国こく人気き質しつといったところか。もっとも、周囲には近代的な警備システムが導入され、緑が生い茂る庭へと続く門扉には屈強な警備員が佇たたずんでいる。

「古い洋館だから穴はいっぱいあるけどな」

　圭けいは警備員と監視カメラの死角に潜み、壁にぴったりと背中をつけていた。洋館の間取り、警備員の巡回時間、監視カメラの位置、すべて頭のなかに叩たたき込こんである。

　リチャード・リーが〈博物館〉との交渉を、そこまで長く引き伸ばせるとは思えない。〈博物館〉の戦力を分断しているわずかな時間で、燈とう子こに仕込まれた爆薬の鍵を探し出せるかどうか。これは賭けだが──

「やってみなけりゃはじまらないからな」

　圭は乾かわいた唇を湿らせると、三メートルはありそうな壁を見上げた。

「こんな装備で泣けるぜ」

　圭の格好は、ぼろぼろになった学校の制服とパーカーのままだった。腰には鞘さやに納められた数本のナイフが提げられ、腋わきの下したのホルスターには自動拳銃。それだけだ。

「二本でいけるよな？」

　自問しながら、音もなくナイフを抜く。

　黒く艶つや消けしされた無反射ブレードは、ちらりとも光らない。

　圭は呼吸をとめた。軽くジャンプして、右手のナイフを壁に深々と突き立てる。そのまま壁を左足で蹴って身体からだを真上に持ち上げ、今度は左手のナイフを壁に突き立てる。

　懸垂の要領で身体を持ち上げ、右手側のナイフに右足をかけて踏み台にする。

　続けざまに左側のナイフに左足をかけ、壁のなかほどまでに到達した圭は最後に思い切りジャンプをした。最上部にぎりぎりで両手が届く。

（よし……！）

　身体を引き上げるなり、圭は壁を乗り越えた。

　緑の多い敷地内に着地し、そのまま走り出す。

　すぐに洋館のシルエットが見えた。夜明け前の薄闇に佇むその姿は、どこか不気味だ。正門からはちょうど反対側にキッチンへと続く裏口がある。

　洋館を舞台にしてゾンビ相手に激しいアクションを繰り広げるゲームを思い出し、圭はうんざりとした気分になった。

　裏口のドアには最新の電子ロックがかけられていた。無理やり破れば警報が鳴る。

「そりゃそうかって話だよな」

　圭は腕時計で時間を確認した。夜明け前のキッチンでは朝食の仕込みがはじまるので、業者がそれまでに食材を届けにきている。ドアの前には段ボール箱に入った食材が確かに置かれており、内側からロックが解除される電子音が響いた。

　そっとナイフに手をかけた圭は、ドアを開けて見習いらしき若いコックが顔を出した瞬間に首を掴つかんで引きずり倒した。口を押さえて声を出せなくし、ナイフの黒い刃をぴたりと首筋に当てる。

　コックはなにが起きたのかわからずに、ただ目を見開いていた。

「領事館に間借りしている連中の部屋はどこだ？」

　圭けいは凄すごむわけでもなく、友人と会話をするような調子で言った。

　これ以上相手を怯おびえさせても仕方ない。余計なことは言わずに、知りたいことだけを聞く。それに答えれば、なにも危害を加えないという雰囲気を演出してやる。

「知ってるな？」

　コックは小さくうなずいて、指を三本立てた。

「三階ってことか？」

　またうなずく。

「部屋は？」

　首が振られる。

「全部か？」

　今度はうなずく。

「ありがとう」

　圭は静かにつぶやくと、ナイフを腰に戻した。

　コックがほっとしたのがわかる。緊張と恐怖で強こわ張ばっていたコックの身体からだがわずかに脱力する。瞬間、圭は両腕を首に回して締め落とした。

「やれやれだよ、くそ」

　圭は気絶したコックを引きずり、キッチンに入った。

　ドアが閉まった瞬間、電子ロックが自動でかかる。広いキッチンにはまだ誰だれもいなかった。調理道具が整然と並び、主あるじたちが現れるのをまっている。

　コックを業務用冷蔵庫のなかに隠して、圭はさっさとキッチンを出た。

　映画やドラマで見るような、一〇人以上が並んで座れる重じゆう厚こうな長机が置かれたリビングダイニング。椅い子すが整然と並び、暖だん炉ろがあり、銀食器が隙すきなく配置されている。一〇〇年近く前にタイムスリップした感覚に陥り、恐ろしく不気味だった。

　圭は頭のなかに叩たたき込こんだ間取りを思い出した。

〈博物館〉の連中は三階全体を間借りしているらしい。洋館はコの字型。この部屋を出ると、建物の外壁に沿うようにして廊下が続く。部屋はすべてコの字の内側に配置される構造だ。中央には三階まで続く階段。その三階は左右に大きな部屋が一つずつある。

　リビングダイニングを出た圭は、洋館の廊下を駆け抜けた。

　夜明け前の窓には分厚いカーテンがかけられており、古めかしいガス灯の照明が等間隔に並んでいる。背の低い絨じゆう毯たんは日に焼けていたが、足音を消してくれるには十分だ。

　緊急に接せつ収しゆうしたため、洋館のなかまでは改修が間に合っていないようだった。監視カメラや電子ロックといったものもない。

　突き当たりのドアを開け放はなち、玄関ホールに出る。

　高い天井から吊つり下さげられているシャンデリアを模したガス灯の淡あわい照明が、薄暗がりをつくりながらホール全体をぼんやりと照らしていた。数々の調度品や絵画、年季の入った家具、本当にここは現代の日本なのだろうか。

　圭けいは息を整えながら、ゆっくりと玄関ホールに足を踏み入れた。

　中央にある階段に向かう。ごついブーツが板張りの床を踏みしめる度に、ぎしぎしという音が鳴った。なぜか慎重になっている。本能がなにかを警告している。

　空気が張り詰めているのだ。

　ぴりぴりとした緊張感が身体からだにまとわりつき、肌を刺す。

（勘弁しろよ）

　胸きよう中ちゆうで独りごち、圭は空気を振り払うように足を進めた。

　正面玄関とは反対側に位置する、ホール奥のドアから入ってきた格好になっている。二階へ向かうための階段を上るため、ぐるりとホールを回り込んでいく。

　圭は無意識に腋わきの下したの自動拳銃に手をやり、そっと引き抜いた。

「とまれ」

　ハスキーな女の声に息を呑のむ。スペイン訛なまりの英語だった。

　圭は反射的に自動拳銃を構えた。階段の踊り場からこちらを見下ろす女も、同じようにしてモーゼルの銃口をもたげていた。

「〈商会〉の回し者かい？」

　ブルネットのスレンダーな美女だ。

　上等なスーツの胸元を大きく開けて、ワイルドに着こなしている。犬歯が見えるような笑い方で、まるで肉食動物のようだった。

「さあ、どうかな？」

「ここは治外法権の英えい国こく領事館さ。コソ泥風情が生きて帰れると思うんじゃないよ」

「そんな領事館は聞いたことないぜ」

　ひどい香港ホンコン訛の英語で、圭は皮肉げに返した。

「生憎あいにくと、ここはそうなのさ」

　あまり騒ぎを起こしたくはないが、見つかってしまったからには仕方ない。いかに迅速に仕留めるかを考える。牽けん制せいのために銃を向けてはいるが、銃声のことを考えればあまり使いたくはなかった。それにしても──

「まるで、まち構えてたって感じだな」

「ええ、もちろん。この時期にあんな話がくれば、なにかあるのではないかと疑わないほうがおかしいというものでしょう。違うかしら、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉」

　圭のつぶやきに答えたのは、ブルネットの女ではなかった。

　階段を下りる足音が響き、踊り場に姿を現したのは鮮やかなブロンドのロングヘアにバーバリーのスーツを見事に着こなしている、いかにもキャリアウーマン然とした女だった。フレームレスの眼鏡めがねが、ガス灯に照らされて鈍く光る。

　あんな話というのは、リチャード・リーからの取引に違いない。

　するとこの女がリーの交渉相手ということか。レイヴンを飼っていた〈博物館〉の極きよく東とう担当。だが、なぜここにいる。

「それでも食いつきたくなる話だったろ？」

「ええ、ですから、きっちりといただきます。哀れなアホを絞め殺して」

　ブロンドの女は人形のようなつくり笑いを浮かべた。

　圭けいは小さく舌打ちした。〈博物館〉の連中は問答無用でリーを殺してヴィクトリアを回収するつもりだ。まさか一度はスカウトした人材を、交渉もせずに始末するとは。

「ずいぶんと薄情なんだな、〈博物館〉は」

「あんな男に構っている暇はもうありませんのよ」

　女の口元が引きつり、わずかに崩れる。

　その言葉は本当なのだろう。〈博物館〉にとって状況はそこまで悪いのか。あるいは眼前の女にとっては。

〈アンティーク〉が奪われたというのは本当なのかもしれない、と圭は思った。

　ヴィクトリアを強奪され、レイヴンを失い、そして別の〈アンティーク〉も奪われた。そのすべての失態にこの女がかかわっているのだとしたら、多少強引な手段を使ってでもヴィクトリアを取り戻したいだろう。

「〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉。大方、トーコ・アメミヤの差し金なのでしょう。リチャード・リーを使ってわたしたちに餌えさをちらつかせて、ここを手薄にさせようという魂胆かしら」

　女は右手の指先で摘まんだなにかを顔の横に掲げて見せた。

　小さな銀の鍵だ。

　圭ははっとした表情になった。

　恐らく燈とう子この首に巻かれているチョーカーを外す鍵なのだろう。

「欲しいのはこれってわけか？」

　がらりと女の雰囲気が変わる。

　上品なつくり笑いは消きえ失うせて、ドスの効いた声と粗野な口調は、下町のチンピラのようだった。

「ふざけるんじゃねえぞ、クソアマが。あれだけの啖たん呵かを切ってこんな小細工を仕掛けやがって。この分だと、期限までに身柄と〈アンティーク〉は揃そろいそうもねえな、ええ？」

「ブリタニア、あんたはすぐに地金が出るね」

　ブルネットの女が半ば呆あきれたようにして言った。

「うるせえよ、アンヘル。それよか、こいつが誰だれだかわかってんのか？　〈黒龍孩子〉だぞ？　いくらアメミヤの子飼いだってなあ、こんなところに送り込まれるなんざ、とんだ貧乏くじ引かされたよ、お前」

「俺おれは生まれたときから貧乏くじ引きっぱなしなんだよ」

「そりゃあそうか。なにせレイヴンと同じ化ばけ物ものだ」

　ブリタニアが凶悪な笑みを浮かべた。

　圭けいは背後に視線をやった。

　固く閉ざされた玄関のドアがある。

　計画が破は綻たんした以上は素早く撤退するのがセオリーだが。どうにも簡単にいきそうな気がしない。首尾よく逃げ出せたとしても、燈とう子こは助けられない。ヴィクトリアは、〈博物館〉の手に落ちる。

（なにをやってんだかな、くそ……！）

　自分を鼓舞するように頭を振る。

　ブリタニアと呼ばれていた女が持っている鍵だけは、なんとしても手に入れる。そうしなければ、身を挺ていしてくれたヴィクトリアにどんな顔をして会えばいいのだ。

　圭は大きく息を吐いた。誰だれかと命のやり取りをするとき、香港ホンコンで徹底的に教え込まれたことが、意識せずともできてしまう。

　感情を殺して、覚悟を決める。そうでなければ、人は殺せない。ラウはそう言っていた。

　感情のコントロール。もっとも、圭は落らく第だい生せいだ。だから彼はラウのことを師父スーフーとは呼ばない。飛び切りの優等生は姉のほうだ。

　圭の顔つきが変わった。体温が下がったかのように、すっと冷たい雰囲気になる。

「鍵を渡せ」

「へえ、あたしらとやろうってのか？　痛い目じゃすまねえぞ、魔法使い！」













　ブリタニアが哄こう笑しようした。

　瞬間、彼女の護衛役のようだった女──アンヘルがモーゼルの引き金を絞った。

　フルオート射撃。一呼吸の間に十数発の弾丸が、圭けいを薙なぎ払はらうようにばら撒まかれた。

　重なり合った銃声が鼓こ膜まくを震ふるわせ、連続する銃火が薄闇のホールに明めい滅めつを繰り返す。

　圭は横っ飛びに階段の陰に隠れると、すかさず応戦した。

　手にした自動拳銃を踊り場に突き出して、とにかく引き金を絞る。

　スライドが猛もう烈れつな勢いで前後して、次々と空薬やつ莢きようを吐き出した。

　ろくに狙いを定めていないので当たりはしないが、牽けん制せいくらいにはなる。

　不意になにかの影が頭上によぎり、圭は天井を仰ぎ見た。

　踊り場の手すりを乗り越えて、ブリタニアが空中に身を躍らせていた。

　そのままこちらに向かって落下してくる。

「マジかよ……!?」

　圭は咄とつ嗟さにその場から飛びのいた。床を転がり、勢いに任せて立ち上がる。

　一瞬ののち、凄すさまじい衝撃音とともにブリタニアが着地した。尖とがったピンヒールがいままで圭がいた場所の床板を貫いていた。だが、これでは動けない。

　するとブリタニアは床に刺さった靴を脱ぎ捨てるなり、タイトスカートのサイドを引き裂いた。下着が見えるほどに深いスリットが入り、引き締まった太ももが露出する。

　獲物を狙う獣のような眼光を飛ばし、彼女は舌なめずりをした。

「きな……！　可愛かわいがってやるぜ、ガキが」

　圭はマガジンが空になった自動拳銃を投げ捨てて、腰からナイフを抜き放はなった。

　だらりと下ろした右手に構え、滑るようにして間合いを詰める。

　左足を大きく踏み込み、上半身を捻ひねって右腕を身体からだの陰に隠した。

「おいおいそりゃあ……」

　ブリタニアがなにかを言うよりも先に、圭は間合いをゼロにした。

　左肩からぶつかるようにして密着し、身体の陰から右腕をしならせる。野球の投手がボールを投げるようにして、弧を描く軌道でナイフを振るう。

　艶つや消けしされた黒い刃のナイフは、いつのまにか逆手に持ち替えられていた。

　ぎりぎりまで出所を隠し、予期せぬ角度から攻撃する。

　完璧なタイミングだった。

　だが、ブリタニアが左腕を無造作に横に払う。

「っ！」

　右腕に走った激痛に圭は顔をしかめた。

　見れば高級そうな万年筆が深々と腕に刺さっている。

「ネタバレだぜ、ご愁傷様だな」

「そうかよ」

　ラウから仕込まれたナイフの技だ。この女は、ひょっとしたらラウとやり合ったことがあるのかもしれない。あの男とやり合って生きているなど──

（この女、なにかある……！）

　右手に力が入らず、握っていたナイフが血で滑り落ちる。それでも右腕に刺さった万年筆を引き抜いて床に投げ捨て、圭けいは牽けん制せいの前蹴りを放はなった。

　ごついブーツの底がブリタニアの腹を蹴り上げる。

　鍛え上げられた彼女の腹筋は、ゴムのような感触だった。

　力任せに蹴り飛ばす。

　派手に床を転がって、だがブリタニアはそのままの勢いで身を起こした。

　追撃しようとした瞬間、

「ブリタニア！」

　頭上の踊り場からアンヘルが顔を出し、モーゼルで弾丸をばら撒まいた。

「くそ！」

　床に穴を穿うがつ弾丸に追われる。ブリタニアとの距離が開く。

　蹴り飛ばした彼女の姿を見失い、圭は忙せわしなく左右に視線をやった。

「ここだぜ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉」

　背後から聞こえた囁ささやきに、圭は振り返る暇もなかった。

　強烈な足払いをかけられて、派手に転倒する。

　背中を強したたかに打ちつけて、空気が肺からもれた。

　一瞬、身体からだが痺しびれたようにして動かなくなる。

　顔面に向けて容よう赦しやなく踵かかとが踏み下ろされた。黒いストッキングに包まれたすらりとした脚は、凶器そのものだった。

　その一撃を寸でのところで転がってかわし、全身の筋肉を使って爆はぜるようにして跳び起きる。

　空振りした踵が床を踏み抜く。どうにも生半可な鍛え方ではないようだ。

「アンティーク・ハンターの運営係が、こんな武闘派だとは知らなかったよ……！」

「あたしが鉄てつ火か場ばに立ったことがないように見えるかよ、ええ!?」

　ブリタニアが犬歯を剥むき出だしにして笑う。上等なスーツも、フレームレスの眼鏡めがねも、美麗なブロンドさえ、いまの彼女には似合ってはいなかった。

　銃声。左肩に殴られたような衝撃が走り、圭は一歩、二歩と後退した。凄すさまじい痛みが襲ってくる。左腕の感覚がない。熱い血が、腕を伝って指先から床に滴り落ちる。

　踊り場のアンヘルを睨にらみ、圭は舌打ちした。いつの間にかモーゼルに木製のストックを装着し、狙撃用のスタイルになっている。

「なんで殺させない？」

「バカかおまえ。魂の取り替え子は貴重な実験動物なんだよ。レイヴンの代わりにあたしが飼ってやるよ、〈黒龍孩子〉」

「あんたみたいな飼い主は趣味じゃないね」

「たっぷりと調教してやるから安心しな」

「遠慮しとくよ。それにあんたはご主人様じゃないだろう」

「なに？」

「あんたも英えい国こくに飼われてる」

　すっと腰を沈めるなり、圭けいは床を蹴った。

　血が滴る右手を振るう。

「ちっ……！」

　顔に向けて飛んできた血を反射的に防ぎ、ブリタニアが舌打ちした。

　その一瞬の隙すきに、圭は右足を彼女の左膝に踏み下ろした。

　ブリタニアが左半身を捻ひねってその一撃をかわす。

　空振りした圭の右足は、だが踏み込みのようなかたちになって、二人は密着したままで交こう錯さくした。

　圭は続けざまに左の膝蹴りを横腹に喰くらわせた。

　ブリタニアが身体からだをくの字に曲げる。

　着地した左足を軸にして、右の回し蹴り。

　鋭く、コンパクトな蹴りは、空気を切り裂く音を残してブリタニアの側頭部に直撃した。

　その身体が空中で一回転してから、床に激突し、派手に転がる。

「ガキがあ……調子にのりやがって」

　さすがに少しは効いたのか、ブリタニアは片膝をついて頭を振った。外れ飛んだ眼鏡めがねのフレームはぐにゃぐにゃで、もう使いものにならない。

　床に落ちている眼鏡を踏み壊し、圭は追撃した。助走をつけたままブリタニアの立てている右膝に左足で飛び乗り、水平に旋回させた右膝を振るう。

　ごっ、という骨が軋きしむ音。

　顔面を強打されて、ブリタニアが仰のけ反ぞった。だが、倒れない。殺気立った眼光でこちらを睨にらみ、がっちりと右腕を掴つかんで放はなさない。

　圭はそのまま力任せに引き寄せられた。

　息がかかりそうな距離にブリタニアの顔がある。美女の面影は最も早はやなく、目は血走り、唇は切れ、頬ほおにはべっとりと血がついていた。

「調子に、のるなと、言ったはずだ……！」

　そのまま両手で首を絞め上げられる。

　信じられないことに、圭の身体が持ち上げられた。

「ぐ……かはっ……」

　圭は自分の首を絞めるブリタニアの両手を外そうともがいたが、びくともしなかった。

　万力のようにぎりぎりと力が込められていく。

　窒息するのも、首の骨が折れるのも、時間の問題だった。

「アンヘル！」

　ブリタニアがその名前を呼んだ瞬間、二発の銃声が連続した。

　寸分の狂いもなく圭けいの両脚を弾丸が撃ち抜く。

「……っ!!」

　圭は声を出すこともできず、ただ苦く悶もんの表情を浮かべた。いやな汗が全身から流れ、撃たれた傷は燃えるように熱い。流血でズボンが濡ぬれて、その感触に圭はぞっとした。

　意識が白く飛ぶ寸前に、ようやく解放される。

　圭は床に投げ捨てられ、盛大に空気を肺に吸い込んだ。

「うげっ……げほっ……かはっ」

　床に這はいつくばり、ぜえぜえという声だけをもらす。

　四肢が鉛のように重たく、自分の身体からだではないようだった。上半身を持ち上げることすらできない。

「ざまあないぜ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉……！」

　ブリタニアが凶悪な笑みを浮かべた。口を三日月型にして、せせら笑う。

「魔法を使ってもいいんだぜ？　てめえもレイヴンみてえにヤク中なんだろ？　放ほうっておいたら化ばけ物ものになっちまう。それでもいいなら使ってみろよ、ええっ!?」

　この女は魂の取り替え子という化物が魔法を使うリスクを知っている。そう簡単に魔法を使わないということをわかっている。だが、それだけではないなにかが、この女にはある。たとえこちらが魔法を使おうとも、どうにかできる自信を持っている。

（ラウ大哥ダーコーとやり合って無事だったカラクリってわけか……）

　圭はヤブ医者の霊れい薬やくがどれくらい残っているのかを思い浮かべた。レイヴンとやり合ったときがそうだったが、魔法を長時間使った場合、あの薬では精霊化を抑え切れない。

　だが、このままでは殺されはしないにしても、〈博物館〉の実験動物になるだけだ。そんな状況になってまで、切り札をとっておくほど圭はバカではない。

「そんなに見たけりゃ──」

　魔法を使う。魂の半分として自身の奥底に眠る、精霊のマギを活性化させる。

「──見せてやるよ」

　自分ではないなにかが全身に蠢うごめく違和感を振り払う。

　魂をやすりで削られていくような悪寒に、身み震ぶるいがとまらない。

　ガチガチと鳴る歯を食いしばり、圭は口元を皮肉げに歪ゆがめた。

「先せん天てん八はつ卦け──」

　黒い火の粉がちらほらと舞い踊り、圭の周囲に八角形の立体図式──八卦魔法陣が出現する。八卦の属性を現す『乾ケン・兌ダ・離リ・震シン・巽ソン・坎カン・艮ゴン・坤コン』という漢字と、複雑精せい緻ちな漢文によって構成されている八卦魔法の方程式。

「──〈黒龍孩子〉！」

　八卦魔法陣が硬質な音を立てて砕け散ちった。

　無数の破片が儚はかなく消えていく様は、美しくすらある。同時に圭を包み込むようにして、漆しつ黒こくの炎が燃え上がった。

　精霊のマギが活性化し、圭けいの存在が人ではないものに近づく。顔や腕には爬は虫ちゆう類るいじみた漆黒の鱗うろこがびっしりと現れ、漆黒の双そう眸ぼうには縦の虹こう彩さいが入っている。

「はっ！　レイヴンそっくりの化ばけ物ものじゃねえかよ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

「ああ、そうさ。俺おれは化物だよ」

　圭はゆっくりと身を起こした。

　身体からだを包み込んでいた漆黒の炎が両腕に収束し、銃で撃たれた傷が時間を早送りしたかのようにして消えていく。〈ネバーランド〉の住人である精霊を、こちら側の世界の道理で傷つけることなどできない。いまや彼の身体は人間ではない。

「鍵を渡せ、ブリタニア」

「バカかよ、てめえは。あたしはレイヴンを飼ってたんだぞ？」

　漆黒の炎に照らされているブリタニアが、挑発的な笑みを浮かべる。

「魔法使いなんぞでビビると思ってんのか」

「なら、あんたの身体に教えてやるよ」

　いき場をなくすほどの膨大なマギが、身体の奥底からあふれ出してくる。万物の原質たるマギに干渉して、そこにはない現実をつくり出す精霊の力。それこそが魔法だ。

　絶命危惧種となった人間の魔法使いであれば、マギを操るための方程式──魔法陣が必要だが、人間ではない圭には最も早はやそんなものも必要ない。

　ブリタニアに無造作に近づく。

「アンヘル！」

「わかってるさ。あんまり喚わめくんじゃないよ、ブリタニア」

「うるせえよ、早くしろ」

　階段の踊り場から、アンヘルが飛び降りた。

　ブリタニアがこちらとの距離を取りながら、アンヘルへと手を伸ばす。

　瞬間、アンヘルの存在が希薄になり、光り輝くマギの粒子へと変化した。

「〈アンティーク〉か……！」

「あたしの切り札をとくと見せてやるぜえ、化物が！」

　光の粒子が集まり、姿を変え、まったく別のなにかになる。

　それは優に一メートル以上はある巨大な鍵だった。

　鈍く光る円筒形のブレードと、その先端にあるシンプルな歯。持ち手となる頭にもなんの装飾もない。一目見てかなり古いものだとわかる。

　鍵を手にしたブリタニアが、自らの影にその先端を突き立てた。鍵がなんの抵抗もなく影のなかに呑のみ込こまれていく。〈アンティーク〉固有の魔法を使うつもりだ。

「先せん天てん八はつ卦け──」

　両腕の黒い炎が燃え上がり、圭は床を蹴った。

　強烈な踏み込みに、床板が悲鳴を上げる。

「──〈黒龍炎爪ヘイルンイエンチヤオ〉！」

　ブリタニアに向けて一直線に距離を詰め、右手の拳こぶしを振るう。

　瞬間、彼女は不敵な笑みを浮かべて影に差し込んだ鍵を右に回した。

「!?」

　瞬まばたきすらしていない。刹せつ那なの間に、圭けいの眼前からブリタニアが消え去った。

　黒い炎をまとった拳が、虚むなしく空振りをして空気を焦こがす。

「なんで……？」

　なにが起こったのか理解できずに、圭は間の抜けた声をもらした。どこかきょとんとした表情で、ブリタニアがいた空間を凝視する。

「ここだぜ、間抜けが」

　声は背後から聞こえた。だが、振り返る時間もなかった。

　凄すさまじい衝撃に頭が揺れて、視界が真っ白に消し飛んだ。

　そのまま床に倒れ込んで全身を強したたかに打ちつけ、そこでようやくあの巨大な鍵で殴られたのだということを理解する。

（くっそ……なにがどうなって……）

　朦もう朧ろうとする意識で、それだけを考える。

　どうやってブリタニアはこつ然と消え去ったのだ。〈アンティーク〉の魔法であることは間違いない。間違いないが、眼前から消えたということ以外はなにもわからない。

　頭に手をやると、ぬるりとした感触がした。

　手のひらにべっとりと血が付着している。

　頭が割れるように痛い。

「手を煩わせやがって、このボケが！」

　ブリタニアが鍵を両手で持って、ゴルフクラブのようにスイングした。

　鍵の歯が圭の腹部を直撃し、肋ろつ骨こつがいやな音を立てる。

　全身を走る鈍痛に顔をしかめ、圭はそれでもブリタニアを睨にらみ上げた。

「わけのわからない、〈アンティーク〉を、使いやがって……！」

　圭は喘あえぐようにして声をもらし、仰あお向むけに転がった。

　乱れた息が整わず、冷たい汗がじっとりと滲にじむ。彼の腕にまとわりついていた漆しつ黒こくの炎が消え去り、活性化していた精霊のマギが徐々に終息していく。

　残るのは不気味な黒い鱗うろこだけだ。

「魔法を使ってねえのに鱗が消えないとはな。レイヴン並みの化ばけ物ものだぜ、おまえ。〈博物館〉がきっちりと飼ってやるから安心しな」

　ブリタニアが床に落ちていた眼鏡めがねを拾い上げた。レンズが割れ、フレームがぐにゃぐにゃになっている眼鏡を無理やりに矯きよう正せいしてかけ直す。

　腰を落として圭を覗のぞき込こむその顔には、上品なつくり笑顔が浮かんでいた。

「わたしもこれで、上にいい顔ができるというものだわ」





◆◇◆◇◆






「燈とう子こちゃん、クラゲ好きだよねー」

　マネージャー室にある水槽を覗のぞき、朝あさ霧ぎり明めいは猫のように大きな黒目をくりくりと動かした。淡あわい光に照らされた水槽には、燈子が飼っている水クラゲがふわふわと泳いでいる。

「昔からそうだったもんね。ケイと一緒に海に採りにいったりしてさ。ケイが電気クラゲに刺されて、すげー腫れた腕で戻ってきたんだよ。覚えてる？」

「わたしはケイくんがどうにかなるのではないかと思って、泣きじゃくっていました」

　燈子は微苦笑を浮かべて、水槽を覗く彼女の背中を見つめた。

「そうだったねー。そんな燈子ちゃんが、いまじゃ日本本社のマネージャーか」

　明が水槽から目を離した。ゆっくりとこちらに振り返り、にぱっと笑う。彼女がいるだけで場が明るくなる。朝霧明という女は、一言で言えばそういう女だった。

　最後に会ったのは半年くらい前だったような気もするが、そのとき黒かった髪は明るいブラウンに染められ、ポニーテールになっていた。

　気分によって頻繁に髪の色やセットを変えるので、会う度に違っている。

　化粧気けのない顔立ちは表情がころころと変わり、美人ではあるが年齢よりは少し幼く見えた。身長は燈子より五センチほど低く、男にとって気にならない程度の長身だ。ファッションには無頓着で、いつも機能性重視のパンツスタイル。そのくせ、きらりと光る小物は忘れない。嫌いや味みなく可愛かわいい大人おとなの女だな、と燈とう子こはいつも思う。













「あたしがケイにした頼みごとのせいで、迷惑かけちゃったかな」

「ええ。それはもう」

「やっぱりかー。ごめんね」

　明めいは芝居じみた溜ため息いきをした。彼女はこういう仕草が絵になるのだ。

　なにをやっても優秀で、なにをやっても様になる。シリング・ラウが育て上げた猟犬の最高傑作。そのくせ朝あさ霧ぎり明はラウの下を飛び出して、自分勝手にやっている。

〈商会〉には明に憧れている者も、嫉妬している者も多かった。

　それでも彼女は平然と肩で風を切って歩き、すべてを受けとめて嫌味なく笑うのだ。

　燈子は明を目の前にすると、この人には敵かなわないな、と思い知らされる気がした。そして、彼女がいつか圭けいを取り上げにくるのではないかと思い、ずっと恐れている。

「アイリスはあたしが面倒を見ててさ……密告者モグラをやらせておいてそれはないって感じかもしれないけど、それでもやっぱり死ぬ前に楽しい思いさせてあげたくて」

「メイさんなら、もっと違う方法で彼女を助けられたでしょう」

　アイリスは秘書が持ってきた紅茶を飲み、ソファで眠っていた。彼女が仮に薬物への耐性訓練を受けているとしても、数時間は目覚めることはないだろう。〈博物館〉との交渉の場に、眠らせたまま連れていく。最初からそういう算段で呼んだのだ。

「あんまり買い被かぶらないでね。あたしにできることなんてたかが知れてる。いまじゃ、燈子ちゃんのほうが〈商会〉での立場も上だしね」

　燈子は呆あきれたような嘆たん息そくとともに首を振った。

　表向きは確かにそうだが、明はそういったところとは無む縁えんの場所に自分を置いている。ラウ大哥ダーコーの猟犬でありながら表舞台に立ち、香港ホンコンの幹部会は常に彼女のことを気にしていたし、業界では〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉よりも〈鋼刃娘娘ガンレンニヤンニヤン〉の名前のほうが有名だ。

「アイリスに〈博物館〉から〈アンティーク〉を盗ませましたか？」

「まさか。アイリスがそう言ってるの？」

「いえ。彼女は盗んでいないと言っていますよ。けれど、もしメイさんの命令で盗み出したのなら、彼女が〈アンティーク〉を渡す相手は一人です」

　燈子の声が知らず知らずに鋭くなる。

　だが、明は平然とそれを受け流した。少しだけ声のトーンを落として、くすりと笑う。

「その〈アンティーク〉がなければ、燈子ちゃんは死んじゃうってね」

「……知っていたのですね」

　驚きはなかった。こちらの動きは遅かれ早かれ香港の知るところになる。だが、少し早い。香港が動き出すのは、すべてが終わったあとくらいだろうと燈子は思っていた。

「ラウ大哥の使いというのは？」

「ケイがさー。言ったらしいのよね」

「なんの話です？」

　質問への答えとはまったく違う言葉に、燈とう子こは眉まゆ根ねをひそめた。

「ラウ師父スーフーの望んだとおりにしてやるから力を貸せってさ。あいつはバカでお人ひと好よしだから、アイリスも燈子ちゃんも助けたいんだってさ。そうすると〈博物館〉との和解交渉は破は綻たんするし、〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉も死なない。ラウ師父が望んだとおりってわけ」

「そんな無む茶ちやな話……」

　まるで荒唐無稽なことだ。そんな都合のいいことなど、あり得ない。雨あめ宮みや燈子と春日かすがアイリスは、どちらか一人は助からない。それが道理というものだ。

　燈子はそこではたと気づき、唇をきつく噛かみ締しめた。ラウは圭けいを利用して、香港ホンコンが描いたシナリオも、燈子が描いたシナリオも、潰すつもりなのだ。

「どうしてよ……！」

　燈子は消え入りそうな声でつぶやいた。両手をきつく握り締め、手の平ひらに爪が食い込む。圭を〈商会〉のつまらない抗こう争そうに巻き込みたくはなかったのに。なのにどうして。

　無力な自分自身に対する怒りを、いますぐなにかにぶつけたい衝動に駆られる。なにが日本本社のマネージャーだ。結局、大切な人ひとり守れない。もし目の前に鏡があったなら、燈子はそこに映る自分の顔を思い切り殴りつけていただろう。

「そんなに怖い顔しないの。燈子ちゃんはなにも悪くないよ。全部はケイが決めて、自分で火ひ蓋ぶたを切ったことだから」

「え？」

「言ったでしょ。ケイがはじめたことよ、これは。燈子ちゃんがケイのためにそうしたようにね。ラウ師父はそこに乗っかっただけ。だからまあ、こうして香港くんだりからプライベートジェットであたしがやってきてるってわけ」

　ウインクをした明めいが、燈子の肩に軽く手を置いて耳元で囁ささやく。

「ありがとう、燈子ちゃん」

　その声はいつもの彼女よりしっとりとして優しく、燈子はなぜか泣きそうになった。

「ケイのことずっと大切に思っていてくれて。あいつのこと一番に考えてくれて」

「いいえ。わたしは──」

　卑ひ怯きような女です。どれだけ取り繕ったところで、圭のことを利用しているという意味では同じだから。喉まで出かかった言葉は、だが明に遮られた。

「でも、あいつだってバカなりに燈子ちゃんのこと考えてるよ。あいつを救ったのはさ、なんであれ結果として燈子ちゃんなんだから。だからさ、あいつが燈子ちゃんのためになにかをするの、怒ったりしないでよ」

「怒らないですよ。怒るわけがないです……」

「そっかー。それならよかった」

　明になにもかも見透かされているような気がした。自分ですらわからない心の奥底でさえ。朝あさ霧ぎり圭の手を引き、盾になり、矛となり、この世界を生き延びてきた。

　それは自分自身に生きる動機を与えるため。圭けいに尽つくすことで、生きる意味をつくり出すため。だから、見返りなんて求めてはいけない。

　だけど、それは嘘うそだ。

　燈とう子このために圭がなにかしてくれることは、本当はとても嬉うれしい。

　身体からだの芯から熱くなって、自分が自分でなくなってしまいそうになる。それが恋だというのなら、わたしはいつから彼に恋をしているんだろう。

「ケイのやつさー、燈子ちゃんの覚悟をパーにしてヴィクトリアを餌えさに〈博物館〉と接触するつもりみたい。交渉までにそのチョーカーの鍵を手に入れたいみたいだけどね。そんなにうまくいくわけないのにさ」

　明めいは燈子のチョーカーを指差して、からからと笑った。

「ホントにバカだよねー」

「バカですね」

　燈子も釣られてくすりと笑った。

　圭が〈博物館〉となんらかのかたちで接触したとして、考えられる結果はいくつかある。無事にチョーカーの鍵を手に入れてくれれば万々歳だが。身柄を押さえられたら最悪だ。燈子が自分の命を懸けた意味がまるでなくなってしまう。

　本当にバカだ。それでも、心のどこかではこうしてほしいと思っていたのかもしれない。圭に頼っていたなら、彼は必ずこうしただろうから。

「ケイが失敗しようがしまいが、〈商会〉から〈博物館〉への宣戦布告と見なされるかもねー。どうする、燈子ちゃん」

「〈博物館〉はなにもなかったように交渉の席に着きますよ。アイリスの身柄と連中が盗まれたと言っている〈アンティーク〉が手に入る可能性が万に一つでもあるのなら」

「けど、〈アンティーク〉は見つかってないんでしょ。ホントに死ぬつもりなの？」

「タダでは死にません」

　燈子は即答した。死ぬ覚悟はとっくの昔にできている。

　それはブリタニアと交渉をしたときではなく、運命に抗あらがうと決めたときからだ。カオルーン商会のなかでのし上がり、地獄のような香港ホンコンで生きていくと決めたときからだ。

「〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉の命には、それなりの対価を払ってもらうつもりです」

　冷え冷えとした声で、燈子は言い放はなった。

「戦争ですよ」

　その答えがわかっていたかのように、明が軽快な口笛を吹いた。

「けど、燈子ちゃんは死んじゃダメ。そのために、あたしがきたのよ。ラウ師父スーフーからは、誰だれも死なせるなと言われてる。ケイも、ヴィクトリアも、もちろん燈子ちゃんもね」

「皮肉ですね。あの人が死なせるなと言うなんて」

　誰かを殺すことでいまの地位にまでたどり着いた男が。だが、裏返せば雨あめ宮みや燈子にはまだ利用価値があるということだ。勝手に死なれては困る程度には。

「んー……っ！」

　明めいが大きな伸びをして、朝日が差し込むガラス窓へと近づいていった。

　きらきらと輝く神明市の街並みを見下ろし、なんの気なしに声を上げる。

「燈とう子こちゃんの猟犬ってさー、いまどうしてる？」

「街に放はなちました。いまは〈アンティーク〉を探しています」

「そっかー。なら、お腹なかも減ってるんじゃない」

「そうですね。拾い食いはしないように躾しつけていますから」

　明がなにを言っているのか、よくわかっている。どの道、アイリスの身柄と〈アンティーク〉が揃そろわなければそうするつもりだったのだ。もっとも、自分が生きたままそうなるとは思ってもいなかったが。

「メイさん。少し早いですが、餌えさの時間にしましょうか。」

「そうだねー。それがいいんじゃないかな。あたしもお腹空いたしさ」

　いつもの調子で明が笑う。

　燈子は自分の頬ほおを両手で叩たたいた。ぱちんという小気味いい音が鳴る。

　まだ死ぬなというのなら、そうしよう。ラウが言うからではなく、圭けいがそう思っていてくれるからそうするのだ。彼がそうしてくれることがわかっていながら、自分勝手に傷つけてしまったわたしは、彼にどんな顔で会えばいいんだろう。なにを言えばいいんだろう。

「燈子ちゃんはさ、もっと素直になればいいと思うよ」

　明の言葉は聞こえない振りをした。この人もシルビアと同じことを言うのだな、と思った。まるで自分がとんでもない嘘うそつきみたいで、燈子は苦笑した。

（雨あめ宮みや燈子は〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉……）

　生きていくためにまとった鎧よろいは、手にした銃は、本当の彼女からしたらすべて嘘に違いなかった。けれど、いまではもう、嘘が本当になっている。なにが本当なのか、燈子自身もわからない。二つの彼女はもうバラバラにはできない。

　だから、燈子は明の言葉には答えなかった。

　彼女に肩を並べて、自らの庭である神明市の街並みを見下ろす。

　徘はい徊かいする猟犬たちに餌の時間だと告げよう。ヘカテが辻つじに立ち、狩りの角つの笛ぶえを吹き鳴らす。英えい国こく人どもの喉笛を喰くい千切り、はらわたを引きずり出して、血をすすれ。

「シェイクスピアのさー、『ジュリアス・シーザー』って知ってる？」

　明が肩をすくめて、余裕たっぷりに笑う。

　こんなときにのん気な人だな、と燈子は思った。





４．火蓋を切る（後編）




　　　　FIRE! FIRE! FIRE!






「ごきげんよう、ミス・アメミヤ」

　燈とう子こは前回とまったく同じ部屋にとおされた。まっていたのは以前と同じ上品なつくり笑いを浮かべたブリタニアと、アンヘルと呼ばれていた護衛の女。

　違いといえばテーブルにはもう料理がなく、ブリタニアの綺き麗れいな顔にはいくつもの殴られた痕あとが痛々しく残っているということだった。インテリじみたフレームレスの眼鏡めがねも、真しん鍮ちゆう縁のものに替わっていた。

「その怪け我がはどうされましたか？」

「心配には及びません。こうしてミス・アメミヤと再会できるくらいには元気ですから」

　恐らくは圭けいの仕業だろう。彼がリチャード・リーを連れ出したことはもう報告がきている。〈博物館〉と、この女と接触したに違いない。そして、失敗した。そうでなければ、燈子のもとにはすでにチョーカーを外す鍵が届いているはずだ。

「それはなによりですね。お大事になさってください。ミス・英国ブリタニア」

　燈子は完璧なつくり笑いを浮かべて、椅い子すに腰を下ろした。テーブルを挟んでブリタニアと向き合う。彼女の背後には、前回と同じように板ばん東どうとシルビアが控えていた。

　唯一違うことは、板東が大きなキャリーケースを持っていることくらいだ。それこそ人が入りそうなくらいの大きさだった。

　燈子が着席すると、ブリタニアが口元を引きつらせて笑った。

「御ご託たくはもういらねえだろ」

「あらあら。メッキが剥はがれるのが、ずいぶんと早いのね」

「ああ。あたしはあんまり気の長いほうじゃねえんだ」

　ブリタニアが机上に両肘をつき、手の平ひらを組み合わせた。ゆっくりと息を吐き、額ひたいを組んだ手にのせる。腕の陰から刺すような眼光が燈子に向けられる。

「ブツは揃そろったか」

　燈子は無言で背後の板東に視線をやった。

　机上に巨大なキャリーケースが置かれ、その衝撃で銀の燭しよく台だいが揺れる。

　板東が留め金を外して、キャリーケースを開いた。なかには小柄な少女が膝を抱え込む姿勢で入っている。その姿はまるで人形か、死体のようだった。

　それを見たブリタニアが、少しばかり目を見開く。こんな短時間で本当に身柄を押さえてくるとは思わなかったのだろう。

「確かにアイリス・カスガだ。生きてるだろうな」

「ええ、薬で眠っているだけよ」

　燈子は慎重にブリタニアの様子を観察していた。ひょっとしたら、〈アンティーク〉を盗まれたというのは本当なのかもしれない。彼女の表情からは、ある意味で想定が外れて、アイリスと〈アンティーク〉が揃そろっているのではないかという淡あわい期待感がある。

「スパイを押さえたなら、〈アンティーク〉も手に入れたはずだな？」

「そうね。その件なのだけれど」

　燈とう子こは腕時計を確認した。一〇時二八分。あと三二分で首に巻かれたチョーカーの爆薬が起爆する。だが、彼女は恐怖心など微み塵じんも見せず、すらりとした脚を悠ゆう然ぜんと組んだ。

「気が変わったわ」

「なに？」

「生きてわたしの庭から出ることができると思わないことだわ、ミス・英国ブリタニア」

　表情一つ変えず、底冷えする声で、燈子は言った。

　瞬間、二人の背後に控えていた護衛たちが一斉に反応した。

　音もなく自動拳銃を抜き放はなつと同時に、板ばん東どうがキャリーケースを閉めるなりテーブルをひっくり返した。燈子を引きずり倒してキャリーケースの陰に入れ──

　真っ先に引き金を絞ったのはシルビア。

　二挺ちようの自動拳銃が猛もう烈れつな勢いで火を噴く。

　コンマ数秒遅れて、アンヘル、そして板東。

　至近距離で数十発の弾丸が飛び交う。

　空気を切り裂く音、跳ちよう弾だんの火花、窓ガラスがけたたましく割れる。

　煙けむる硝しよう煙えん。火薬の臭におい。

　こぼれ落ちた空薬やつ莢きようが絨じゆう毯たんに転がり、

「アメミヤ──ッ!!」

　ブリタニアの叫び声が部屋中に響いた。

　燈子は防弾仕様のキャリーケースの陰に身を潜め、拳こぶしをきつく握り締めていた。目は閉じない。悲鳴も上げない。戦争をはじめたのは彼女だからだ。自身が銃を撃つわけではないないが、引き金を絞ったのは確かに彼女だ。

「こうなったからには派手にいこうじゃないの、大小姐ダーシヤオチエ」

　板東が懐から手しゆ榴りゆう弾だんを取り出しているのがわかった。安全ピンを口で引き抜き、放ほうり投げる。高い放物線を描いた手榴弾が──爆発。

　燈子は耳を塞ぎ、目を閉じた。

　熱と衝撃が洋館を揺らす。すべての窓ガラスが吹き飛んで、粉々になった。明めいの言葉を思い出す。シェイクスピアの『ジュリアス・シーザー』の一節にはこうある。

　皆殺しの雄叫おたけびを上げ、戦いの犬を野に放て。





◆◇◆◇◆






　領事館から少し離れた路上に、黒塗りのメルセデスベンツが停とまっていた。領事館の様子を運転席からうかがい、明は腕時計で時刻を確認した。

　午前一〇時二九分。そろそろ予定の時間だ。飼い主の鳴らす号ごう砲ほうで、猟犬たちが餌えさを求めて騒ぎ出す。神明市のいたるところで、狩りがはじまる。潮風は血風に変わる。

「トーコちゃんほど腹の座った女、そりゃあラウ師父スーフーは失いたくないもんね」

　明めいは煙草たばこをくわえると、一〇〇円ライターで火をつけた。

　肺にたっぷりと紫し煙えんを取り込み、窓を開けて煙草の灰を外に落とす。

　彼女の隣の助手席には、二振りの日本刀が置かれていた。どちらも実用性一点張りの拵こしらえで、柄にはしっかりと使い込まれたあとが残っている。

「ケイ、あんたのヘマをお姉ちゃんがしっかり尻拭ぬぐいしてあげるからねー」

　くすりと笑い、短くなった煙草を灰皿に押しつける。

　圭けいのせいで色々な人間が描いてきたシナリオが破は綻たんした。燈とう子こもアイリスも、圭もヴィクトリアも失わない。こんなご都合主義なハッピーエンドは、映画だったら大ひんしゅくを買うところかもしれないが、現実だったなら大歓迎だ。

　結果としてラウもそれを望んでいるし、それは明も同じだった。

「時間ね」

　午前一〇時三〇分。洋館のどこかで、爆発音が轟とどろいた。敷地の奥で黒い煙が上がる。

　明はサイドブレーキを解除するなりクラッチを操作してアクセルを踏み込んだ。エンジンが唸うなり声ごえを上げ、タイヤとアスファルトが擦こすれる耳障りな音が響く。

　ベンツは猛スピードで加速した。

　車線を無視して領事館へと突き進み、そのまま正面の門を通りすぎる。

　明はサイドブレーキを引いて後輪をロックした。ハンドルを思い切り右に切り、車体を横滑りさせつつ九〇度回転させる。甲かん高だかい摩擦音。車体の後ろから煙が上がる。

「いっくぜー！」

　明は上唇を舌で舐なめると、嬉き々きとした表情で叫んだ。

　領事館の正門に向けてベンツを再加速させる。車止めの鉄柵の前にいる警備員がこちらに気づいて大声を出している。口の動きで「とまれ！」と言っているのがわかった。

　だが、明は無視した。警備員を撥はね飛とばす。ボンネットを激しくへこませながら警備員がベンツに乗り上げた。そのままフロントガラスに直撃して網目状のひびが走る。

　それでも明は速度を緩めず、正門に突撃した。

　運転席のドアを開け放はなつなり、助手席の日本刀を手にしてそのまま外に転がり出る。

　明はアスファルトに身体からだを打ちつけて何度も回転しながら、ベンツの行方を追った。

　ベンツが鉄柵に激突する。鋼こう鉄てつがぶつかり合い、金属がひしゃげる絶ぜつ叫きようが響く。大きな火花が舞い散ちり、鉄柵が大きくひん曲がる。

　ベンツはフロントをぐしゃぐしゃにして、それでも停車せずに大きく後輪が浮き上がった。そのまま一回転して鉄柵を乗り越え、領事館の敷地になだれ込む。大小の部品とオイルやガソリンを撒まき散らしながら庭を転がり──なにごともなかったかのように立ち上がった明は、携帯電話を取り出して登録してあった番号をコールした。

　瞬間、ベンツが爆発した。耳をつんざく轟ごう音おんが空気を震ふるわせ、赤黒い炎が噴き上がる。

　熱を伴った衝撃派が四方を蹂じゆう躙りんした。車体は跡あと形かたもなく吹き飛び、爆風は手入れされた庭てい園えんの木々を薙なぎ倒たおして洋館の窓ガラスをことごとく粉砕した。

　煌こう々こうと燃え上がる炎が赤レンガの洋館を照らし出すなか、明めいは悠ゆう然ぜんと領事館の敷地に入り込んだ。

「あーあ、ベンツもったいないなー。五〇〇万くらいするのに」

　明は新しい煙草たばこに火をつけて、燃え盛るベンツの残ざん骸がいの横をとおりすぎた。

　領事館のいたるところからすでに銃声が響き、怒ど号ごうと喧けん騒そう、悲鳴が断続的に聞こえてきている。どうやら他の猟犬たちも狩りをはじめたようだった。

　ベルトに二振りの日本刀をぶち込むと、明は一振りを音もなく抜刀した。反そりの入った太めの白刃が鈍にび色いろに輝く。見事な刃は文もんは持ち主である彼女がぞっとするほどに美しい。

　通用口の扉を蹴け破やぶった。

　サブマシンガンを持ったスーツの男と出会い頭になり、明は容よう赦しやなく白刃を振り下ろした。腰を深く沈め、袈け裟さ懸がけに一いつ閃せん。

　男の左鎖骨辺りからすっと刃が入り、一気に肺まで達する。派手な血煙が舞った。

　短い悲鳴を上げて、男は絶命した。

　サブマシンガンの引き金にかかっていた指が反動で絞られ、あらぬ方向に弾丸が吐き出される。床に落ちた空薬やつ莢きようを、血の海が呑のみ込こんでいった。

「いきなり殺しちゃったじゃん。急に出てくるからさー」

　死体を飛び越えて、明は飄ひよう々ひようと言った。

「手がかかる弟を持つと大変なんだよねー、まったく」

　明はにかっと笑い、血溜だまりに煙草を投げ捨てた。

　じゅっ、という火の消える音が静かに響いた。





◆◇◆◇◆






「ケイさん、ごめんなさい」

　と、彼女はよく謝った。眉まゆを八の字にして、少し拗すねたように。

「半熟の目玉焼きにしたかったのですけど」

「半熟以前の問題じゃないか」

　彼女が持つフライパンにはほとんど炭になった卵が鎮座していた。ヒヨコのエプロンを着けている彼女は子供っぽくて、幼い圭けいのほうがどこか大人おとなびている。

「ある程度焼いたら、水を入れてフタをするんだって。それで蒸らせばいいんだよ」

「ケイさん、子供なのに天才ですね。将来はコックさんになりましょう」

　そういえば、料理をするようになったのはいつからだったのだろう。彼女があまりにも不器用だったので、圭がいつのころからか朝食をつくっていたような気がする。

「ケイさん、ごめんなさい」

　彼女は些さ細さいなことでもすぐに謝って。

「ケイさん、ありがとう」

　同じくらい、笑顔でそう言った。

　圭けいはそんな彼女が──

「……くそ」

　頭を鈍器で殴られ続けているような痛みに顔をしかめ、圭は重いまぶたを上げた。

「いまさら……なんだってんだよ」

　顔も名前も思い出せない彼女。夢で見るたびに、自分自身がいやになる。忘れたくないのか。忘れたいのか。だが、彼女の最さい期ごの言葉が脳のう裏りから離れることはない。

　──本当に大切な人が見つかったなら、私がしたようにキスをしてあげるのですよ。

　圭は無意識にドクター・マーチンの霊れい薬やくを探し求めた。だが身体からだが思うように動かない。

　ようやく目の焦点が定まってくる。

　圭は見知らぬ部屋の床に転がされていた。白い天井に、薄い紫のクロスで上品に仕上げられた壁。大きな窓。クラシカルな家具とベッド。

　朦もう朧ろうとしていた記憶がよみがえってくる。ここは英えい国こくの臨時領事館。〈博物館〉の女とやり合って、まんまとヘマをした。

（ちくしょうが）

　恐らく〈博物館〉製の薬を打たれたのだろう。胃がねじ切れそうな不快感が込み上げてくる。身体が思うように動かないのも、このせいだろう。右腕には漆しつ黒こくの鱗うろこがそのまま残っていた。不気味な黒い光沢に、圭は低く笑った。

　あの女の言ったとおり、化ばけ物ものだから殺されずにすんだというわけか。チェンジリングの魔法を施された魂の取り替え子は、どこの組織であれ貴重な実験動物だ。

　手足を拘束されていないのは、こんな早く目覚めるとは思っていなかったのだろう。甘く見られたものだ。圭は落らく第だい生せいだが、シリング・ラウから殺す技術と生きる技術を叩たたき込こまれている。燈とう子こと一緒に香港ホンコンを出るまで、ずっとだ。

（ガキのときにクスリ漬けにされたのが役立つなんてな）

　彼の身体は薬物の類たぐいにある程度の耐性を持っている。それが化物用の得体の知れない薬品でも、少しは軽減してくれたらしい。

「時間は……？」

　どうにかして腕時計に視線をやった。午前一〇時一七分。タイムリミットはまだだ。燈子は生きている。圭はその事実に大きく息を吐いた。だったら、まだチャンスはある。鍵を手に入れさえすれば、状況は変えられる。

「俺おれの往生際の悪さをなめるなよ」

　圭は歯を食いしばった。身体が錆さびついてしまった機械のように動かない。それでも圭は床に這はいつくばると、近くにあったベッドに手をかけて強引に身体を起こした。

　なんであれ諦めてしまうことは簡単だ。それで人生が楽になることもある。隣の誰だれかを羨んで、そのくせ自分がそうはできない理由をそれらしく語ってニヒルに生きることは、ときには必死であがいている者よりも格好よく見える。

　だが、圭けいはそれをよしとはしない人間だ。香港ホンコンに連れてこられ、化ばけ物ものにされ、否いや応おうなく社会の底の底で生きてきた。誰にも見えない、闇の向こう側で。それを運命の一言で片づけるのは簡単だ。同情や憐れん憫びんを誘うのも。それでも彼は運命の奴ど隷れいになることではなく、あがくことを選んだ。雨あめ宮みや燈とう子こと一緒に。

　吼ほえ続けなければ、負け犬にチャンスなどやってこない。

　吼えることをやめたとき、負け犬は本当の負け犬になる。

　圭は化物かもしれないが、そういう人としてあたりまえの信念を持っている人間だった。いまでは数少ない、一昔前なら大勢いたであろう類たぐいの人間だった。

　圭はどうにか立ち上がり、足下がおぼつかないままドアに向かって歩き出した。

「鍵を……」

　手に入れなければ。〈博物館〉の女との交渉のために、燈子は恐らくこの領事館にいる。鍵さえ手に入れることができれば、逆転の目はある。その思いとは裏腹に、身体からだはまったく言うことを聞かなかった。

　足がもつれ、そのまま壁に激突する。鈍い音が大きく響き、圭は顔をしかめた。そのまま壁づたいに、ずるずると座り込む。呼吸が乱れ、いやな汗が額ひたいから吹き出た。ふわふわとして、宙に浮いているような感覚だった。

「おいおい……勘弁しろよ。なんのための化物だ」

　再び立ち上がろうとして、壁に体重をあずける。と、背後から壁を叩たたく音がした。弱々しいが、必死に自分の存在を訴えてきているような音だった。

　圭はその音に耳を澄ました。先ほど、こちらが壁にぶつかった音に反応しているのだろうか。〈博物館〉の関係者ならこんなことはせずに様子を見にくるはずだ。そうでないとするなら、リチャード・リーか。あるいは──

「ヴィクトリア……？」

　彼女の名前を声に出した瞬間、圭はなぜだか立ち上がっていた。力の入らない手を必死で握り締め、壁の向こう側に答えるかのように拳こぶしを思い切り打ちつける。

　どんっ！　と、いう衝撃音で壁が軋きしんだ。

　圭は部屋を飛び出して、ここが洋館の三階であることに気づいた。〈博物館〉の連中が間借りしているフロアだ。部屋は圭が放ほうり込まれていた部屋と、もう一つしかない。

　荒い呼吸は一向に収まらなかった。心臓の辺りが恐ろしく痛い。魂の半分を交換した精霊が、身体の内側で暴れ回っている錯覚を覚える。

　圭はシャツの胸元を鷲わし掴づかみにし、眉み間けんにきつく皺しわを寄せた。隣室のドアに肩からぶつかり、そのまま倒れるようにしてドアを押し開く。

　絨じゆう毯たんに顔面から突っ込み、彼はくぐもった声をもらした。

　視線を上げて、壁を背にして座り込んでいる少女と目が合う。凛りんとした碧へき眼がんの光は弱々しく、顔面は蒼そう白はくで血管が浮き出るのではないかとすら思った。

　彼女は──ヴィクトリアは、それでも眉まゆに力を込めてどうにか気丈に振る舞った。

「ケイ……」

「やっぱり、おまえだったかよ」

　圭けいは皮肉げに笑おうとしたが、薬のせいで顔の筋肉が痙けい攣れんして、強こわ張ばるだけだった。

「お互い、ヘマしたってわけか。ざまあないぜ」

　床を這はって、彼女へと近づいていく。

「リーは、殺されたぞ。連中は、最初から交渉する気など、なかったのだ」

　ブリタニアが領事館に残っていた時点で、それは予想できたことだった。

「だろうな。こっちも散々だよ、くそ……！　このなりを見りゃわかるだろうけどな」

「その鱗うろこ……魔法を使ったのか……？」

「ああ。さすがに〈博物館〉の女は一筋縄じゃいかない」

　ほんの数メートルを前進するのに、たっぷり時間をかけて、圭はようやくヴィクトリアと隣り合う距離にまで近づいた。同じように壁を背にし、ぜえぜえと肩で息をする。喉が渇き、唾液が張りつく。

「おまけに妙な薬を打たれてこのざまだ。けどまあ、これで俺おれを最後まで眠らせて──」




　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──




　圭の言葉はヴィクトリアのお腹なかの音で遮られた。

「…………」

「…………」

　二人は無言で視線を交こう錯さくさせ、気まずさに耐えられなくなったヴィクトリアがそっぽを向いた。ぶつぶつと独り言のようにして言葉をもらす。

「マギが足りなくて、逃げることができなかったのだ」

「だよな。わかってるよ」

　圭は気が抜けたように嘆たん息そくした。

　だからといって、彼女を責めることなどできない。こんなことにつき合わせてしまったのは自分だし、ヴィクトリアのマギが不足している原因も──圭にあるのだから。

　だから、彼は言った。

「気にするな」

「気にするぞ……！」

　強い口調の言葉が返ってきて、圭は少し驚いた。

「気にするに、決まっているだろう、バカめ。わたしは──」

　ヴィクトリアは深くうつむき、早口でまくし立ててくる声は消え入るようだった。彼女の肩が震ふるえているような気がして、圭けいはどうしていいのかわからなくなった。

「おい、ヴィクトリア……」

「わたしは！」

　ヴィクトリアが顔を上げた。

　彼女の碧へき眼がんにはいまにも溢あふれそうなほどに涙が浮かんでいる。

　眉み間けんにはきつく皺しわがより、眉まゆは八の字に下がっている。必死で涙を堪こらえて、下唇をきつく噛かみ、それでも我慢できずに身体からだは小刻みに震えていた。

「わたしは、なんでもいいから、ケイの役に立ちたくて。それで、だけど、役に立てなくて。わたしは──ケイに少しでもわたしを見てほしくて！」

　ヴィクトリアの宝石のような碧眼から、涙が溢れる。

　真っ白な頬ほおを伝い、顎あごの先から音もなく水滴が落下していく。人ではない〈アンティーク〉が、人のように泣く姿は、ほとんどおとぎ話のようだった。

　彼女は涙を流したまま、ゆっくりと首を左右に振った。

「いやなのだ。ケイが他の女のことを見るのが！　わたしをもっと見ろ！　ケイにもっと構ってほしいのだ！　ケイにもっとよくしてほしいのだ！　わたしは、おまえの〈アンティーク〉で、おまえの嫁で、それでそれで……もっと一緒にいたい」

　凛りん然ぜんとしているいつもの面影はなく、ヴィクトリアは声を絞り出して懇こん願がんした。言葉の最後は消え入るようで、だが彼女は自らを奮い立たせるように大きく息を吸い込んだ。













「ドクターが言うには、ケイ。わたしは、おまえに、恋をしているらしい」

　ヴィクトリアは、はにかんだ。涙はもうとまっていて、流れた跡あとが頬ほおに残っている。目は真まっ赤かで、泣き笑いのようだった。

「この気持ちが恋というものだとしたら、わたしもそうだと思う」

　真まっ直すぐな彼女の視線に射すくめられて、圭けいはまったく動けなくなった。

「ケイは、わたしと恋してくれるか？」

「俺おれは──」

　言葉が見つからない。彼女から目をそらせない。その眼まな差ざしは真剣で、決してはぐらかしていいものではなかった。

　彼女が〈アンティーク〉だとか、そんなことは関係なく。これは、「好きってことの意味がわかるか」という出会ったばかりのころの問いに、ヴィクトリアが答えを持ってきたようなものだった。

　わたしはわかる。あなたはどうなの？　そう問われているようなものだった。

「ヴィクトリア、俺はな」

　圭は乾かわき切った喉を鳴らした。

　胸きよう中ちゆうの遥はるか奥底。記憶の棺かん桶おけに眠っている感情がよみがえってくる。

「決めたんだ」

「なにを？」

「もう恋なんてものは二度としないってな」

　言葉は鉛のように重たく、痺しびれるほどに苦い。

「それは、ケイが化ばけ物ものだから？」

「ああ、そうさ。俺は化物で、大切な人を殺したからだ……！」

　ぞっとするほどに、擦すり切れた声がもれた。

　ヴィクトリアがびくりと肩を震ふるわせる。

　圭は自分の言葉を噛かみ締しめて、その苦味に頬を引きつらせた。

　胸が痛い。気が狂いそうだった。これはきっと、薬のせいなんかではない。

　それでも彼は、話すことをやめなかった。

「俺がガキだったころの話だよ。いまじゃあ、名前も顔も思い出せないってのに……それでも彼女のことは、彼女がくれたものは、覚えてるよ。はっきりとな」

「ケイは、その人のこと……」

「さあな。けど、大切な人だったんだ。大切な……」

　噛み締めた言葉は静かに、だがとてつもなく重く腹の底に響いた。

　彼女の最さい期ごの言葉が、頭から離れない。

　──本当に大切な人が見つかったなら、私がしたようにキスをしてあげるのですよ。

「だから、俺は決めたんだよ。もう誰だれも、こんな目にあわせない。俺は誰かの大切な人なんてものにならないし、大切な人なんてものはつくらない。そう、決めたんだよ」

「ケイ……」

「だから、俺おれの話はこれで終わりで、化ばけ物ものは恋なんてしないんだ」

「……そんなこと」

　ヴィクトリアが息を呑のみ、とまどいがちに手を伸ばしてくる。

　その手が圭けいの頬ほおにそっと触れた。

　彼女が無理に微笑ほほえみ、その双そう眸ぼうは物悲しい光を宿していまにも泣き出しそうだ。

「わ、わたしは──」

　言葉が見つからないのか、なにかを言おうとするたびに唇をもごもごさせ、

「わたしは精霊だから！」

「は？」

「死んだりしないから大丈夫だぞ」

　ようやく口にした彼女の言葉に、圭は思わず間の抜けた表情を浮かべた。

「くっくっ……おまえ」

「なぜ笑うのだ……！」

　ヴィクトリアが不満げに唇を尖とがらせて、頬をつねってくる。

「いや、おまえ、どんな慰めだよ」

　実に不器用な言葉だったが、それでも彼女の気持ちはよくわかった。彼女なりに精せい一いつ杯ぱい考えて、必死で言葉を探してくれたのだ。ありがたいと思う。

「ケイ、大切な人を失うのは、確かに怖いし、悲しい。だが、わたしは──」

　圭はヴィクトリアに強引に引き寄せられた。

　お互いの額ひたいが、こつんとぶつかり合う。

　息いき遣づかいや鼓こ動どうまでも聞こえてきそうな距離だった。

「大切な人をつくらないことのほうが悲しいと思う」

　囁ささやくようにして放はなたれた彼女の言葉は、なぜだかはっきりと聞こえた。

　真正面からこんなことを言われるのははじめてで、どうすればいいのかわからない。ヴィクトリアの言っていることは純じゆん真しん無む垢くな正論で、そんな綺き麗れいごとは犬に喰くわせろ。いままでずっと、そうやって生きてきたのだから。

「あれ……？」

　だというのに、圭は自分が泣いていることに気づいてぎょっとした。無意識に涙が溢あふれてきて、とまらない。頬を伝う涙が、添えられているヴィクトリアの手を濡ぬらした。

　圭自身、なぜ泣いているのか、わからなかった。だが、彼女の言葉に自分は泣いていて、それだけは間違いのない事実なのだ。

　情けないほどに声を震ふるわせて、圭は彼女の名前を呼んだ。

「ヴィクトリア……おまえってやつはさ……」

　彼女の最さい期ごの言葉が頭から離れない。

　──本当に大切な人が見つかったなら、私がしたようにキスをしてあげるのですよ。

「ケイの匂いがしてドキドキするよ」

　ヴィクトリアの声は柔らかく、別人のようだった。

「ねえ、キスしていい？」

　吐息とともに彼女がもらしたその言葉に、圭けいは逆らえなかった。

　どちらともなくそっと近づき、唇が静かに触れる。彼女の唇の感触が、体温が、そっともれる息が、彼女の味が、どれもはじめてのような気がした。

「ん……」

　と、ヴィクトリアが小さな声をもらした。

　凄すさまじい爆音が部屋を揺らし、庭で赤い炎が燃え上がったのは、ほぼ同時だった。





◆◇◆◇◆






　庭に突っ込んで爆発炎上したベンツの炎は赤黒く燃え盛り、洋館の一部に燃え広がろうとしていた。いたるところから銃声が鳴り響き、悲鳴と怒ど号ごうが聞こえる。

　閑かん静せいな山の手の一画は、いまや阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄だった。

　吹き荒れる熱風が運ぶのは、焼け焦こげた炭の臭においと血の臭いだった。

「アメミヤ、おまえ、やっぱり狂ってるぜ」

　ブリタニアが右手で拳銃のポーズをつくると、自分のこめかみに指を当ててぐりぐりと動かした。燃え盛るベンツを背に凶暴に笑う。炎に照らされた彼女は、まるで戦場にいるかのようだった。美しかったブロンドはばさばさで、白い肌は埃ほこりと油に塗まみれている。

　彼女の左手には一メートルを超える巨大な鍵があった。〈アンティーク〉だったアンヘルと呼ばれていた護衛の女が、元に戻った姿だ。

「あら、そうかしらね」

　燈とう子こはブリタニアと真逆とも言えるほどに冷厳として、その声こわ音ねは寒々しい。

「うちと全面戦争する気かよ？　神明市のいたるところでお前の犬がうるせえな」

　燈子の猟犬たちは、いまや餌えさを求めて吼ほえている。この神明市で〈博物館〉が〈商会〉の目を盗んで地味に整備してきた組織をずたずたに喰くい破っている。

　輸入雑貨店のオーナーが寝込みを襲われて、一家全員殺されているかもしれない。

　英会話教室の講師が、クラブのトイレで死んでいるかもしれない。

　出社前に犬を散歩させている会社員が、車にはねられているかもしれない。

　小さな貿易会社の社屋が、放火されて燃え尽つきているかもしれない。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、香港ホンコンでやってきた〈商会〉のやり方で。徹底的に皆殺しだ。

「〈博物館〉は、戦争はお嫌いかしら」

「いいや。いい度胸だぜ、〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。おまえの命の代価ってわけか」

「勘違いしないで。わたしは死ぬつもりなんてないのよ、ミス・英国ブリタニア。これは報復よ。わたしの庭で好き勝手やってくれたことへのね。さっさと鍵を渡して、死んでくれるかしら」

　燈とう子こは爆薬が仕掛けられたチョーカーの南京なんきん錠じようを指で弾はじいた。

　その態度は、放ほうっておけば三〇分もたたずに死ぬ人間のものとは思えなかった。恐怖に震ふるえるわけでもなく、取り乱しもない。

　ブリタニアが面白い冗談でも聞いたかのように哄こう笑しようした。

「この状況でよくもそんな口が利けるよな、アメミヤ。おまえ、周りが見えてねえのか？」

「わたしがそんな間抜けな女だと思っているのなら、相当におめでたい頭だわ」

　護衛の二人とはこの騒ぎのなかではぐれてしまった。

　それでも燈子は態度を微み塵じんも変えることはなかった。

　彼女が〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉であることに、凄すご腕うでの護衛や強大な組織の力など必要ない。いつでも、どこでも、どんな状況でも、雨あめ宮みや燈子は〈火箭小姐〉だった。それが彼女の覚悟だ。

「へえ、ご立派。けどよお、どこまでそんな態度でいられるかな」

　ブリタニアが哄笑をぴたりととめて、嗜し虐ぎやく的な光を目に宿した。

　巨大な鍵を引きずりながら、ゆっくりと近づいてくる。男でも腰を抜かしてしまいそうな威圧感にも、燈子は一歩も退ひかなかった。むしろ、自らブリタニアに向けて歩き出す。

「いい度胸だぜ、アメミヤ！」

　ブリタニアが鍵を両手で握った。同時に大きく右足を踏み込み、横払いに振るう。

　頭の骨が砕けたのではないかと思う、重く鈍い衝撃。視界が明めい滅めつし、意識が飛ぶ。

　それでも彼女は踏みとどまり、表情一つ変えなかった。

　どろりとした感触。真まっ赤かな血が燈子の頭から流れ、白い肌を染める。艶つややかな黒髪も血に濡ぬれて、鉄てつ錆さびの臭においがした。

「根性あるじゃねえか！」

　続けざまに、ブリタニアに顔面を蹴り飛ばされる。

「あぐっ……！」

　くぐもった声をもらし、燈子は軽く吹っ飛んだ。

　庭てい園えんの石いし畳だたみに身体からだを強したたかに打ちつけ、派手な血痕を残して数メートルほど転がる。真っ赤なチャイナドレスはボロボロになり、露出している腕や脚の肌は小さな傷だらけだ。

「無様だなあ、おい。カオルーン商会の〈火箭小姐〉が。ざまあねえ」

　どこと言わずに全身が痛かった。すぐには起き上がれそうもない。燈子がカオルーン商会の〈火箭小姐〉でなかったら、いますぐに泣き出して弱音を吐いていたに違いない。だが彼女は石畳に這はいつくばって、涼やかな視線をブリタニアに送った。

「獲物を前に舌なめずりは──」

「あん？」

「──三流のすることと知りなさい、ミス・英国ブリタニア」

　ブリタニアの頭にかっと血が上るのがわかった。目は吊つり上あがり、頬ほおは紅潮している。犬歯を剥むき出だしにする笑みを浮かべた彼女に、燈子は顔面を踏みつけられた。

「おまえの命は三〇分もねえ。わざわざ死に急ぎたいのかよ。自殺願望のイカれ野郎が」

「言ったでしょう。わたしは死ぬつもりはないし、イカれてもいない」

　燈とう子こは両腕に力を込めて、自分の顔を踏みつける靴底を押し上げた。だが、彼女の腕力では数センチも動かず、石いし畳だたみにいやでも頬ほおを擦こすりつけることになった。

　心なしか愉快な調子で、ブリタニアが言った。

「だったら、命いのち乞ごいでもしてみたらどうだ、ええ!?　あたしはな、おまえのその澄ました顔が気に食わねえんだよ」

「あらそう」

　燈子はことさら澄ました顔で言った。切れ長の目をすっと細め、挑発的な冷笑を浮かべる。直情的なブリタニアを見下し、蔑むように。

「アメミヤ──ッッ！」

　こめかみに血管を浮き上がらせて、ブリタニアが絶ぜつ叫きようした。

「そんなに死にたいなら、いますぐ殺してやるよ！」

　巨大な鍵が振り上げられる光景にも、燈子は顔色一つ変えなかった。

　この女はなにもわかっていない。命乞いなどまっぴらだ。雨あめ宮みや燈子は〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。敵には決して屈服しない。死なないと決めたのだから、あとは苛か烈れつに戦うまでだ。

（なんだ……いつものわたしということね）

　胸きよう中ちゆうでつぶやき、彼女は拳こぶしを握り締めた。

　鍵が振り下ろされる瞬間、渾こん身しんの力を込めてブリタニアの足を押し返す。

　わずかにバランスを崩した隙すきに、燈子は石畳を転がってどうにか足下から脱出した。一瞬前まで彼女がいたところに叩たたきつけられた鍵先が、石畳を派手に砕く。

「わたしは、死なないと言ったら、死なない……！」

　燈子は頭から鮮血を滴らせ、それでも立ち上がった。なんの武器も持っていなかったし、アンティーク・オーナーのような特殊な力があるわけでもない。それでも、執念の炎が宿る黒い双そう眸ぼうはブリタニアを見み据すえ、ほとんど狂気じみた輝きを放はなっていた。

「鍵を渡せブリタニア──ッ!!」

　喉から血が滲にじむ声で、叫ぶ。

　彼女は非力な少女でしかなかったが、その意志の力は銃や剣よりも強きよう靭じんだった。

　ゆっくりと一歩を踏み出すと、気け圧おされたブリタニアが一歩下がった。

「はっ……！　ふざけんなよ、アメミヤ！　いい加減に、くたばりやがれ！」

　自分を呑のみ込こむ得体の知れないなにかに抗あらがい、ブリタニアが首を振る。

　鍵を大きく振りかぶり、燈子に向けて思い切り振り下ろした。

　瞬間、派手な銃声が響いた。同時に耳をつんざく金属音。ぱっと火花。ブリタニアが手にしていた鍵が大きく弾はじかれて、彼女の身体からだをあらぬ方向へと持っていく。

「えっ……？」

　燈子は目を瞬まばたかせ、ゆっくりと顔だけを背後に向けた。本当は身体ごと振り返りたかったが、脚が震ふるえて言うことを効かなかった。

　数十メートルは離れているだろうか。洋館の扉を開け放はなち、マスケット銃を構えている彼の姿が見える。

「ケイくん……」

　その名前を口にして、全身から力が抜けていくのがわかる。ああ、本当に、無事でよかった。色々あったけれど、純粋にそう思えることにほっとする。

　その瞬間、燈とう子こは突然に理解した。

　それは立場だとか、建前上の理由はどうでもいい、彼女の心底からの想おもいだった。彼のためなら死ねるけれど、死にたくなんてない。彼のことが大切で、もっと一緒にいたくって、わたしのことだけ見てほしい。それが本当のわたしの気持ちなのだ。

　だって、こんなにも、好きだから──

　燈子はその場にへたり込んだ。糸が切れた人形のように、もう動けない。彼の顔を見ただけで安心して、いまにも泣き出してしまいそうだった。

「だって……ケイくん……」

　彼を見て、掠かすれる声でつぶやく。

　こんなタイミング、女の子だったら誰だれだってそうなるよ。

「燈子！　そこを動くな！」

　彼女の声に答えるように、圭けいが叫んだ。続けざまに銃声が轟とどろく。

　一発。二発。三発。燈子を掠めるようにして、魔法の弾丸がブリタニアに襲いかかる。

「薬が切れるのが早はええじゃねえかよ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　体勢を立て直したブリタニアが、自身の影に鍵を突き立てた。

　鍵先が影に呑のみ込こまれ──そのまま右に回転。

　燈子は目を疑った。瞬まばたきもしていない。一瞬のうちに魔法の弾丸がすべて打ち払われて、ブリタニアの立ち位置も変わっている。なにが起きたのか、まったくわからない。

「あたしともう一回やりたいならよお、歓迎するぜ、化ばけ物ものが」

　巨大な鍵を肩に担いだブリタニアは、自信に満ちた不敵な笑みを浮かべた。
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「得体の知れない力を持ってるアンティーク・オーナーとまともにやり合えるかよ」

　圭はマスケット銃を構えたまま、慎重に距離を詰めた。燈子を真ん中に置いて、ブリタニアとの視線が交こう錯さくする。視線を外した瞬間、殺やられるような気がして息を潜める。

「ヴィクトリア、〈アンティーク〉の魔法だな？」

（間違いない。だが、わたしもどういうカラクリかまではわからないぞ）

「ああ、俺おれにもさっぱりなんだよ」

〈博物館〉の女は危険だ。〈アンティーク〉固有の魔法の正体が、まったくわからない。自身の影に鍵を挿入して回転させることで発動しているのは間違いないが。

　圭けいは荒い呼吸も、じっとりしたいやな汗も、全身の鈍痛も、なにも悟られないように平然としていた。マスケット銃の照準をブリタニアにぴたりと合わせ、

「燈とう子こ、こっちに」

　一瞬だけ、座り込んでいる燈子に視線をやる。

　彼女は力なく立ち上がり、ふらふらと歩き出した。

　その背中を見送るようにして、ブリタニアがにやにやと笑っている。

「せいぜい格好つけさせてやるぜ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉。ご主人様を助けてやれよ」

　その表情は、完全にこちらの余裕のなさを見透かしているようだった。

　打たれた薬は〈博物館〉製だ。効果に自信があるのだろう。予想以上に早く目覚めたとはいえ、万全な状態ではないと決めてかかっている。事実、そのとおりではあったが。

　倒れ込むようにして寄りかかってくる燈子を、圭は左腕で受けとめた。そのまま抱き寄せると、彼女はいままで聞いたこともないか細い声でつぶやいた。

「ケイくん……」

　青白い顔にはべっとりと生なま乾がわきの血が付着し、磁器のような肌は小さな擦すり傷だらけだった。そんな外傷以上に、彼女は弱っているように見えた。小さく震ふるえる彼女は、まるで迷子の子供のように頼りなく、小さく見える。

　圭は不意に子供のころを思い出した。二人で必死になって生きていた、香港ホンコンの闇よりも暗い夜。雨あめ宮みや燈子がまだ〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉ではなかったころ。

　だから、圭はそのころと同じことを言った。

「大丈夫だよ、燈子。俺おれがついてる」

「こんなタイミングで……そんなこと言うの、反則だから……」

「映画の主人公みたいだろ？」

「バカね……」

　身体からだをあずけている燈子が、ほんの少しだけはにかんだ。

　彼女の震える手が、力なく圭の肩を掴つかむ。

「燈子、もっと俺を頼れよ」

「うん」

「もっと俺に甘えろ」

「うん」

　燈子がそれだけを言った。彼女を縛っていた立場も、建前も、なにもかも忘れてしまったようだった。圭はその一瞬だけ、本当に昔に戻ったような気がした。

「ケイくん……」

　燈子の声はいまにも泣き出しそうなほどに震え、掠かすれ、聞いている圭のほうがどうにかなってしまいそうだった。彼女をこんなにした奴やつを殺してやりたいと思う。心の底から。

「……助けて」

「任せろ」

　圭けいにはそれだけで十分だった。雨あめ宮みや燈とう子こがそう言うのなら、朝あさ霧ぎり圭は命だって簡単に懸けられる。燈子だって同じはずだ。それが二人の、血よりも濃い鉄の絆きずななのだ。

　やんわりと燈子を離して、圭はにやにやしているブリタニアを睨にらみ据すえた。

「三文芝居はもう十分じゃねえのか、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉よお」

「そいつは悪かったな。見世物じゃないんだよ」

「早くしねえと、アメミヤの頭が吹っ飛ぶぜ」

　爆発を示唆するように、ブリタニアが自分の顔の横で握っていた右手を広げた。

「立ってるだけで相当きついだろ？　おまえに打った薬はキクぜ。レイヴンを実験台にして開発した〈博物館〉の特別製だ。化ばけ物ものには効果てきめん。だろ？」

「調子に乗るなよ。そうやってあんたの国が斜しや陽ようの帝国になったのを忘れたのかよ」

「だったら試してみなよ、化物が。お得意の魔法でも使ってみな！」

　ブリタニアに言われるまでもない。圭は端はなからそのつもりだった。魂の半分を交換した精霊のマギを活性化させるための魔法陣を展開する。

「先せん天てん八はつ卦け──」

　圭を中心に展開する八角形の魔法陣は、だが次の瞬間ぐにゃりと曲がって霧散した。

「な……？」

「魔法は使えねえんだよ、バカめ！　化物には効果てきめんだと言っただろうが」

　ブリタニアが鍵を引きずりながら、無造作に距離を詰めてくる。そのまま大きく右足を踏み込み、左手の鍵を横なぎに振り回す。

　巨大な金属の鍵を、圭は咄とつ嗟さにマスケット銃で受けとめた。

　鈍い金属音。一瞬の火花。衝撃に耐えきれずに、圭はたたらを踏んだ。

「くっそ……！」

　下半身を沈めて、倒れないようにバランスを取る。

　こんな奴やつを相手に魔法なしでどうにかなるものなのか。

（ケイ、落ち着け。わたしがいる。アンティーク・オーナー同士、条件は五分だ）

　頭のなかに響いたヴィクトリアの声は、普段となにも変わらない。

　恐らくこちらが冷静さを失っていることに気づいて、あえてそうしたのだろう。

　圭はそのことに気づいて、微苦笑をもらした。〈アンティーク〉とそのオーナーは、単に道具と持ち主という関係ではない。いわば相棒のようなものだった。

（まずは連中のカラクリを暴くぞ、ケイ）

「そうは言ってもな……きついぜ」

　咄嗟にブリタニアと距離を取る。ヴィクトリアの能力は魔法の弾丸。接近戦には向いていない。本来なら圭の魔法でフォローできるが、この状況では距離を取るのが得策だ。

〈アンティーク〉の能力は道具としての意味や価値に縛られる。だから、マスケット銃の〈アンティーク〉であるヴィクトリアの能力は、本来の銃という役割を逸脱しない。

　それはブリタニアが使う〈アンティーク〉も同じはずだった。鍵という道具としての意味や価値に関係する能力のはずだ。

「せめてあれがなんの鍵かさえわかればな。くそ……！」

（うだうだ言っても、仕方ないだろう。やるぞ、ケイ！）

「ああ、やってやるよ！」

　圭けいは自身を鼓舞するかのように、声を張り上げた。

「気合であたしを殺やれるなら世話ねえぜ」

　ブリタニアが余裕ぶった笑みを浮かべ、肩をすくめた。

（さあ、ケイ。わたしを、構え撃て！）

　ヴィクトリアの声に導かれるようにして、圭は右手に持ったマスケット銃を起用に回転させながら後方に跳んだ。同時に燧すい石せきが挟み込まれていない撃鉄が意志を持っているかのように自動で起き、コック・ポジションになった。

　圭は銃口をブリタニアに照準し、即座に引き金を絞る。

　撃鉄が落ちる。フリントロックの機構が作動する金属音が鳴る。

（〈女王陛下の火薬庭てい園えん〉！）

　凛りん然ぜんとしたヴィクトリアの声が、頭のなかに響く。

　マスケット銃が火を噴いた。吐き出された魔法の弾丸は、一発ではなかった。そこいら一帯を根絶やしにするかのように弾幕となって現れた。













　数メートルの広範囲を薙なぎ払はらう、絶対に逃れられない無数の弾丸。

　だが、ブリタニアはいつの間にか鍵を自身の影に挿し込んでいる。

　右に回転──瞬間、彼女は弾幕の範囲の外で悠ゆう然ぜんと佇たたずんでおり、無数の魔法の弾丸が虚むなしく石いし畳だたみに降り注いだ。耳を覆いたく甲かん高だかい跳ちよう弾だんの悲鳴が連続し、石畳が発砲スチロールのようにぐずぐずに破壊される。

「おおっと……！　さすがにやばい能力持ってやがる！」

（ケイ、続けていくぞ！）

「ああ……！」

　二人の意思は重なり合い、圭けいはヴィクトリアが次になにをしようとしているのかを理解していた。だから、銃口をでたらめな方向へ向けたままに発砲する。

（〈女王陛下の狩猟犬〉！）

　続けざまに三発。幻想の銃声と銃火、漂う火薬の臭におい。

　撃ち出された魔法の弾丸は空中を疾しつ駆くして、三発それぞれに意思があるかのように別々の軌道を描いた。大きく弧を描いて三方向からブリタニアに襲いかかる。

　まさに獲物に殺到する狩猟犬のように。

　だが、ブリタニアの余裕ぶった態度は変わらない。まるで録画した映像を再生するかのように、影に挿し込んだ鍵を回転させる。

　圭はもう見慣れてきた不自然な光景を皮肉げに笑った。

「当然そうなるってわけだ……！」

　瞬まばたきもしていないのに、殺到していたすべての弾丸が打ち払われていた。

　まるでその過程を時間の流れからすっぽりと切り取ってしまったかのようだった。

「あっははは！　ムダだぜ〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　ブリタニアは派手に哄こう笑しようすると、鍵を引きずりながら猛もう烈れつな勢いで距離を詰めてきた。

　そのまま両手で握った鍵を袈け裟さ懸がけに振り下ろしてくる。

「この……！」

　圭は向かってくる鍵のブレードを思い切り蹴り上げた。

　鈍い音を残して巨大な鍵が方向を変え、その反動で間合いを取る。

　骨に響く痛みを無視して、圭はマスケット銃を続けざまに発砲した。

　銃声。銃声。銃声。

　狙いを定めていない牽けん制せいだ。命中はしない。

　圭は同時にブリタニアとの距離を詰めた。

（ケイ！　距離を取れ！）

「それじゃあ埒らちが明かないだろ！」

　接近して、鍵の能力を発動させる隙すきを与えない。たとえ魔法が使えずとも、接近戦は圭の十八番だ。二人の距離はもう一足飛びにまで近づいていた。

　圭は下半身をすっと沈めると、音もなく、石畳を蹴った。

　もう一段階加速して、ブリタニアの懐に半身になって滑り込む。

　右手のマスケット銃をくるりと回転させ、銃じゆう床しようをブリタニアの顎あご目がけて振り上げる。

　わずかに上半身をそらしたブリタニアの顎先を、その一撃が掠かすめていく。

（ならばケイ……！）

　圭けいの意向をくみ取ったヴィクトリアの言葉が響いた。

（〈女王陛下の着剣命令〉！）

　マスケット銃の先端に、三〇センチほどの魔法の刃が現れる。鈍い光沢を放はなつ英えい国こく式の銃剣だ。

　振り抜いたマスケット銃を手元に引き寄せるなり、圭は肘打ちを放つようにして、コンパクトな回転で銃床を横薙なぎに振るう。

「ちっ……！」

　ブリタニアが舌打ちした。かわしきれずに左腕でその一撃が防御される。

　骨を強したたかに打ち据える鈍い音。

　圭は続けざまに銃剣の刃を斬り上げた。

　鋭利な刃が空気を斬る音が鳴り、ぱっと血煙。

　ブロンドがはらはらと舞って、銃剣の先端がブリタニアの左頬ほおから額ひたいを掠める。深い傷ではないが、白い肌も整った顔も、台無しだった。

「くそったれが、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　ブリタニアの鍵は大きすぎて、接近戦の取り回しには向いていない。バックステップして距離を取る彼女を追いかけて、圭はさらに深く左足を踏み込んだ。

　股の間に割って入り、足を大きく払う。

「俺おれを甘く見すぎだ……！」

　バランスを崩したブリタニアに向けて、圭は躊ちゆう躇ちよなく銃剣を突き立てた。

　豊満な胸の谷間に深々と突き刺さる──前に銃剣がぴたりととまる。ブリタニアが魔法の刃を右手で握り締めていた。

「おまえこそ、あたしを甘く見すぎだぜ」

　銃剣を掴つかんだ右手から血を滴らせ、ブリタニアが言った。

　凄すさまじい握力に、銃剣がぴくりとも動かなくなる。

　押し込むことも、引き戻すこともできずに、圭は両腕にさらに力を込めた。

「生半可な鍛え方じゃあな、この業界生きていけねえんだよ……！」

　ブリタニアが右手一本で銃剣を押し返してくる。血ち塗まみれの顔で、こちらを威い嚇かくするかのように犬歯を剥むき出だしにする。

「だよなあ……！」

　力を込めた両腕を震ふるわせて、圭は押し返された数センチをどうにか押し戻した。

　朝あさ霧ぎり圭とて同じことだ。生半可な鍛え方などしていない。もうほとんど銃剣の切っ先がブリタニアの胸元に触れている。白い肌をじりじりと銃剣が斬り裂いていく。

　圭けいの圧力に屈するようにして、ブリタニアが右膝をついた。

　渾こん身しんの力を込めて、銃剣を突き立てる！

「ケイくん！」

　背後から燈とう子この悲鳴じみた声が聞こえた。

　瞬間、ブリタニアが左手一本で振り回した鍵のブレードが、圭の右脇腹に直撃する。

　骨が砕ける鈍い音。内臓が衝撃に揺れて、圭は横に吹っ飛んだ。

　マスケット銃を放ほうり出して石いし畳だたみをごろごろと転がり、激痛に身体からだを丸める。

「がっ……はっ……くそ！」

　喘あえぐようにして声をもらす。うまく呼吸ができず、身体もしびれて動かない。肋ろつ骨こつが確実に何本か折れた。いやな汗が全身から噴き出してきて、圭は寒さむ気けを覚えた。

（ケイ！　いま、助ける！）

「よせ……ヴィクトリア。そのままでいろ……！」

　頭のなかに響いたヴィクトリアの声に小さく答える。

　人の姿になるにはマギを大量に消しよう耗もうしてしまうし、ヴィクトリアの戦闘能力そのものは弱体化する。それならマスケット銃のままにしておいて、チャンスをまつ。

　圭はそんなことを思って、どうにか身を起こした。

「しぶとい野郎だな、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉。ゴキブリか、おまえはよ」

　ブリタニアが鍵を引きずりながら近づいてくる。

　銃剣の傷で顔は血に塗まみれ、右手からはだらだらと血が滴っていた。

「貴重な実験動物だから、殺されないと思って調子に乗ってんじゃねえぞ。あたしをこんなにしてくれやがって、頭にきたぜ、ええっ!?」

「悪役らしく、なったじゃないかよ。眼帯でも、したらどうだ」

　息も絶え絶えだったが、圭は皮肉げにそう言った。

「そんなに死にてえなら、そうしてやるぜ……！」

　ブリタニアがこめかみに青筋を浮かべ、口元を引きつらせた。

　もう我慢の限界とばかりに、ゆらりと鍵を持ち上げる。

　同時に軽い銃声。彼女の足元で、弾丸が甲かん高だかい音を立てて跳ねた。

「まちなさい……！」

　圭は視線をブリタニアの背後にやった。

　燈子が震ふるえる両手で自動拳銃を構えていた。

　彼女がいつも護身用に持っているオーストリア製の小型拳銃で、いまの燈子が持つといかにも頼りなかった。それに彼女は拳銃なんてものはほとんど撃ったことがないはずだ。

「それ以上、ケイくんに手を出さないでくれるかしら、ミス・英国ブリタニア」

「そういうセリフはよ、震える声を隠していうもんだぜ。アメミヤ！」

　ブリタニアがゆっくりと振り返る。

「燈子、よせ。挑発するな……！」

「ケイくんがそんなになっているというのに、黙っていられるほど、わたしは人ができていないのよ。さあ、ミス・英国ブリタニア。次は頭を吹き飛ばすわ」

「だったら最初からやれよ。自分の手で人を殺したことがねえんだろ、アメミヤ？」

　なにもかも見透かしたようにして、ブリタニアが冷笑を浮かべた。

「本当の人殺しになるのが怖いんだろうが」

　燈とう子こが奥歯を噛かみ締しめて、屈くつ辱じよくに震ふるえているのがわかった。

「ええ、そのとおりよ。わたしは自分の手で人を殺したことはない。けれどね、わたしがいまの地位にたどり着くまでに死んだ連中は、誰だれも彼も自分が殺したと思っている。覚悟はとっくの昔にできているわ」

　燈子がブリタニアに向けた銃口は、微動だにしなかった。

「わたしは、ケイくんのためなら、人だって殺せる」

「わからねえな。この化ばけ物ものがそんなに大切かよ。なら──」

　圭けいはブリタニアの血ち塗まみれの右手で髪を鷲わし掴づかみにされた。力任せに引きずり倒され、鍵のブレードを首筋に当てられる。ずしりとした重みが首の骨にのしかかってくる。まるでギロチンの執行をまつ死刑囚のようだ。

「どういうつもりだ、ブリタニア……」

「〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉、これから面白いものを見せてやるぜ」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、ブリタニアが言った。

「アメミヤ、命いのち乞ごいしろ」

　その言葉に、燈子が眉まゆ根ねをひそめる。

　圭にも、言っている意味がわからなかった。

「あたしはおまえの、その澄まし顔を見てると虫むし唾ずが走るんだよ。だから、命乞いしてみろ。無様に、あたしの足下に跪ひざまずけ」

「なにを言っているのかしら。そんなことをしてなんの意味があるの」

「意味なんてねえよ。あたしはそれが見たいだけだ。そうしないならよお、おまえが生きている間に〈黒龍孩子〉をくびり殺してやるよ。目の前でな」

　これは私情だ。〈博物館〉も〈商会〉も関係ない。ブリタニアは燈子に屈辱を味わわせ、ただ溜りゆう飲いんを下げたいらしい。

「けどよお、命乞いすりゃ助けてやるよ、アメミヤ。おまえも、〈黒龍孩子〉もな」

　ブリタニアが目を細め、いやらしく笑う。そして挑発するかのように、燈子の首に巻かれているチョーカーの鍵を取り出して見せる。

　子供でもわかる嘘うそだ。この女は端はなから燈子を助ける気はないし、圭を解放する気もない。

「燈子……！」

　圭は警告のために彼女の名前を叫んだ。

「やめろ、燈子！」

「うるせえ！　黙ってろよ〈黒龍孩子〉！」

　心底から愉快そうに、ブリタニアがくつくつと笑った。

「さあ、どうする？　どうするよ、アメミヤ？」

　燈とう子こが無言のまま、ちらりとこちらを一いち瞥べつした。

「ケイくん、覚えておいて。わたしは、ケイくんのためならなんだってできる」

　その顔には、自分がやるべきことが明確になったすがすがしさがあった。構えていた自動拳銃を下ろし、生なま乾がわきの血がべっとりと付着した黒髪をかき上げる。

　頼りない足取りでブリタニアへと近づき、彼女は自動拳銃を足元に投げ捨てた。

「こうするのよ、ミス・英国ブリタニア」

　燈子はブリタニアの足下に躊ちゆう躇ちよなく跪ひざまずいた。石いし畳だたみに両手と両膝をつき、頭を垂れる。

　カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉がひれ伏す姿は残酷で、だが圭けいは彼女の姿から目をそらさなかった。矜きよう持じを捨てて、燈子がそうしているのは圭のためなのだから。

　彼女は額ひたいを石畳につけて、

「お願いします。助けてください。ケイくんとわたしを」

「あっははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　その姿を見たブリタニアが破顔した。芝居がかった仕草で、左手をぴしゃりと額にやる。笑いを堪こらえきれずに肩を揺らし、冷たい視線を燈子に投げかける。

　ブリタニアがそのまま燈子の頭を踏みつけた。

「ざまあないぜ、アメミヤ！　いい姿じゃねえか！」

「くそ……！」

　圭は怨えん嗟さのうめき声をもらした。

　こんなことをしたところで、この女の回答は決まっている。

　鍵を手に入れることができなかった情けなさで、燈子にこんなことをさせてしまった悔恨で、圭はきつく唇を噛かみ締しめた。血の味がするほどに。

「アメミヤ、おまえの命はあと……くっくっ、三分もねえ」

　ブリタニアは似合わない上品な腕時計に目をやり、小さな鍵を取り出してみせた。

「約束どおりよお、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉は助けてやるぜ。だがアメミヤ、おまえはダメだ。もう残り時間もねえし。あたしは不器用だから、鍵を外すのが間にあわねえかもなあ」

　予想していたとおりの答えだった。だからなのか、燈子はなにも反応しなかった。

「残念だけどなあ、このまま頭を吹き飛ばされて死にな」

「ブリタニア──ッ!!」

　圭は叫ばずにはいられなかった。この女を心底から殺してやりたいと思った。眉み間けんと鼻の頭にきつく皺しわを寄せ、圭は怒り狂った犬のような表情になった。

「怖い顔するんじゃねえよ、化ばけ物ものが。これから、よーく調教してやるぜ」

　ブリタニアが燈子の頭を踏みつけていた足を離した。

「残念だけれど──」

　燈子のぼそりとしたつぶやきは、なぜだかはっきりと聞こえた。

「──ケイくんの飼い主はわたしなのよ、ミス・英国ブリタニア」

　勢いよく身を起こすなり、彼女はブリタニアに飛びかかった。だが、足払いをかけられてあっさりとかわされる。

「往生際が悪いじゃねえか、アメミヤ」

「あらそう？」

　転んだ燈とう子こに引っ張られるようにして、ブリタニアがバランスを崩した。

　怪け訝げんな表情を浮かべた彼女の左手には、玩具おもちやみたいな手て錠じようがかけられていた。それはアイリスを拘束していた手錠で、いまは燈子の左手とつながっている。

「なんだ……？」

「見てのとおりよ」

　燈子がいつもの澄ました顔に戻っていた。

「言ったでしょう。獲物を前に舌なめずりは三流のすることだと。わたしを殺したいならさっさとそうすればよかったのよ、ミス・英国。だから、こんなことになる」

　ゆっくりと立ち上がり、燈子が爆薬の仕込まれたチョーカーの南京なんきん錠じようを指で弾はじく。

「このくらいの距離なら、爆発すればあなたも無事にすまないかもしれないわね」

「アメミヤ──ッ!!」

　ブリタニアが怒声を上げた。力任せに手錠がかけられている左腕を振り回す。

　燈子は人形のように石いし畳だたみを引きずられた。

　ほっそりとした彼女の手首に手錠が擦こすれ、すぐに血が滲にじむ。

「言ったでしょう。わたしは死なないと言ったら死なない。ミス・英国。あなたも死にたくないのなら、わたしの爆薬をどうにかすることね」

　残り時間は一分もない。ブリタニアに必死で食らいつく燈子は無様で格好悪く、それでもこうと決めたら絶対に妥協しない〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉そのものだった。

「さあ、どうするのかしら？　どうするの、ミス・英国？」

　ブリタニアの背後に回って右腕で首を絞めつけながら、燈子は涼しげに言った。

　そして、次の瞬間、峻しゆん烈れつな叫び声を上げる。

「さっさと決めろ！　ブリタニア──ッ！」

　残り時間はもう数秒だ。鍵を取り出してチョーカーを外すゆとりはない。

「くそったれが──っ！」

　ブリタニアも絶ぜつ叫きようした。

　口元を引きつらせ、右手に持っていた〈アンティーク〉を燈子の影に挿し込む。

　チョーカーに仕掛けられた起爆装置が作動する。

　音もなく燈子の影に飲み込まれた鍵が、左に回転。

　圭けいはぎょっとして、そこで起こっている光景を眺めていた。

　チョーカーの起爆装置は確かに作動した。だが時間が停止したかのように、南京錠から爆発の光と炎がもれ出る瞬間のままとまっている。

（いや……）

　圭けいは息を呑のんだ。

　時間が停止しているのではない。遅くなっている。録画した映像をコマ送りにして、一秒を二四コマに分割して見ていくように、燈とう子この時間だけがゆっくりと進んでいる。

　だから、目を凝らせば爆発の光は確かに広がっている。恐ろしくゆっくりと。

　これが彼女の〈アンティーク〉の能力。

「冗談じゃねえぞ！　本当にイカれてやがるよ、くそ！」

　ブリタニアが肩で息をしながらうめいた。薄汚れたブロンドが、汗で額ひたいにべっとりと張りついている。彼女は髪をかき上げると、大きく息を吐いた。

　小さな鍵を取り出し、燈子のチョーカーを取り外す。

　奇妙な光景だった。本来はとっくの昔に爆発しているはずのチョーカーが、ゆっくりと起爆しながらブリタニアの手に収まり──力任せに投げ捨てられる。

「タイムリミットだ」

　ブリタニアが舌打ちし、石いし畳だたみに転がったチョーカーが爆発した。炎が上がり、吹き飛ばされた石畳の破片が爆風に巻き上げられる。

「……？」

　なにが起きたのかわからずに、燈子は間の抜けた表情を浮かべていた。

　彼女からしてみれば、体感していた時間は一瞬だ。その間にブリタニアがチョーカーを外して投げ捨てたことになる。まるで理解できないはずだった。

「命拾いしたなあ、アメミヤ……！」

「……そうみたいね。あなたにお礼を言うべきかしら、ミス・英国ブリタニア」

「礼はいらねえよ」

　ブリタニアが燈子を引きずって数歩を歩き、落ちていた彼女の自動拳銃を拾い上げた。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく引き金を絞る。

　手て錠じようの鎖に向けて一発。火花が散ちって、鎖が断ち切れる。

　バランスを崩した燈子に向けて、一発。

「え……？」

　燈子はそれだけを言った。

　あまりにも突然のことに、圭もなんの反応もできなかった。

　飛び出した金色の空薬やつ莢きようが落下していく様子が、燈子が石畳に倒れていく様子が、スローモーションのようにして目に焼きついた。

「燈子！」

　遅れて圭は悲鳴じみた声を上げた。

　彼女が石畳に倒れ込み、ぴくりとも動かなくなる。

　ゆっくりと血溜だまりが広がっていく。赤い水みず溜たまりに、彼女が沈んでいく。

「獲物を前に舌なめずりは三流のすることだったよなあ、アメミヤ。忠告ありがとうよ」

　自動拳銃を投げ捨てたブリタニアが、こちらを見やった。

「そろそろ終わりにしようぜ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉」

　だが、圭けいはそんな言葉など聞いてはいなかった。目の前でなにが起きたのか、頭では理解していても、感情がそれを許さなかった。

　血溜だまりに横たわる彼女が、まるで現実感のないもののように思える。

「おい、燈とう子こ……！」

　彼はのろのろと立ち上がると、ブリタニアの存在を無視して燈子に近づいていった。

「冗談だろ。なあ、おい、しっかりしてくれ」

　不意にあの灰色の世界が脳のう裏りによみがえる。彼女の最さい期ごを看み取とったモノトーンの世界。赤い唇だけが言葉を紡つむいでいたように、燈子を呑のみ込こむ血の赤だけが目に突き刺さった。

　雨あめ宮みや燈子は、彼女と違ってなにも言わない。圭はそのほうがなにかを託されるよりも残酷だということを理解した。最期の言葉は生者を縛るが、それでも言葉を託されなければ、人はすぐに記憶の棺かん桶おけの奥底にすべてを沈めて蓋ふたをしてしまう。死者が誰だれであれ。

　朝あさ霧ぎり圭と雨宮燈子は、本当の家族よりも濃い絆きずなでつながっている。燈子なら鉄血の絆と言うだろう。人生の大半を寄り添って生きてきた。コインの裏表。半身のようなものだ。

　それを失うかもしれないという事実を突きつけられたとき、心が痛いわけでもなく、悲しみが込み上げてくるわけでもなかった。圭はただ動どう揺ようした。

　血溜まりに膝をつき、彼女の身体からだに触れる。まだ温かい。

　腹部を撃たれたらしく、嘘うそみたいに血が溢あふれてきていた。彼女を抱き起こし、左手で傷口を押さえる。手が一瞬で真まっ赤かに染まり、血の臭においで頭がおかしくなりそうだった。

「燈子……！」

　彼の呼び声に、彼女は答えなかった。

　代わりに聞こえたのは、背後からの声。

「おいおい、女が一人くたばったくらいで情けねえ声出してんじゃねえよ」

　圭は胸倉を掴つかまれるなり、強烈な一撃を顔面に喰くらった。ブリタニアの拳こぶしが頬ほお骨ぼねを打ち据えて、脳が揺れる。口のなかに血の味が広がり、圭は足元に血を吐き捨てた。

「もうやる気がねえなら、大人おとなしくしてろ。〈博物館〉が飼ってやる」

「やる気がないだと？」

　圭は口元を手で拭ぬぐって力なく笑った。燈子の血で頬が赤く染まる。

　一度だけ大きく肩で息をして、天を仰ぐ。早朝の空は、清すが々すがしいまでに澄んでいる。そんな空と同じように、圭の胸きよう中ちゆうもいたってシンプルだった。

「っざけんなよ、ブリタニア……！」

　底冷えする声で、彼は言った。そこには明確な殺意があり、冷れい徹てつな覚悟があり、激しくも静かに燃える怒りの炎があった。

「おまえを消し炭に変えたって気がすみやしないからなあ……！」

「そんなザマでよく──」

　ブリタニアがそこまで言ってぎょっとした。

　ちらほらと圭けいの周囲に漆しつ黒こくの火の粉が舞っている。だが、精霊のマギを活性化させる八はつ卦け魔法陣を展開してはいない。無意識にもれ出ている。魂の半分を交換したということは、精霊もまた圭の影響を受ける。強い感情に感化されて、圭の怒りが精霊の怒りとなって、こちら側の世界に力を顕現しようとしている。

「薬も当てになりゃしねえな、くそ……！」

　圭の右半身に、爬は虫ちゆう類るいじみた漆黒の鱗うろこがびっしりと現れた。頬ほおから首筋、背中、そして腕。本当に化ばけ物ものじみた姿だ。漆黒の火の粉はいつの間にか黒炎へと変化した。いつもなら両腕に収束する炎は、だがいつまでも彼の周囲で燃え盛っていた。

　制御できていない力だ。なにが起こるかわからない。

「これだから化物はよお……！」

　ブリタニアが鍵の〈アンティーク〉を手にして距離を取る。

　制御できていない漆黒の炎は、圭の身体からだも燃やしていた。精霊化の影響を受けた身体も、魔法の炎にはダメージを受ける。放ほうっておけば、自分の炎で焼け死んでしまう。それでも圭はなにも気にしていないようだった。

　焼け死んでしまえばいい。燈とう子こがこんなことになったのは、鍵を手に入れることができなかった自分自身のせいだ。それが一番許せないことだ。〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉の魔法も、〈アンティーク〉も、なんの役にも立たなかった。

　瞳孔の開いた爬虫類じみた目で、ブリタニアを見み据すえる。

「ブリタニア、おまえは殺す。俺おれと一緒に地獄で燈子に詫わびてもらうぜ」

「ケイ！」

　一歩を踏み出したと同時に、黒炎をかき分けて人影が飛び込んできた。

　そのまま勢いよくぶつかられ、圭はたたらを踏んだ。

「ヴィクトリア……！」

　人の姿に戻ったヴィクトリアだった。魔法の炎のせいであちこち火傷やけどを負い、それでもそんなことを無視して強い意志を宿した碧へき眼がんで圭を見てくる。

「落ち着け！」

「落ち着けだ？　これが落ち着いていられるか!?」

　漆黒の炎が一層激しく燃え上がり、二人を焦こがした。圭の感情に精霊が反応しているのだ。本来は別々の二つの魂が、溶け合うようにして混ざり合っていく。

　心臓を鷲わし掴づかみにされて、魂を削られていく寒々しい感覚を、圭はなぜだか感じなかった。むしろ身を任せてしまいたくなるほどに心地いい。

「魂を喰くい尽つくされて本物の化物になりたいのか!?」

　ヴィクトリアは肌を焼く炎など意に介さずに、圭の頬に両手を添えた。

　彼女の碧眼に映り込む自分自身の顔に、圭は薄ら笑いを浮かべた。

　漆黒の鱗が右頬から額ひたいや顎あごへと広がっている。化物じみた顔だった。

「俺おれはもとから化ばけ物ものだよ、ヴィクトリア」

「ケイくんは……化物なんかじゃないわ」

　はっきりと聞こえた声に、圭けいは振り返った。血溜だまりのなかで半身を起こした燈とう子こがこちらを見ていた。血が溢あふれる腹部に右手を当て、顔面は蒼そう白はくをとおり越して透きとおるかのように白い。唇は震ふるえ、息は荒く、だが目の光だけはしっかりとしていた。

「燈子……！」

「大丈夫よ、ケイくん。わたしは死なないと言ったら死なないわ。わたしを誰だれだと思っているのかしら。カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉よ？」

　燈子は平然と笑って見せた。

「さっさとその女を片づけて、わたしを病院に連れていってほしいのだけれど」

「なんて女だよ、おまえは……」

　渦巻いていた怒りをそがれて、圭はそれだけを言った。血に染まる燈子の凛りん然ぜんとした微笑ほほえみは戦慄を覚えるほどに美しく、同時にその強きよう靭じんな意志に畏い怖ふすら覚える。

「どんな女？」

「くっくっ……最高の女だ」

　圭を中心に燃え盛っていた漆しつ黒こくの炎が、ゆっくりと彼の両腕に収束していく。魂の半分を交換した精霊から、その力だけを取り上げる。

（悪いが、俺の身体からだは俺のものだ）

　不快感が身体の奥底から襲いかかってくる。身体の内側から内臓を喰くい破られるような恐怖。自分ではないなにかに、じわじわと変へん貌ぼうしていく狂気。

　冷たい汗が一気に噴き出し、圭はガチガチと鳴る奥歯を噛かみ締しめた。

「ケイ……」

「心配するなよ、ヴィクトリア。俺は化物だが、まだ本物の化物になっちゃいないさ」

「わたしはどうなのだ？」

「なにが？」

「トーコが最高の女なら、わたしはどうなのだ!?」

「なんの話だ!?」

　ぐいぐいと袖を引っ張ってくるヴィクトリアの腕を払おうとするが、恐ろしく力が強く離れない。こんなときになにを言っているのだ、この〈アンティーク〉は。

「茶番はそれくらいにしときな、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉」

　ブリタニアの声にぎょっとする。魔法の炎から距離をとっていたはずなのに、なんの前触れもなくほんの一足飛びの距離にその姿がある。

「ヴィクトリア！」

　圭は叫びつつ、同時に魔法を使う。

「先せん天てん八はつ卦け──〈黒龍炎爪ヘイルンイエンチヤオ〉！」

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされた巨大な鍵を、漆黒の炎をまとった圭の拳こぶしが迎撃する。

　激突。黒い爆炎が上がり、衝撃で鍵ごとブリタニアが吹き飛ぶ。

　あわよくば〈アンティーク〉を破壊したかったが、そう簡単にはいかないらしい。

　圭けいはマスケット銃へと姿を変えたヴィクトリアを手にした。

（ケイ！　あとでキスしてもらうからな！）

「わかってるよ、うるさいな」

（なんだその態度は!?）

　漆しつ黒こくの炎を両腕にまとったまま、器用にマスケット銃を回転させ、圭は銃口をブリタニアへと向けた。間かん髪はつ入れずに発砲。

（〈女王陛下の火薬庭てい園えん〉！）

　無数の魔法の弾丸がブリタニアを襲う。

　だが、すでにブリタニアは自身の影に巨大な鍵を挿し込んでいた。

（ケイ、あの〈アンティーク〉の能力、大体の予想はついているな）

「ああ、だからこうするよ！」

　ブリタニアが鍵を右回転させる。

　刹せつ那な、無数の魔法の弾丸は虚空を薙なぎ払はらい、ブリタニアはまったく違う場所に──圭はそれを予想していたかのように、左手をかざしていた。

「先せん天てん八はつ卦け──〈黒龍炎牙ヘイルンイエンヤア〉！」

　漆黒の炎が帯状の高こう熱ねつ波ぱとなって一直線にほとばしる。

　その熱と衝撃に石いし畳だたみはめくれて溶解し、空気が焦こげる。

　ブリタニアが目を見開き、黒い奔ほん流りゆうが彼女を飲み込んだ。

　膨れ上がった炎が洋館の庭を蹂じゆう躙りんする。

　整えられた木々は薙なぎ倒たおされ、燃やし尽つくされた。噴水は跡あと形かたもなく吹き飛び、熱波が駆け抜けたあとは盛られた土が抉えぐられ、熱でガラス状になった。

「くそっ……たれが……！」

　炎が消え去ったあとには、どうにかして直撃を避けたブリタニアが佇たたずんでいた。

　右腕がだらりと垂れ下がり、ほとんど炭化してしまっている。それだけでなく、右半身にひどい火傷やけどを負い、見るも無む残ざんな有様だ。

　彼女がどれだけ上品ぶったところで、もう誰だれも振り返ることはないだろう。

「やってくれたなあ、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

「いいざまだよ、ブリタニア。あんたの〈アンティーク〉の能力、時間に関係してるな？　チョーカーの爆発から逃れるために、俺おれに見せたのはまずかったよな」

　ブリタニアが使っている〈アンティーク〉の能力で、燈とう子この時間が遅くなった。鍵を影に挿し込んでの左回転だった。

「時計の鍵だな、その〈アンティーク〉。〈アンティーク〉の能力は道具としての存在意義に由来する。だからこそ、時間に関係してる能力だろ」

　時計の鍵があれば、針を自由に動かせる。左回転なら時間は遅くなる。右回転なら速くなる。ブリタニアがいつも自分の影に挿し込んで回しているのは右だ。〈アンティーク〉の能力で、自身の時間を加速させているに違いなかった。

　だから、瞬まばたきする間にブリタニアはいくつかの行動をとることができる。自分よりも遅い時間で動いている弾丸を打ち払ったり、ある程度の距離を移動したり。

　だが、加速できる時間はせいぜい数秒間だろう。攻撃をかわしたり、あるいは離れた距離から一気に詰め寄って一撃を食らわせる程度。そうでなければ圭けいはいまごろ死んでいるし、先ほどの攻撃がうまくいくわけがない。

　ヴィクトリアの魔法は、ブリタニアが時間を加速させて攻撃を回避できるぎりぎりのところだったはずだ。だからこそ、行動を予想できる。無数に撃ち出された魔法の弾丸の範囲外へと移動するなら、行動範囲は限定される。

　もっとも、一発目からうまくいったのは運がよかったが。

「あんたはもう終わりだ。ネタバレすりゃ、手品師は商売をたたむしかないんだよ」

「ざけんじゃねえぞ、化ばけ物ものが！　あたしがもう終わりだと!?」

　ブリタニアはひどい火傷やけどを負った顔面を引きつらせ、鍵の〈アンティーク〉を杖つえ代わりにして一歩、二歩と近づいてきた。ほとんどうわ言のように、独りごちる。

「あたしはまだ終わらねえ。〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と〈アンティーク〉を手みやげにすりゃ、まだ目はあるさ。あたしはまだ〈博物館〉に必要な女だぜ……！」

「あんた、自分の名前の意味を考えことがあるのかよ」

　彼女の名前は、恐らくは〈博物館〉から与えられたものだろう。ブリタニア。英えい国こくを擬人化した女につけられる名前。すぐに替えが利く、没ぼつ個こ性せい的で何者でもない名前。

　この女の代わりのブリタニアなど、掃いて捨てるほどにいるのだろう。

「あたしは〈博物館〉のブリタニア・スローン・ブルームズベリーだぞ。あたしは……」

　ブリタニアは虚うつろな目にほの暗い光を灯ともし、口を三日月形に大きく開いて笑っていた。顔面を痙けい攣れんさせて、くつくつと低い笑い声をもらしている。狂ったように。

　圭は無言でマスケット銃を構えた。

（ケイ、さっさと決めるぞ）

「ああ、獲物を前に舌なめずりは三流のすることだったな」

　ブリタニアが過去にどんな経けい緯いがあって〈博物館〉に拾われたのか知る由よしもないし、知りたくもない。この業界によく転がっているろくでもない話の一つを知ったところで、圭は同情したり感傷に浸ったりするほどうぶでもない。

　さっさと殺してやるのが、圭にできるただ唯一のことだった。

「じゃあな」

　マスケット銃の引き金を絞ろうとして──圭はぎょっとした。

　ブリタニアが自分の影に〈アンティーク〉を挿し込んでいる。

「じゃあなじゃねえよ、〈黒龍孩子〉！」

　刹せつ那な、焼け爛ただれたブリタニアの顔がすぐそこにあった。〈アンティーク〉を投げ捨てて身軽になり、一気にここまで近づいたようだった。

　血と体液と肉の焦こげた臭においが鼻を突く。まるで死臭だった。

　彼女は狂気じみた暗い光を目に宿し、顎あごが外れるのではないかと思えるほどに大きく口を開いた。蛇のような赤い舌と尖とがった犬歯が目に入る。

　そのまま左の首筋に噛かみつかれる。

「──っ!?」

　突き立てられた歯が肉に食い込む激痛に、圭けいは掠かすれた悲鳴をもらした。

　歯は動脈までは届いていないが、下へ手たをしたら噛み千切られそうだ。

「なん……て、女だ！　くそ……！」

　引き離そうとするが、首筋に喰くい込んだ歯はびくともしなかった。ブリタニアの口からどろりとした血が溢あふれ、圭の左半身を赤く染めて滴り落ちる。

　呪い殺されそうなブリタニアの執念に、圭は心底からぞっとした。

　さらに強く歯を突き立てられて、顔を歪ゆがめる。

「さっさと、くたばってろ……！」

　圭は左拳こぶしを軽く握った。

　距離が近すぎるし、十分な踏み込みもできないが、魔法でケリをつける。

「先せん天てん八はつ卦け──」

　魔法が発動する一瞬前、圭をかすめてなにかが飛来した。

　それはブリタニアの頭に激突して派手な音を立て、石いし畳だたみに落下した。人が入りそうなキャリーケースだった。なぜか焼け焦げ、無数の弾だん痕こんが刻まれている。

　激突の衝撃でブリタニアは身を仰のけ反ぞらせて軽く吹き飛び、何回も転がってぼろ雑巾のように大の字になった。ぴくりとも動かなくなる。

「なんだ……？」

　圭は息を呑のみ、ようやくそれだけを言った。

「ケイ、そいつは殺しちゃダメよ」

　気楽な女の声。それは圭のよく知っている声だ。

「メイ……！」

　彼女はトランクを投とう擲てきしたとは思えない距離で、腰に両手を当てて仁王立ちしていた。

　明るいブラウンのポニーテールはばさばさで、顔や服にはべっとりと赤黒い血がはりついていた。恐らく彼女の血ではない。

「なんでメイが……？」

「なんでって、弟の尻拭ぬぐいに決まってるでしょ。まったくもー」

　屈託なく笑い、彼女は大げさに肩をすくめた。ごついブーツの踵かかとを鳴らして、ゆっくりと近づいてくる。こんな状況だというのに、いつもの朝あさ霧ぎり明めいとなにも変わらない。

「ウソよー。そんな怖い顔しないでよ。ケイがラウ大哥ダーコーに頼んだんでしょ。力を貸せってさ。だから、あたしがきたのよ」

「マジかよ」

　圭けいは皮肉げに笑い、思わず倒れそうになった。

　活性化していた精霊のマギが霧散して、両腕の黒い炎が消きえ失うせる。

　右半身を覆う黒い鱗うろこは残ったままで、腹の底に鉛のおもりでも入れられたかのような倦けん怠たい感かんに、圭はうんざりした。精霊化によって抑え込んでいたが、身体からだ中じゆうガタがきていて立っているのもやっとだ。

「でもケイ、よくがんばったわね。えらいえらい。よしよし」

「よせって……！」

　頭をわしわしと乱暴に撫なでられて、圭は迷惑そうに顔をしかめた。

「またまたー、照れちゃって。かわいい」

「うるせえよ」

「なに、ケイ、反抗期なの？　お姉ちゃん悲しい」

「本当に深刻そうな顔をするな……って、にゃんだよ？」

　なぜか右頬ほおをつねられる。

「反抗期だからお仕置き。ぎゅー」

　明めいはウインクすると圭の耳元でそっと囁ささやいた。

「〈博物館〉の女にはあたしがちょっと用があるからさー」

「用がある？」

「そうそう。秘密の用事。あんたは早く燈とう子こちゃんを見てやりなさい」

　圭は燈子へと視線をやった。身を起こしていた彼女は、いつの間にか血溜だまりに倒れていた。いくら強がってみたところで、銃で撃たれたのだ。無事なわけがない。

「燈子、しっかりしろ……！」

　駆け寄ろうとして、だが足がついてこなかった。

　前のめりになって派手に倒れ込む。その拍子にマスケット銃を手放して、石いし畳だたみに転がった銃がマギの粒子へと変化してヴィクトリアが現れる。

「ケイ、大丈夫か？」

「ああ……死にはしないさ」

　彼女が差し出した手を、圭は無言で掴つかんだ。そのまま肩を借りて燈子へと近づく。

　燈子はぴくりとも動かず、最悪の想像が脳のう裏りを掠かすめた。血の海に横たわる燈子からは生気が感じられず、赤く染まった肌はそれでもなお青白い。本当の死人のように。

　気持ちばかりが焦り、身体が動かない。

　それを察したヴィクトリアが、強く手を握ってきた。彼女の碧へき眼がんは心配と不安に揺れていて、なにかを言いたそうに口を開きかけて──やめた。どんなことを言っても意味がないことを、彼女だってよくわかっている。

（〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉にそんな顔をするなんてな、とんだお人よしだぜ、ヴィクトリア）

　圭はヴィクトリアの手を握り返した。

　燈とう子この姿が近づいてくる。力なく伸びているほっそりとした腕と脚が、生なま乾がわきの血で固まっている艶つややかなロングの黒髪が──鮮明に見えるほどに心臓が痛くなる。

　圭けいは彼女の身体からだにそっと触れた。

「燈子」

　名前を呼ぶが、反応はない。

「燈子……！」

　身体を揺する。

「燈子！」

　彼女の閉じた目は開かず、ヴィクトリアが唇を噛かんで目を伏せた。

　あの一瞬だけ、最後の気力を振り絞って身を起こしたのか。圭に言葉をかけるためだけに。そうでなければ朝あさ霧ぎり圭はいまごろ、本物の化ばけ物ものになっていたに違いない。最後の最後に、彼女は圭を救ったのだ。それでも──燈子が死んでいいわけがないだろう！

「おまえは死なないと言ったら死なないんだろ！　燈子！」

「ケイ──」

　ヴィクトリアが肩に手を置いてくる。それが妙に優しく、圭はいやな現実を突きつけられているような気がした。

「──残念だが」

「冗談じゃねえぞ……！」

　血の気けが引いた顔で、圭はうめいた。それ以上は言葉にならなかった。苦々しい味が口のなかに広がり、自分の手が触れている燈子の身体が急に冷たくなったように──

「くぅー……」

「……？」

　小さな呼吸の音が聞こえ、圭は青白い顔色のままに怪け訝げんな表情を浮かべた。

　ヴィクトリアと顔を見合わせる。それは明らかに燈子のものであり、よくよく見れば彼女の胸は小さく動いていた。

「くぅくぅ」

「……寝ているな」

　ヴィクトリアが圭の肩に手を置いたまま、ぼそりと言った。

　燈子はちゃんと息をしていたし、身体も温かいし、なんなら寝顔は安らかですらあった。ここ数日は猛もう烈れつなストレスにさらされていただろうし、寝てもいなかったのだろうが。だからといって──

「なんだよ！」

　圭はとりあえず叫んだ。

　恐怖や、安あん堵どや、あらゆる感情がないまぜになって、どうしていいのかわからない。

　圭は彼女の頬ほおにそっと触れた。血ち塗まみれだったが、そんなこと構いもしなかった。

「燈子、燈子、燈子、燈子……」

　本当に生きていることを確かめるように、名前を呼び続ける。

「……ケイくん、うるさい」

　薄く目を開いた彼女が、ぼそりと言った。弱々しい声で、口元は少しだけ笑っている。

「ほら、言ったでしょう。ケイくんは……化ばけ物ものなんかじゃ……ないって。だって……泣いているもの。化物は……涙なんて……流しはしないものね」

　そう言われてはじめて、圭けいは自分が泣いていることに気づいた。声もなく、ただ彼は泣いていた。涙が溢あふれて頬ほおを伝い、彼女の顔がぼやけて見えない。

　それはいつかどこかで聞いた言葉のような気がした。とても大切な人からの言葉だ。

「燈とう子こ……」

「ケイくんが、泣くの、はじめてね」

「涙なんて、とっくの昔になくしたと思ってたよ」

　あの日、彼女を焼き殺したときから。それが今日は、二回も泣かされてしまった。ヴィクトリアと燈子に、泣かされてしまった。

「うれしい……わたしが、泣いて、ばかりだったものね」

「もうしゃべるな。病院に連れてくから、もうちょっとまってろよ」

　燈子は荒い息をもらし、小さくうなずいた。

「大丈夫。死んだりなんかしないから」

「あたりまえだ」

　一命はとりとめているが、とにかく早く治療しなければ。

　圭は忙せわしなく周囲に視線をやった。

　炎上する洋館。破壊された庭てい園えん。黒煙が周囲に立ち込め、血の臭においとなにかが焼け焦こげる臭いが混ざり合って鼻と喉を刺激する。視界も悪く、状況はよくわからない。

　どうすればいい。このままだと燈子が。気持ちばかりが焦り、頭が働かない。なにも考えられずに頭が真っ白に──




　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──




　と、ヴィクトリアのお腹なかの虫が鳴いて、圭は我に返った。

　しばらくの沈黙のあと、圭は半眼になって言った。

「おまえ、ちょっとは空気を読めよ……」

「し、仕方ないだろう。マギが足りないのだ」

　ヴィクトリアがお腹に手を当ててバツが悪そうに目をそらす。それでも唇を尖とがらせて若干の抗議を示してくる。恥ずかしそうに伏し目がちになりながら、

「ケイがさっさとわたしにキスすればいいのだ」

「……かもな」

　不思議と胸きよう中ちゆうにはいままでのような拒否感がなかった。

「……え？」

　逆にヴィクトリアが目を丸くしていた。

　──本当に大切な人が見つかったなら、私がしたようにキスをしてあげるのですよ。

　彼女の最さい期ごの言葉を思い出す。だが、彼女は教えてくれなかった。大切な人が一人ではなかったら、どうすればいいのだろう。

　圭けいは微苦笑を浮かべた。ヴィクトリアのおかげで冷静さが少し戻ってきた。シルビアはどこだろうか。彼女がいれば、死に損ないの自分よりは遥はるかに役に立つはずだ。

「ヴィクトリア、シルビアを探せ。キスはそれまでおあずけだ」

「お、おあずけとか言うなバカ。わたしは犬か……！」

　ヴィクトリアが頬ほおを赤くしながらわたわたと手を振った。

　その背後で、放置されていたキャリーケースががたがたと激しく揺れる音がした。

「なんだ？」

「さあ？」

　二人して怪け訝げんな表情を浮かべていると、どばん、という音を立ててキャリーケースが派手に開いた。留め金が弾はじけ、勢いよくなにかが飛び出てくる。

「ふぁ……」

　大きなあくびをして背伸びをする少女。癖のあるセミロングのブラウンの髪に、意志の強そうな太い眉まゆとブラウンのジト目。春日かすがアイリスだった。

「んー……よく寝ましたです」

　彼女は目を擦こすりながらもう一度大きなあくびをした。そこでようやく周囲の状況に気づいたらしく、きょろきょろと視線を巡らせる。

　あまりにも突然のことに唖あ然ぜんとしていた圭は、誰だれに言うともなしにつぶやいた。

「なんであいつはキャリーケースから出てくるんだよ」

「わたしに言われても」

　ヴィクトリアもどうしたものかといった表情でアイリスを見ていた。

　とにかく意味がわからなかった。アイリスはどうしてこうなった？　明めいが投げつけたキャリーケースに入っていたのだから、明が助けたということなのだろうか。

　そう思って、圭は無意識に姉の姿を探した。だが、どこにも見当たらない。ブリタニアの姿もない。こつ然と、彼女は消えていた。

「ケイ兄さん？」

　アイリスと目が合う。ブラウンのジト目には少しばかりの戸惑いの色があった。

「これはどういうことです？　アイリスはどうしてこんなことに？」

「それは俺おれが聞きたいよ。プリンセス・テンコーか、おまえは」

「誰ですそれは」

　アイリスは軽く頭を振って、キャリーケースから一歩を踏み出した。

「アメミヤ・トーコと話したことまでは覚えているですけど……って、ケイ兄さん、血ち塗まみれです！　それにアメミヤ・トーコ!?」

「あー……気づくのが遅おせえよ……」

　圭けいはその言葉で自分の身体からだも手て酷ひどい状態であることを思い出した。どこが痛いのかもわからないほどに全身が痛い。油断したらすぐに意識が飛びそうだ。額ひたいからいやな汗がじっとりと滲にじみ、身体に力が入らない。燈とう子このことですっかり忘れていた。自らの状況を意識すればするほど、身体が上げる悲鳴に抗あらがえなくなる。

（ああ……くそ……）

　言葉を話すことすら、ままならないほどの倦けん怠たい感かん。よくいままで動けていたものだ。

「おい、ケイ？」

「どうしたです、ケイ兄さん？」

　異変に気づいた二人が同時に名前を呼んでくる。この二人で自分と燈子をどうにか助けてくれるだろうか。恐ろしく不安だが、もうどうしようもない。ヴィクトリアの顔も、アイリスの顔も、もうよく見えない。

　不意に全身の力が抜ける感覚があった。ああ、意識が飛ぶな、と圭は思った。

（くっくっ……どうだ）

　自分のやるべきことはやった。やると決めたことを。言ったとおりになっただろう。燈子も、ヴィクトリアも、アイリスも、ここに揃そろっている。

　だから、彼は胸きよう中ちゆうで笑っていた。

（ハリウッドも真まっ青さおのハッピーエンドにしてやったよ）

　圭はそのまま燈子に折り重なるようにして倒れた。
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「ケイさん、よかったですね」

　と、彼女は言った。

　なにがよかったのだろう、と圭けいは思った。よく見知った彼の部屋で、教育係の彼女は椅い子すに座って煙草たばこをくわえていた。紫し煙えんで顔がよく見えない。

「──」

　彼女の名前を呼ぼうとして、だが言葉が出てこなかった。

　ベッドに腰掛けている圭は一六歳の少年で、彼女に世話をしてもらっていたころの面影はあまり残っていなかった。

「わたしの言ったとおり、いい男になりましたね。それに、ありがとうございます。いままでわたしのこと忘れないでいてくれて」

「いいや」

　圭は皮肉げに笑った。

「君の名前も、顔も、もう思い出せないんだ」

「それでいいのですよ」

　彼女がくすりと笑った気がした。煙草の臭においがする黒髪をかき上げる。

　圭はそんな彼女の仕草が好きだったことを思い出した。圭の隣で読み書きを教える彼女はいつもそうしていた。

「わたしはもう、思い出の棺かん桶おけに入ってしまっているのですから」

「だからって……！」

「わたしのことは、もう忘れていいのですよ。少し寂しいですけど」

　彼女は椅子から立ち上がった。

　すらりとした立ち姿は、思い出のなかにいる彼女そのままだった。

「ケイさん、わたしはあなたとすごせてとても幸せでしたよ」

「あんなことになったのに？」

　彼女を焼き殺した光景が脳のう裏りから離れない。

「はい」

　その口調にはなんの迷いもないようだった。

「ケイさんと出会ってから楽しいことがたくさんありましたから」

　そう言われて、いまのいままで忘れていた彼女とのあれこれが思い出された。

　なんのことはない日常の些さ細さいなことだ。

　目玉焼きを失敗してバツが悪そうに笑う彼女。英語の発音が香港ホンコン訛なまりでないことを少し得意げに自慢する彼女。禁煙に挑戦して三時間後には隠れて煙草をすっていた彼女。

　ずっと忘れていた彼女との思い出は、大切な人をつくることの温かさを教えてくれる。そんな気がした。

「わたしの最さい期ごの言葉、覚えていますか」

「ああ、よく覚えてるよ」

　圭けいは腰掛けているベッドから立ち上がって彼女に近づこうとした。だが、身体からだが動かない。二人はこれ以上近づいてはいけないとでもいうかのようだ。

「よかったですね。大切な人が見つかって」

　死者と生者は交わらない。決して。

　彼女は足音も立てずに歩き出した。

　圭はその背中を追いかけようとして、だが相変わらず身体は動かなかった。

　声も出せず、圭は彼女がドアノブに手をかけるのをただ見つめていた。

「ケイさん、最後に一つ教えておきますね」

　彼女は振り返ることなく言った。

「わたしは世界中が敵になっても、ケイさんの味方です。だから、ケイさんも本当に大切な人にはそうであってくださいね」

　ドアを開けようとしていた彼女の手がとまり、ゆっくりと振り返る。

　見えなかった彼女の顔が──
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「──っ！」

　圭は浅い眠りから唐突に目を覚ました。

　彼はベッドに腰掛けているわけでもなかったし、部屋には彼女もいなかった。だが、いままで人がいた気配が残っているような気がした。

（きたのか……）

　ベッドから身を起こし、なんの疑いもなく圭はそう思った。

　不思議と、彼女のことを思い出すことは苦痛ではなかった。誰だれの姿もないドアを見つめ、夢だったのか現実だったのかわからない、彼女の背中を思い浮かべる。

　──わたしは世界中が敵になっても、ケイさんの味方です。だから、ケイさんも本当に大切な人にはそうであってくださいね。

「……知ってるよ」

　圭は皮肉げに笑い、朝日が差し込んでくるカーテンを開けた。薄暗かった部屋が一気に明るくなり、残っているようだった彼女の気配を消し去った。

　世間は英えい国こく臨時領事館の爆発炎上騒ぎで持ちきりだった。わずか一ヵ月前にも同じようなことがあり、テロであるというのが関係者筋での大まかな認識のようだった。

　本国政府と駐ちゆう日にち英えい国こく大たい使しは日本政府に矢のような催促と外圧をかけたが、それはあくまでも自国民に向けてのパフォーマンスであって、内心どう思っているのかはわからない。彼らとて〈博物館〉の存在を知られることを望んではいないからだ。

　雨あめ宮みや燈とう子こは一命を取りとめた。

　彼女の強い意志が死ぬことを自分自身に許さなかった。

　それどころか、燈子は病床から今回の件に関する火消しの指揮をとっている。警察もマスコミも、真実にたどり着くことはないだろう。カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉は、それくらいの力を持っている。

　香港ホンコン総本社は、彼女を処分できなかった。

　和解交渉は決裂したが、責任者である雨宮燈子が殺されかけたとあっては面子メンツが立たない。幹部会が内心どう思っていようが、〈商会〉は簡単に引き下がれない。

　もっとも、幹部会の一部が〈博物館〉と接触して融ゆう和わを図り、〈火箭小姐〉を失脚させるための茶番劇を仕組んだという証拠もなかった。

〈博物館〉がアイリスに盗まれたと主張する〈アンティーク〉が本当に存在していたのかどうかも、わからないままだった。アイリス本人も、彼女の飼い主だった朝あさ霧ぎり明めいも、そんなことは知らないと言っているのだから。

　結局、〈商会〉の内部抗こう争そうの種は残り、〈博物館〉は痛めつけられた勢力を回復するために新しいブリタニアを極きよく東とうに派遣するだろう。

　あの嵐のような一日を経て変わったことはなにもない。

　いや──

「だから、なぜ目玉焼きにタバスコをかけるです！」

「そのほうがおいしいからだ」

「バカなのです？　バカなのです？」

「誰だれがバカだ！　ケイの朝食をつくるのは、嫁であるわたしの務めだ」

「違うです。妹が兄のために朝食をつくるのが日本の常識だとメイ師姐スーチエも言っていたですから。それで兄を起こしにいって、寝ぼけてベッドに押し倒されるまでが一連の流れです。気持ち悪いですが、仕方ないです」

　リビングから騒がしい声が聞こえる。

「これからケイ兄さんを起こしてきますです。押し倒されて胸を触られるかと思うとげんなりですが。妹なので仕方ありません」

「まて。わたしが起こしにいくぞ。それで場合によっては朝からすっきりさせてやるのが嫁の務めだとメイも言っていた。意味はわからないが」

（でたらめばっかり吹き込みやがって……バカ姉貴が……！）

　圭けいはリビングから聞こえてくる声に激しい頭痛を覚えてこめかみを押さえた。

　のろのろと立ち上がり、ドアの前で深々と嘆たん息そくする。

「ヴィクトリア、あなたはそもそもケイ兄さんの嫁ではないです」

「おまえだってケイの妹でもなんでもないではないか」

「気持ちは妹なので問題ありませんです」

「なんだその理屈は。わたしは〈アンティーク〉としてケイと契約しているのだから、嫁みたいなものなのだ！」

「朝からぎゃあぎゃあうるさいぞ！　この居い候そうろうどもが！」

　圭けいはドアを蹴け破やぶって叫んだ。

　キッチンで掴つかみ合いをしていた二人がぴたりと動きをとめて、こちらを見ている。

　ヴィクトリアはブロンドの髪を掴まれてぐいぐいと引っ張られていたし、アイリスは両頬ほおを思い切りつねられて変な顔になっていた。

「ケイ！」

「ケイ兄さん！」

　二人は口々に圭の名前を呼び、お互いを指さした。

「「だってこの女が」」

　完璧に同じ言葉を発する。

　圭はこれ以上は息が続かないくらいに長いため息をついた。

　二人は毛を逆立てて睨にらみ合あう猫を思わせた。

　あまり見たくなかったのでカウンターになっている対面式のキッチンに目をやる。コンロにかけられたフライパンには、タバスコで煮込まれた目玉焼きが鎮座していた。

　圭はそれを見なかったことにして、仕方なしに二人に向き直った。

「あー……なんですぐにケンカするんだよ」

「アイリスがすぐによくわからない妹の常識を言ってくるからとめていただけだ」

　ヴィクトリアは両腕を胸の前で組んで、憮ぶ然ぜんとした表情になった。胸元が押し上げられて目のやり場に困る。

「あなたこそ嫁の務めだとかいう、わけのわからない理屈を言っているですよ」

「なんでお互いのことは冷静におかしいと思うのに、自分のことはわからないんだよ」

「ケイ、そもそもどうしてアイリスを住まわしているのだ。わたしたちの家に」

「人の話を聞けよ。ってか、俺おれからしたらおまえもだ、ヴィクトリア。ここはわたしたちじゃなくて、俺の家だからな？」

　早口でまくし立てて、圭はぜえぜえと肩で息をした。

「仕方ないだろう。あてもないのに放ほうり出すわけにもいかないし」

　アイリスはいま、本当にただの居候だった。明めいから頼まれた手前、圭が面倒を見ているものの、どうしたものかと思う。〈博物館〉との抗こう争そうの火種になりかねない元スパイを、〈商会〉が保護してくれるとはとても思えない。一応、シルビアをとおして手を打ってはおいたのだが。ごたごたの処理が終わるまでは連絡もないだろう。

「ケイ兄さん……兄が妹に優しくするのは、日本の常識です。それで確か、アイリスがお風呂に入っていたら、うっかりケイ兄さんが入ってくるのでしたか？　キモいですが常識なら仕方ないです」

「その常識を捨てろ、はやく、いますぐに！」




　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──




　圭けいの声に答えたのは、ヴィクトリアのお腹なかの虫だった。

　三人は一瞬の間だけ沈黙した。

「ケイ、その、お腹が減ったのだが……」

　ヴィクトリアが頬ほおをわずかに赤くして、もじもじと下を向いた。

「なんで照れるんだよ……」

「だって、キスをしないといけないだろう」

「まあな……」

　一日一回のキスが、ヴィクトリアのマギを補給するためには必要なのだが。なぜだか彼女がやたらと照れるようになってしまった。そういう態度を取られると、圭としても妙に意識してしまって困るのだ。

「ま、まあ……メイもおはようのキスは嫁の務めと言っていたからな。うむ」

　ヴィクトリアは一人でなにやら納得すると、目を閉じて可愛かわいらしく唇を突き出した。

「ケイ、ほら、はやくするのだ」

「いや、おまえ、いきなりすぎるだろ……」

　アイリスの視線を感じる。普段のジト目が、一層じっとりとしていた。彼女はなぜだか袖をちょこんと掴つかんできた。ジト目は変わらないままに、

「ケイ兄さん、おはようのキスは妹にもするものだと聞いていますです」

「それはなんてエロゲーの常識だ？」

「どうしてもと言うのなら、仕方ないです。キモいですが、どうぞ」

　アイリスも同じようにしてぎこちなく唇を突き出した。

　まったくなんなんだこの状況は。

　圭は一歩、うしろに下がった。

「ケイ？」

「ケイ兄さん？」

　二人の呼びかけを無視して、そっと距離を取る。

　と、不意に玄関へと続くリビングのドアが開いた。

「朝からなにをやっているわけ、あなたたちは」

「燈とう子こ──」

　顔を出した少女の名前を、圭は思わず口にした。

　そこにいたのは確かに雨あめ宮みや燈子で、どこか呆あきれたような表情になっていた。

「おまえ、なんで……」

「メイさんに合鍵をもらったの」

「いや、そうじゃなくて」

「少し時間ができたから、ケイくんに会いたくなったのよ」

　彼女とまともに話すのは、英えい国こく臨時領事館での騒ぎ以来だった。燈とう子こはそのまま入院してしまい、ずっと後処理に追われていた。もう何年間も会っていない気がした。

「もういいのかよ？」

「動けるくらいには。いい医者を用意してもらったもの。ラウ大哥ダーコーには感謝しないとね」

「おまえ、なんか変わったか？」

「あらそう？」

　わざとらしく肩をすくめた彼女は、少しだけ笑った。

　いままでよりも燈子の表情が明るくなっているような、そんな気がした。

「座ってもいいかしら。わたし、まだケガ人なのよ」

　燈子はリビングのソファに腰を沈めると、三人の顔を順番に眺めた。わざとらしく艶つややかな黒髪をかき上げ、すらりとした足を組む。その立ち居振る舞いはなぜだか妙な迫力があり、三人は無意識に緊張した。

「カオルーン商会の日本マネージャーがきているのに、お茶も出ないの？」

「ヴィクトリア、お茶だ。紅茶を用意しろ」

「わかった！」

　ヴィクトリアがくるりと回れ右をして、キッチンに引っ込んでいく。

「冗談よ。言ってみただけ」

「おまえ、ホントになにしにきたんだよ？」

　燈子が自分で言ったように、彼女はカオルーン商会の日本マネージャーなのだ。なんの意味もなくこんなところにくるわけがない。

「アイリスの件よ。ケイくんのお願いだから、聞いてあげることにしたの」

「アイリスのことです？」

　急に名前を出されて、アイリスが自分で自分を指さしている。

「ええ、そうよ。あなたのことをケイくんから頼まれていたの。〈商会〉では保護できなくても、わたし個人なら話は別だから。メイさんの教え子で腕も確かだし、まあいいわ。アイリス、今日からあなたの飼い主はわたしよ」

　ようは圭けいと同じで、雨あめ宮みや燈子が個人で雇っているというかたちにする。そうすれば直接的には〈商会〉の人間ではないし、仕事を回すこともできる。スパイとして〈博物館〉に潜り、アンティーク・ハンターをしていたという実力は、有あり体ていに言って一流だ。

「い、いやです。アイリスはケイ兄さんしか頼らないです」

「いやなんてないのよ、アイリス。たっぷり使ってあげるから、大小姐ダーシヤオチエと呼びなさい。住むところは用意するからシルビアに迎えにこさせるわ」

　アイリスが得体の知れない恐怖に、ふるふると首を振っている。

「ケイくん、これでいいでしょう？」

「助かるよ。俺おれ一人でどうしろって話だよ、実際」

「メイさんもいい加減な人だから……っと、もういかなくちゃ」

　燈とう子こは苦笑を浮かべて、ソファから立ち上がった。

「ホントにそれを伝えにきただけかよ」

「言ったでしょう。少し時間が空いたから、ケイくんに会いにきたのよ。あ、でも、もう一つあるかな。わたしね──」

　燈子は意味深な含み笑いを見せると、圭けいの顔を覗のぞき込こむようにして近づいてきた。

「──少しだけ自分に正直になってみることにしたの」

　切れ長の黒い双そう眸ぼうに見つめられて、圭は息を呑のんだ。

　いままでの燈子よりもなぜだか魅力的に思えて、吸い込まれそうになる。

「わたし、ケイくんのこと好きよ」

　彼女が短く、それだけを言った。

「え……」

　不意を突かれて固まる圭の唇に、燈子が自分の唇をほんの少しだけ重ねる。

　がしゃん、という音がして、見れば紅茶を持ってきたヴィクトリアがティーカップとソーサーを床に落としていた。

　圭はもうなにが起きたのかわからなかった。ただ、これから自分の周囲がなにか大変なことになるのではないかという予感だけはしていた。嵐のような一日を経て一番変わったのは、朝あさ霧ぎり圭が置かれた環境かもしれない。













　燈とう子こがわなわなとしているヴィクトリアにウインクし、

「わたしだってケイくんとキスしたいのよ。悪い？」

　そう言ってくすりと笑った。

　圭けいが知っているなかで、一番魅力的な笑顔だった。





◆◇◆◇◆






　その部屋は狭苦しく、窓もなにもなかった。

　いまが何時なのかも、昼なのか夜なのかもわからない。だが、部屋全体が微妙に揺れていることを感じて、ブリタニアはここが船室なのではないかと思った。

　彼女は右足首に手て錠じようをかけられて、錆さびが浮くパイプベッドにつながれていた。その有様はひどいもので、右半身は重度の火傷やけどで爛ただれ、右腕はほとんど炭化していた。かつての美び貌ぼうの面影は、もうなにも残っていない。

「生きてやがったとはなあ……くっくっ……」

　気が狂いそうな痛みを無視して、ブリタニアは言った。

　こちらを無言で見下ろす男を、彼女はよく知っている。鮮やかなプラチナブロンドがよく栄える、長ちよう身しん痩そう躯くに黒ずくめの男。漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは奈落の底を思わせるように深く不気味で、諦てい観かんと静かな怒りだけがある。あるいは、冷たい狂気だ。

　ブリタニアは男の名前を呼んだ。

「レイヴン」

「今度会ったら殺すと言ったよな、ブリタニア」

　レイヴンはなんの感情もない声で言った。

「〈博物館〉でも知られた〈時計塔の管理人〉も、こうなったら惨みじめだな」

「飼い主の、恩を忘れやがって……！」

「あいにくと、いまは別の飼い主に飼われているのさ」

　レイヴンが口元を引きつらせて笑った。普段の表情が紳士的なせいもあって、ぞくりとするほどに恐ろしい。

「負け犬の気分はどうだ、ブリタニア」

「胸むな糞くそ悪いぜ。ガキのころを思い出す」

　没落した家の名誉にすがることしかできない母親がいた、あの吐き気がする家。負け犬そのものの姿だった。ああはなりたくなくて家を飛び出し、ダウンタウンで仲間とギャングの真ま似ね事ごとのようなことをしていた。

　泥水をすすって生きる、惨めな生活だった。宝石店強盗に失敗して警察官を一人射殺したのは一五歳。終身刑を受けて、だが、それで運命は変わったのだ。

〈博物館〉に拾われた。若くて活いきのいい、使い捨てにできるゴミクズを探していた〈博物館〉に。それでもひどい境きよう遇ぐうから救い出してくれたのは〈博物館〉であり祖国だ。

　だからこそ彼女は、その二つを心の底から愛している。

　捨てられないためには、自分の価値を示し続けるしかないのだ。

　ブリタニアは乾かわいた笑いをもらした。そんな必要はもうない。自分はここで死ぬし、よしんば生き残ったとしても失態を取り返すことはできない。いまごろは新しいブリタニアが、何食わぬ顔で椅い子すに座っている。もう自分には、なんの価値もない。

「あっはははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　彼女は気が狂ったように笑った。笑い続けた。涙なんてものは枯れ果てて出はしない。気がすむまで笑い、彼女はぴたりと口をつぐんだ。

「殺しな」

　レイヴンにはなんの憐れん憫びんもなかった。

　肩を小刻みに揺らし、心底から込み上げてくる笑いを必死で堪こらえているようだった。

「ブリタニア、間抜けな女だよ、君は」

　自動拳銃を懐から抜き放はなつ。

　いや──それは自動拳銃ではなかった。

　レイヴンが銃口を向けたのはクラシックな拳銃で、四本の銃身を持つペッパーボックスピストルだった。

「てめえっ！」

　ブリタニアは犬歯を剥むき出だしにして、レイヴンに掴つかみかかろうとした。足首の手て錠じようがパイプベッドに擦こすれて音を立てる。

　それは間違いなく〈博物館〉のコレクション。アイリス・カスガに強奪された〈アンティーク〉だった。

「だから、間抜けだと言ったんだ。まんまとウソの情報に踊らされたな。まあ、アイリス・カスガが〈鋼刃娘娘ガンレンニヤンニヤン〉のスパイだというのは本当さ。ウソをつくときのこつは、真実を交ぜることだからな」

「レイヴンッッッッ!!」

　ブリタニアは目を見開き、絶ぜつ叫きようした。血の滲にじむ声で。

　レイヴンはなにも答えなかった。深く暗い深海の底のような双そう眸ぼうで彼女を見み据すえ、〈アンティーク〉の引き金を絞った。

　銃声が連続する。本来は一本の銃身に一発の弾丸のはずが、四本の銃身は何度も何度も何度も回転した。引き金を絞る限り、無限に回転を続け、弾丸を吐き出し続けた。

「──ッ!?」

　ブリタニアは悲鳴を上げることもなかった。

　頭を、肩を、胸を、腹を、次々に弾丸が撃ち抜く。

　真まっ赤かな血が薄汚れた壁に飛び、黄ばんだシーツを濡ぬらした。

　レイヴンがなんの感慨もなくぼろ雑巾のようになったブリタニアを見下ろしていると、分厚い鉄の扉が開くぎりぎりという音がした。

　ゆっくりと振り返る。

　そこには小さく拍手をする女が佇たたずんでいた。

「おめでとうって言うところ？」

「別に」

「無ぶ愛あい想そだなー」

「ここまでは君の思いどおりというわけか、メイ・アサギリ」

　女は──朝あさ霧ぎり明めいは、軽快に笑った。

〈博物館〉から〈アンティーク〉を盗み出し、自分の教え子に罪を被かぶせた女。精霊に魂を喰くわれていたレイヴンに〈アンティーク〉を与え、新しい飼い主になった女。だが、彼女がなにを考えているのか、本当のところはわからない。

「僕ぼくはなにも、君のことを心底から信頼しているわけじゃない」

「そりゃあそうでしょ。けど、あんたにとっても悪い話ってわけでもない」

　明がレイヴンの持っている〈アンティーク〉に視線をやった。

「ケイが持っているのと同じ〈アンティーク〉。〈ネバーランド〉にいく鍵よ。レイヴン、あっち側にいきたいんでしょ」

「それは君だって同じはずだ」

　彼女の行動は〈商会〉の意志ではない。理由は知る由よしもないが、これは私情だ。朝霧明は〈商会〉でさえも利用して、彼女の目的を果たそうとしている。

「そうねー。だから、あたしたちはいいビジネス・パートナーになれる」

　あくまでも明るく気楽な声は、だが隠せない凄すごみに満ちている。この女とまともにやり合おうとは、レイヴンですらも思わなかった。

　明は右手の指を、三本立てて見せた。それを順番に折っていく。

「鍵は三つ必要なのよ。ケイの〈アンティーク〉、そしてあんたの〈アンティーク〉」

「……もう一つは？　それに〈アンティーク〉だけがあっても意味はない。僕や君の弟のような化ばけ物ものが必要だ」

「そんなこと、あたしが考えてないわけないでしょー」

　くすりと笑い、明は身体からだを伸ばした。

「んー……！　狭苦しいところにいると、肩が凝るなー」

　レイヴンはなにも言わなかった。この女は自分が言いたいことしか言わないし、詮索など無駄なことだ。

「魂の取り換え子は仕込んでるから心配しないで」

　まるで世間話でもするかのように、彼女は言った。その調子は冷酷でもなければ、熱情があるわけでもない。本当にさらりとしたもので、それがかえって恐ろしかった。

「アイリス・カスガはそのために生きている」





［劇終］








　あとがき






　はじめましての方、はじめまして。そうじゃない方、ごぶさたしています。本当に。

　ＭＦ文庫Ｊの肌色分を下げる担当・北きた元もとあきのです。

　銃と魔法が交こう錯さくする血と硝しよう煙えんのラノベ・ノワール（勝手に名乗ってみました）『聖黒の龍と火薬の儀式パウダーキス』の第二巻をお届けします。前巻から一年以上経過しているので、「あらあら、新シリーズかしら」とうっかり手に取った方もいる可能性があるので言っておきますが。

　二巻です。

　国際手配されたテロリストかと思うほどの潜伏期間でしたが、こうして世に出ました。尽力いただいた方々、ありがとうございます。一巻が未読の方は、そのまま読んでも楽しめますが、一巻から読むとより楽しめます。そうじゃない方も一巻を読み返してみたら新鮮でよいかもしれません。部屋を整理するときに懐なつかしい本とか読んじゃう的なあれです。

　……経過した歳月につい遠い目になってしまいましたが、今回も主人公やヒロインが銃で撃ったり撃たれたり、魔法を使ったり、カーチェイスしたりで血ち塗まみれになります。

　それだけだとあれなので、ヒロインの一人である雨あめ宮みや燈とう子この内面に踏み込んだ話にしようと思っていたのですが、気がついたら朝あさ霧ぎり圭けいとヴィクトリアの心情描写も増えて本が分厚くなってしまいました。その分読みごたえはあると思いますので、ぜひお楽しみいただければ幸いです。

　……うーん。毎回、あとがきが堅苦しいですね。いきなり吐露するのもなんですが、デビュー以来あとがきというものの温度感を計りかねているところがありまして。担当さんに聞くのもはばかられるので、いつも無難にこんなトーンで謝辞などを書くのですが。

　作者の生真面目な独白がのってるくらいなら、イラストのラフがのってるほうがいいんではないかとか。サブキャラクターで埋め草的なショートコーナーを書いたほうが、おまけみたいで楽しいんじゃないかとか。たまに考えます。

　燈子の秘書のシルビアは眼鏡めがねを集めるのが趣味という設定なんですけど。彼女が眼鏡への愛を語るコーナーとかならすぐ書けますし。

　あとは雨宮燈子の『クラゲが楽しめる水族館５選』とか。ヴィクトリアの『お腹なかが減ったので巨大な○○を作ってみた食べてみた』シリーズとか。これは北元が実際につくってレシピをのせます。巨大プリンとか巨大お好み焼きとか。

　あとはラウと板ばん東どうの『香港ホンコンぶらり大人おとな旅』とかでしょうか。

　あ、なんか楽しそう。これ。

　締めが難しいから、あとがきに使う結びのフレーズとかほしいなあ。前は潜伏期間二年で今回は一年なので、次はさらに半分になってお届けできることを願っています。





二〇一四年　一〇月　北元あきの











　著者

　北元あきの（きたもと・あきの）

　　兵庫県明石市生まれのサラリーマン作家。自他ともに認めるストレス耐性を持っているものの、そんなものいらんです。第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作を受賞してデビュー。




　イラストレーター

　しらび

　　寒くなって更に引きこもり生活が加速しました
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